　
　
　
　
　
　
　
　
本所深川ほんじょうふかがわ猫婆ねこばあ騒さわぎ　　　　　普聞　隆
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（一）
　――先生、ご存知でしょうか。
　庭先で声がしたかと思うと、柴折戸しおりどをそっとあけ男が庭に入ってきた。
　人目を忍ぶ姿なので男の手には灯りはないが、盗人ぬすっとではないので忍び足ではない。実に堂々と枯葉を踏みながら入ってくる。
　ここは愛宕山近く、狸穴まみあなにある佃源右衛門つくだげんえもんの居宅。
　こざっぱりと刈りこんだ植込うえごみには、明かるければあちらにぽつり、こちらにぽつりと薄赤の蕾つぼみが目に入ってくるのだが、夜も更けた今ではひんやりと青白い月明かりに沈丁花じんちょうげの強い香りが漂ただよってくるだけだ。
　「なんでえ。面つらぁ見せるそうそう、ご存知も何もねえもんだ…」
　やっと暖まりかけた蒲団ふとんからそろそろと抜け出した源右衛門げんえもんは、苦笑にがわらいしながら枕元に置いてある綿入れを慣れた手つきですばやく羽織はおった。
　六十一歳の源右衛門は小柄で鶴のように痩せている。山羊やぎのような髭ひげも、肩まで垂らした総髪もすでに真っ白になっているのに、顔色は血色がよく、時々見せる眉間みけんの縦皺たてじわ以外には皺らしい皺もない。
　縁側にでた老人の小柄な体が、ぴりっとした夜気にぶるっと震えた。
　「まだ寒いな…。遠慮するこたぁねえ。奥にへえりな」
　庭先には六尺近い男がはあはあと白い息をだして立っていた。声の主はこの男だった。凛々りりしい顔に太い眉。角張った頤あごにぎゅっとむすんだ口元。眼光鋭いこの武士は、本所ほんじょうに住む二十四歳の貧乏御家人で、名を山川小太郎という。
　源右衛門が、この若い御家人の深夜の訪問を受けるようになったのは、天保十年極ごく月七日の夜からであった。
　――それ以来、今夜でもう三ヶ月にもなろうとしている。
　本所からここまで急ぎ足でやって来た小太郎はうっすらと汗をかくほど上気したまま、失礼します、と立髪たてがみの頭を軽く下げた。粗末な黒絣くろかすりの単衣ひとえ。袴はかまの乱れた裾すそなど気にもかけず、鴨居かもいのところでひょいと首をすくめると、そのままずかずかと畳に上がる。源右衛門にもそんな不躾ぶしつけな態度を咎とがめるようすはさらさらない。あとから、子供みたくとことこと続き、小太郎が開けっぱなしにしたままの障子を後ろ手でぴしゃりと閉めると、懐手ふところでのまま、顎あごで部屋の隅をひょいとしゃくった。
　「沈丁花じんちょうげが匂いだすと春はすぐだ――お前の今日の分は、ほれ、そっちの小机に用意してある。さっさと写さねえと夜が明けちまうぜ」
　と事もなげに言う。
　小太郎はすばやく部屋の隅に眼を送った。こぎれいに整頓された文机ふづくえの上に、手製のインクと鶏にわとりの羽根で作った、これも手製の羽根ペンが載っている。その横には開かれたままの蘭書らんしょと蘭文らんぶんを途中まで筆写した用紙があった。
　「昨夜、お前がやっていた続きだ。何も触さわっちゃいねえよ」
　「はい」
　短く返事をした小太郎は寸暇を惜しむかのようにすぐに机に向かう――。
　佃源右衛門は、もと若年寄わかどしより支配の御馬医おうまいである。
　三十になるかならぬかのうちにすでに馬の治療にかけては並ぶ者なき名人と騒がれるほどの腕になっていた。たまたま将軍家の愛馬が〔馬脾風ばひふう〕という不治の病に罹かかり、真っ青になった他の御馬医おうまたちがなす術すべもなく匙さじを投げかけた時、蘭学の造詣ぞうけい深い源右衛門が阿蘭陀おらんだ直伝の馬医学を駆使して見事に治したのである。
　それゆえ公方くぼう様より直々に
　〔幕府の宝〕
　とまで賞賛されたという。
　ところがそのあまりにも高くなった名声が逆に源右衛門に災いした。
　女の悋気りんきが美貌への嫉そねみならば男の嫉視は能力に対する妬ねたみだという。同僚朋輩たちからの嫉妬をまねいた源右衛門は役向きに差し障るさまざまな嫌がらせを受けるようになった。
　馬具を隠したり医療器具への悪戯いたずらなどはまだ軽いほうで、ひどい時には休息にひょいと厩うまやの二階に上がったばかりに履はいていた草鞋わらじを盗まれることさえあった。
　もともとが〈偏屈〉を自称する源右衛門である。
　陰湿でこのような子供じみた嫌がらせに我慢する筋合いもなかった。どうせお禄大事の小吏どもの考えることはこんなものさ、とさっさと見切りをつけるが早いか、その仕返しに早々と〔隠居〕を申しでた。
　あわてたのは御馬おうま預あずかりを支配する若年寄や目付たちだ。
　何と言っても上様お気に入りの源右衛門である。幾度となく慰留いりゅうを試み、また事情を審つまびらかにした上で同輩の者たちに這蹲はいつくばるようにして詫わびを入れさせたのだが、源右衛門は頑がんとして応じなかった。
　「江戸っ子は気がみじけえんだよ」
　源右衛門は慌あわてふためく同僚を尻目に、むしろ清々せいせいとした顔で御馬おうま屋敷を去っていったのである。
　それ以来、人目も憚はばからず、若い時から研鑽けんさんしてきた〔蘭学研究〕に没頭した。
　源右衛門にとってはむしろ幸福な毎日が続いたといえよう。気に入った蘭書があればそれを翻訳し、一人で楽しむ――という日々はまことに気分のよいものであった。
　噂を聞いて、何人もの蘭学研究者が教えを請いにきた。
　だが、せっかく訪ねてきても、玄関先に現れた源右衛門はその顔をただじろじろと眺めるだけで、これという挨拶もせず、そのまま黙って奥に引っ込んでしまうばかり。たいていの客は呆気あっけにとられるか、茫然ぼうぜん自失したまま、さてこそ噂通りの御仁ごじんではあるわい、と一人で納得して帰るのであるが、時にはあまりの無礼な扱いにむっと表情を変え、思わず刀の柄に手を掛ける者もいないわけではなかった。そのような折りには玄関脇の小部屋から妻女ふじんのおりくがにこやかに現れ、両手をつきながら
　「あいすみませぬ。ご無礼はどうかご容赦くださいませ。なにしろ主人はあのように偏屈でございますゆえ、ご教授などはとても無理かと存じまする。本日はどうぞお引き取り下さりませ」
　優艶に微笑ほほえみかけ、深々と頭をさげるのであった。
　そんな源右衛門でもたまには声をかける客もいた。そういうときは機嫌がよほどよい時なのだが、発する言葉は逆に辛辣しんらつであった。
　「蘭学修行もいいが――」
　もうその時にはそっぽを向いている。
　「その顔をなんとかしたらどうだえ…お前さんには肚はらってもんがねえんだ。どだい蘭学なぞは無理だよ」
　こんな具合に弄いじくるのであった。
　それがどういうわけか、本所ほんじょうからやって来た貧乏御家人、山川小太郎が
　「ぜひ蘭学のご教授を――」
　と玄関先での挨拶を始めるや、その顔をしげしげと眺めていた源右衛門がいかにも感極まったような声で
　「お前さん。…ずいぶん鍛えたねえ。ええ、何流を修めたえ？」
　と思わず尋ねたのであった。
　小太郎は朴訥ぼくとつな口調で
　「下谷清玄しもがやせいげん先生のもとで直心影じきしんかげ流を少々…」
　と答えた。すると源右衛門はさもありなんと何度も首を縦にして
　「下谷清玄しもがやせいげんといやあ団野真帆斎しんぱんさい、その弟子の男谷精一郎おだにせいいちろうと並ぶ当代一流の剣術使いだ。ふむ、そいつのところでみっちり仕込まれりゃあ、そういう面構つらがまえにもなるわなあ…」
　と呟くと、突然小太郎に向き直り、ぶっきらぼうな口調で
　「ばかやろう。何をぼやぼやしてやがる。さっさと上がらねえか。時間は待っちゃあくれねえぜ」
　とその日から迎え入れたのである。
　まったく、〔ウマ〕があった、としか言いようがない。
　そればかりではなかった。
　「おめえはほかの物をやっちゃあいけねえ。こいつをやるんだ」
　と小太郎の目の前にポンと投げ出したのが、『タクチーキ』という阿蘭陀おらんだの軍書である。
　「いいか。こいつはこの五月に捕まった高野長英という日本第一の蘭学者が苦心惨憺さんたん、命をかけて世の中に著あらわそうとした貴重な書物だ。ぼやぼやしてるとこの国はこれから大嵐に巻き込まれるかもしれねえんだよ。英吉利えげれすはすでに大清だいしんの庭先まで土足で上がり込んでるんだぜ。オロシヤだって何度も蝦夷地えぞちを覗いてるっていうじゃねえか。やがて、そんな連中がこの国にもやってくることは必定だ。それなのに幕閣どもとくれば揃って馬鹿ばっかり。世の中に優秀な人間は掃いて捨てるほどいるってえのに、ええどうだい、公儀の連中ときたら、世襲、世襲のお題目ばかりで、関ヶ原以来の代々続く家柄だけを鼻にかけてらあ。そいつらが手前勝手に栄耀栄華ばかりを追っかけるのを〈まつりごと〉だと勘違いしてやがる。この国の将来なんざあ、まるで他人事ひとごとよ。諸式は高騰しつづけ、働きたい奴がいても肝心の仕事のほうがさっぱり無ねえ――おまけに老中水野越前が大の蘭学嫌いときてらあ。これはもうこの国はだめだということよ。外患と内憂が一度にやって来たというのに、ええ、幕閣みずのがやったことといえば、仕事にあぶれた奴を江戸から田舎へ返すという姑息こそくな手段ばかりよ」
　一気呵成いっきかせいに喋しゃべった源右衛門はここでふうっと息を継ぎ、改めて小太郎に向かう。
　「――そこでだ、コタ」
　「コタ？」
　「おうよ。〈小太郎〉なんて長ったらしい名前を年寄りがいちいち言えるかってんだ。おめえはこれからコタだ。わかったな」
　はい、と小太郎は返辞した。言いたいことを言ってしまった源右衛門はさも満足そうに頷くと、
　「コタ。お前はこれから『タクチーキ』を死に物狂いで全部写すんだ。早くやらねえと水野のことだ、そのうち蘭学を禁止するかもしれねえ。そうなりゃあ蘭書そのものが目の前からなくなるじゃねえか。今の世の中、 Onachatzaamheitおなはとざーむへいとなんだよ。こうなりゃあ理屈もへったくれもねえ。写して、写して、写しまくって、蘭書を丸ごと、てめえの頭の中に叩き込むしかねえ」
　「申し訳ございませぬ。〈おなはと…〉、何でしょうか」
　真剣な眼差しでもう一度聞き返した小太郎に、源右衛門は、ほい、しまった、という顔になって
　「あ、いや。なんでもない――興奮して、つい蘭語が出ちまっただけだ…ともかくお前はひたすら写本だけするのだ。そいつが出来たらおれがその意味をいちいち講釈してやる」
　ぶっきらぼうだったが源右衛門がいま語ってくれたものこそ、小太郎が日頃ぼんやりと感じていた不安への回答だった。
　もっとも小太郎が感じていた不安といったところで、この国の将来やおのれの行く末に対する漠としたものにすぎなかったのだが、その不安がどこからくるものかを無性に知りたいと思っていたのである。
　生まれる前から貧乏御家人として打ちのめされるような人生がなぜ自分なのか。そういう世の中の仕組みは一体どうなっているのか。それがこれからどう変わろうとしているのか。いやそもそも、この国はこれからどうなろうとしているのかをうまく舌に載せることができず、この数年間というもの、考えれば考えるほどいらいらした落ち着かない日ばかりが続いてきたのである。
　――それがこの老人に会った途端、忽たちまちにして氷解したのだ。
　小太郎は胸が熱くなるのを覚えた。
　それからは意気揚々と、毎晩弾む心で源右衛門を訪ねてきた。
　来れば、ただひたすら蘭書を黙々と筆写するだけの山川小太郎である。写しながら読みを覚え、読みを覚えたら今度は往復の間にそれを暗唱する繰り返しの日々であった。
　――小太郎は直心影じきしんかげの免許皆伝の腕をもつ。
　だがこの時代、剣の腕が出世の役に立つことはほとんどなかった。
　なおかつ小太郎の身分は出世とはまったく縁遠い貧乏御家人で、しかも無役であった。
　だからといって蘭学らんがくを学んで出世ができるほど幕府の身分制度が柔軟だったわけでもない。
　それどころか、蘭学を学ぶ者は
　〔紅毛こうもう臭い〕
　と言われ、毛嫌いされていたくらいだ。
　現に、〈山川が蘭学稽古に励んでいる〉との噂が立っただけで小太郎は〔禁足〕になりかけていたのである。禁足とはすなわち外出禁止のことだ。
　それゆえに、山川小太郎が佃源右衛門のもとで蘭学修行をしているのは、純粋な好奇心か、そうでなければ蘭学に偏した者同士の魅ひき合いとしか言いようがなかった。そのせいか、源右衛門と小太郎は何かにつけて呼吸いきがあった。だから何も知らぬ他人からは、この二人はきっと親子に違いないと勘違いもされることもあったのである。まさか二人の心の中で熾盛もえさかっている蘭学への熱い念おもいがその原因もとだとは誰一人として気づかなかったのである。
　「ところで、コタ。お前が来る早々に話そうとしたのはなんだえ」
　写本を続けていた小太郎の背にふいに源右衛門の声がとんだ。小太郎の手が止まる。
　「先生、そのことです」
　と小太郎は向き直り、話し出した。
　「――近頃噂の〔猫婆ねこばあ〕というのをご存知でしょうか」
　「べらぼうめ。猫だって齢としとりゃあ、〈ばばあ〉にもなるさ――こう言っちゃなんだが、うちのばあさんだって…。あれでも昔は何とか小町とか言われてたんだぜ」
　と、源右衛門は鼻うそやいだ。だが小太郎は至極しごくまじめな顔で
　「いえ。奥様のことでも、本当の猫のことでもなく、〔糊のり売りの婆さん〕のことらしいのです。なんでもその婆さんから糊を買った者が、その夜に瘧おこりのように苦しみだし、やがて猫が逆毛さかげを立てたような姿勢で部屋中を這はいずり回るとか…。恐らくはその婆さんは猫神ねこがみの使いであろうと、市中ではもっぱらの噂です」
　ふむ、と佃老人はゆっくりと腕を組む。
　「つまらねえ話だが…しかし、いつも冷静なお前がそこまで言うのだ。何かあるな」
　はい、と小太郎も小さく頷き
　「先生もやはりそう思われますか」
　と笑みを浮かべた。源右衛門は、ふふ、と笑いをもらしたが、ふと気になったらしく
　「蒟蒻こんにゃくの幽霊が、心太ところてんのお伝馬てんまに乗りはしめえ。そうぶるぶるすることもねえが、ところで一体お前はどこからそんな話を仕入れてきたんだえ」
　と小太郎に訊いた。
　「先生もご存じのように、私が師範代を勤めております下谷しもがや先生の玄心館げんしんかんに、〔唐辛子とうがらしの源七〕という深川の御用聞きが稽古に来ております。そやつが困っておりました。なにしろ花見を楽しみにしている大店おおだなの旦那衆から何とかしてくれという苦情がこのところ相次いでいるそうで――」
　と小太郎はいつにない深刻な顔で答えた。
　
　三月の声を聞くと江戸の陽気もぼちぼちと暖かくなる。
　梅が散り、桃の花が咲き乱れると、早くも桜がぽつぽつと色づきはじめる。
　さあこうなると江戸っ子には仕事なんてどうでもよくなる。朝からそわそわ、そわそわと妙に腰が落ち着かなくなり、そこへ愛宕あたご山の桜が満開になったとか、道灌どうかん山じゃとっくに始まってるぜ、などと誰かが口にでもするものなら、もう仲間同士、講こうの連中どもがたちまち寄り集まってわれさきに桜の木の下へ筵むしろを敷きに走るのである。その花の下で唄い、踊り、馬鹿騒ぎの酒盛りで日が暮れてもなかなか帰らないというのが江戸の花見なのだ。
　緋ひ毛氈もうせんの上で料理屋からの贅沢な重箱をひろげ、朱漆しゅうるしの角樽つのだるを開け、芸人や幇間ほうかんたちと賑やかに騒ぎまくるのがお金持ちの花見ならば、眉と目を木版刷りの目鬘めかつらで隠して、朝からわいわい、行列を繰り出し、花の雲の下、われを忘れるまでどんちゃん騒ぎをするのが長屋の花見である。
　何といっても年に一度の無礼講ぶれいこうだ。
　上はご政道への不満から下は女房の愚痴、亭主への不平にはじまり、横丁よこちょうの女師匠への焼き餅があるかと思えば、井戸の使い方や掃溜はきだめの当番への当て擦こすりもある。そのくせ、仕事を持ってくる頭領かしらへのお世辞だけはちゃっかりと忘れない。酔った振りして大家へ絡むことも〈芸〉の内だから許される。だが、絡み方次第では逆に大家からねちねちとやり込められ、痛くもない腹を探られるのだから命がけの〈芸〉にもなりかねない。
　積もりに積もった一年の憂さをこの時とばかりに一度にわあっと発散させるのが花見の醍醐味だいごみである。待ち遠しいのも当たり前だ。
　そんな時に
　〔出会うだけでも呪い殺されるかもしれない〕
　という〔猫婆ねこばあ〕の噂が江戸中に流れたからもうたまらない。
　普段ならば夜遅くまで騒ぎまくる花見客も、夕方近くなるともうそわそわと落ちつかなくなる。名にしおう桜の名所も日がおちる前から人影がまばらになり、空一面に咲き誇る花が賑にぎやかなだけによけいに寒々と映る。おかげで今年はいやに湿っぽい酒盛りばかりだ。とうとう本所の町役ちょうやくから、これでは町内で花見にも行けやしない。親分、何とか目星めぼしをつけてくれまいか、と源七親分に泣きがはいった。
　（目星めぼしといわれてもなあ…）
　と、腕をこまねいた親分にふっと思い浮かんだのが山川小太郎だ。
　（そうそう。小太郎さんなら紅毛おらんだの文字にも詳しいし、何とかなるかもしれねえ…）
　と思いあまって声をかけた――という。
　夜よっぴて蘭書を引き写していた小太郎が、明け方近くになって、うとうとと微睡まどろみはじめた時、
　「コタ。行くぜ」
　と耳元で急に源右衛門の声がした。小太郎は、はっと瞼まぶたをあげたが、何ごともなかったかのような顔つきでおもむろに顔を向ける。
　「はあ？どちらにおいででしょうか」
　源右衛門は欠伸あくびを噛かみ殺しながら
　「――まったくしようがねえ。昨晩のおめえの話が気になってな、おいら、一睡も出来なかったぜ。こんなことなら蘭書のひとつでも読み通せばよかったんだが、そこがそれ、齢としをとったというわけだ。こうなったのも、コタ、おめえにも責任があるぜ」
　と面倒くさそうに言う。小太郎は恐縮して思わず頭を下げた。
　「まったく申し訳ございません。先生のお耳をつまらぬ俗事で汚けがしましたようで」
　源右衛門はへらへらと笑い、
　「なあに。今のは寝てるのを誤魔化ごまかしたお前をちょいとからかっただけさ。あんな話を持ってきたお前も相当悪いが魑魅魍魎ちみもうりょうはおいらの好物とくらあ。わくわくして寝られなかっただけさ――おっと、それよりも、うちの婆さんに茶漬けを用意させといた。早くかっ込んで、ついてきな」
　と、いとも簡単に言う。小太郎もこういうことは初めてではない。
　「はい、お供いたします。が、どちらまで…」
　とこれもあっさりしている。源右衛門は呆れた顔で
　「ばかあ。化け猫ばばあのところに決まってるじゃねえか」
　何を分かりきったことを聞くんでぇ、と言わぬばかりだ。早く飯を食いに行け、と眼で急がせる。
　「小太郎さん。いつもすみませんねえ」
　と台所で妻女ふじんのおりくが静かな笑みをたたえ、箱膳の上に碗を置きながら
　「主人は、ほんとに子供みたいなところがありまして…。昔からお化けと聞いただけで、もう居ても立ってもおられぬ性分ですのよ」
　ところころと笑う。子供のいない佃夫婦にとって小太郎はわが子のように愛おしいらしい。小太郎も頭をかきかき
　「はあ…。どうやら私もそのお仲間のようで」
　まあ、小太郎さんまで…。おりくが呆れたような顔で袖口を口元にあてた。
　
　――意気込んで外に出た二人であったが、これという当てがあるわけでもない。
　佃屋敷の狸穴まみあなから尾張町に向かって歩き出したのはよいが、二人とも軽佻浮薄けいちょうふはくな雑踏が大嫌いときている。ぼちぼち人混みが増えてきた山城河岸やましろかしを目の前に、突然、源右衛門が
　「コタ。こんなところをのたのた歩くってのも、みっともいい話じゃねえな」
　と二葉町まで来ると、土橋のたもとにいた猪牙ちょきにさっさと乗り込んでしまった。
　「先生。こんな朝早くでは、いかな猫婆でも現れませんでしょう。とりあえず亀沢町どうじょうでお待ちいただくというわけには参りませんか」
　小太郎がこう言うと、源右衛門もそのことにはどうやら気がついていたらしく
　「…ちと早すぎたかの。どうにもおいらはせっかちでいけねえ」
　と苦笑いを隠し得ない。すかさず小太郎が
　「いえ、兵は拙速を尊ぶと申しますから」
　「うまいこと言いおって…しかし、これから清玄の道場に行くというのは妙案だな。ま、口の重いあいつと話をしたところでおいらが疲れるだけだが、身から出た錆さびってやつだ…」
　「はい。そうしていただければ私も仕事ができます」
　　ははは、と源右衛門が大声で笑った。
　「無禄の御家人が喰っていくのも至難の業わざだな。しかし、おめえのようなこれからという若え者の生活たつきを考えねえようでは、ご公儀の行末も知れたもんだぜ…」
　佃源右衛門と下谷しもがや清玄がともに知り合うようになったのは小太郎の蘭学入門がきっかけであった。
　実直な清玄は、弟子の小太郎が蘭学の師に入門したと聞くや、〔蘭学臭い〕という世間の風評などどこ吹く風とばかりにさっそく小太郎ともども挨拶に伺ったのである。すべての弟子をわが子のごとくに慈しんでいるいかにも下谷清玄らしい遣り方であった。その時にはさすがの源右衛門も嫌み一つ言うことなく、むしろ〔肝胆相照らす〕とでもいうのか、終始にこにこと二人して夜遅くまで杯を交わした。
　そんな二人の師匠を前に小太郎が嬉しそうに酒の給仕役をつとめたことは言うまでもない。
　「ほんに珍しい光景でございますよ」
　と台所で肴さかなを用意していたおりくが銚子を換えに来た小太郎に呟いた。
　「たくの主人がかほどに楽しくうちとけて談笑するなど、お役のあいだはついぞございませんでした。何が面白くないのか、いつも苦虫にがむしを噛みつぶして眉間みけんに皺を寄せ、たまに口を開けば不平不満とお仲間への罵詈雑言ばりぞうごんの毎日でございましたからね。嫁いでからというもの、主人の笑顔を見たのは上様からお褒ほめの言葉を頂戴した時くらいでございます。ですからわたくし、主人は笑わない人間だとばかり思っていましたのよ。それが小太郎さんがいらしてからというもの、本当に毎日が楽しそうで。あなたはわが家にとっては福の神でございますね、ほほほ」
　と恐縮する小太郎を前に心から微笑ほほえむのであった。
　
　下谷清玄を訪れた源右衛門は、そこで軽い朝餉あさげをすますともう清玄との話に夢中になった。話す、と言ってもほとんどは源右衛門のおしゃべりなのだが、それをまた清玄が実に巧みに合槌あいづちをうつので、いい気持ちになった源右衛門が次から次に話柄わへいを繰り広げ、蘊蓄うんちくを傾けていく。
　春の弱々しい日ざしがようやく西の方に傾きかけた頃、玄心館に微塵みじん縞しまの小袖にばっち姿の源七が四角い顔に息を弾ませながらやって来た。
　源七はもともとは深川の弥勒寺裏にある〔唐辛子とうがらし屋〕の主人なのだが、店のことは女房と使用人に任せっきりで、もっぱら捕物とりものばかりに力を入れているので、この辺りではちょいとした顔だ。実は、朝、道場に到着した小太郎がさっそく源七の店まで行き、猫婆に出会った者にあわせてくれと頼んでいたのである。
　「小太郎さん、見つかりましたぜ」
　ちょうど小太郎がひと稽古終わって、面を脱ぎとったところであった。
　「やあ親分。手数をかけた。ちょいと待ってくれ」
　道場の上がり口に突っ立った源七に大きく声をかけると、小太郎はそのまま正面の席にぴたりと端座した。するとそれまで稽古していた者や道場の片隅で座っていた者たちがぞろぞろと板の間に集まり、行儀正しく膝を並べた。
　「御一統。本日の稽古はこれまででござる」
　小太郎はそう叫ぶと軽く会釈をした。その声に板の間の門人たちも一斉にお辞儀をした。それを横目に小太郎はこちらに来るようにとすばやく源七に合図をする。心得た源七は帰っていく門弟たちにいちいち頭を下げながら、小太郎のところに泳ぐようにやってきた。
　「…出会ったのは男かえ」
　源七が口を開く前に小太郎が尋きいた。相手が源七だと小太郎の言葉もついつい本所もん丸出しになる。
　「図星でさあ」
　と源七がうなづく。源七の話では猫婆の姿を間近に見た〔徳三とくぞう〕という男をようやく探し出したという。
　「この近くの番屋に待たせてありますぜ」
　と告げる。小太郎はうむと納得すると、すぐに体を洗うために庭に出た。暑かろうが寒かろうが稽古のあとは下帯一つになり水をかぶるのが小太郎の日課だ。
　小太郎が庭に出るのと入れ違いに、廊下に続く杉の引戸が開いて佃老人と道場主の下谷清玄しもがやせいげんが笑い声をたてながら道場に現れた。
　「わはは。それでは先生は人間の顔よりも馬のほうが良いと仰せなのですかな」
　と痩やせてはいるが、丈せが高く筋骨質の清玄が厳しい面差おもざしをいつになく緩めている。清玄は五十二歳、源右衛門よりも九つ若いがこの二人の話しぶりはまるで若い者のように瑞々みずみずしい。
　「下谷しもがやさん、あんたも剣家だ。近頃の武士さむれえが〔のじめの鯛〕ばかりだとは思いませんかえ」
　源右衛門が言う〔のじめの鯛〕とは最近の流行り言葉らしい。語源は詳つまびらかではないが〈見かけばかりで味がない〉という揶揄やゆである。
　「佃先生は世情にも明るいお方ですなあ」
　と感服したように言うと下谷清玄しもがやせいげんはふたたび、わっはっはと腹を抱えて笑った。
　「おや、親分じゃねえか。久しぶりだな」
　源右衛門は板の間にちょこんと小さく座っている源七に気づいて声をかけた。
　「へい。無沙汰ぶさたしておりやす」
　と源七はますます小さくなって頭を下げる。
　（狸穴まみあなの老先生はいい人には違いないが、へたに相手をすると、知らねえうちにいつもからかわれちまってるからなぁ。こいつは用心用心…）
　源七親分、内心はびくびくだ。
　源七は小太郎を呼ぶときは〔小太郎さん〕だが、佃老人に対しては〔老先生〕、下谷清玄には〔大先生〕と使い分けている。
　「噂はコタからさんざん聞いてるぜ。なんでもこの頃はすっかりといい親分になり、いまじゃあ江戸随一の捕り物名人と言うじゃねえか。あちこちから捕り物依頼が来るそうだと聞いたぜ」
　源七のそんな思いなどどこ吹く風で、源右衛門はもう茶化し始めている。　
　「恐れ入りやす。こんな面つらでお恥ずかしい次第で…」
　源七はいよいよ小さくなるしかない。源右衛門はへらへらと笑いながら、横にいる清玄に
　「下谷しもがや先生。コタからお聞きになられたかな…源七親分は人間などは手ぬるいと今度はいよいよ〈お化け〉を捕まえるそうですぜ」
　と言ったきりにやにやにやと山羊髭やぎひげをさわっている。
　（いっけねえ。始まりやがった…くわばらくわばら）
　源七はなんと言ってよいやらわからず、いつもの癖で髷節まげぶしに手をやった。
　「ほう。お化けを…」
　根が生真面目な清玄はさも感心したように目を丸くして何度も頷く。
　「それは珍しい。して、親分はいかなる術で化け物を捕まえるのかな」
　改まった清玄の問いに、とうとう源七は弱りきった顔で両手を合わせて
　「大先生、困りますよ。本気にしねえでください」
　源七のあまりに滑稽な仕草に二人が声を立てて同時に笑ったとき、ちょうど着替えをおえた小太郎が奥から姿を現わした。二人の先生が高笑いしているのを見て不思議そうに小首をかしげた。
　弱っていた源七はやってきた小太郎を見て、思わず
　「ありがてえ。地獄に仏ったあ、このことだ。小太郎さん、すぐにお願ねげえできますか」
　と言うと、すばやく立ち上がった。
　すると源右衛門が横から
　「あわてるな、親分。おいらも行くぜ。あいにくこのじじいは人三化七にんさんばけしちが三度の飯よりも好きでな」
　と悪戯いたずらっぽい目つきをしたのである。
　
　自身番で待っていた徳三とくぞうという男は、瓜実うりざね顔の色白でそのうえ整った目鼻立ちだから、いかにも女にもてそうな顔つきである。役者といっても通るほどの男前だ。その優男やさおとこが、自身番の中で青ざめたまましょんぼりとうなだれている姿はいかにも哀れであった。
　さすがに番屋の爺さんも気の毒に思ったのだろう、火鉢に炭を継つぐときに、腰をかがめながら
　「お前さんも恐ろしい目にあいなすったもんだねえ…」
　と慰めにもならぬ言葉を言いながら、淹いれたばかりの渋茶をすすめた。
　「はい。ありがとうございます」
　軽く頭を下げ、茶碗にさしだした徳三の手が小刻みにぶるぶる震えているのは外がまだ寒いからばかりではなかった。
　「気をしっかり持ちなせえ。なあに、もうすぐ唐辛子の親分もお見えになりまさあ」
　と、番屋の爺さんがそう言ったやさきだった。ばたばたと源七と小太郎が入ってきたのである。
　「あ、親分――」
　徳三がほっとした顔で源七のほうを見たが、その後ろに見なれぬ武家と医者のような老人が立っているのであわててぴょこんと頭を下げた。
　「こりゃあ珍しい。狸穴まみあなの老先生じゃござんせんか」
　思いもかけぬ人物が目の前に現れたので番屋の爺さんはもう一度腰を低くして、そそくさとお茶の用意をしだした。源右衛門はこの辺りでは下谷しもがや清玄の大切な友人ということで知られていた。それが将軍様直々じきじきのお声掛かりの人物だということがだんだん知れてくるにつれ、もう恐れ多くて、本来ならば口もきけないお方なのだということが分かってきたのである。ところが、堅苦しいことの大嫌いな源右衛門の性分が本所深川の気っ風ぷにあったのだろう、いまではすっかり気に入られて土地ところでは有名人であった。
　「この人かい」
　小太郎が源七の顔を見る。　
　「へい。徳三さんというお人で」
　そう頷いた源七は、今度は徳三に噛んで含めるようにゆっくりと話し出した。
　「徳三さん。たびたびすまねえが、先ほどわっちにしてくれた話をもう一度この先生方にしてくださらないかえ。なにしろ、この辺あたりじゃあ、お前さんしかその婆さんを間近で見たっていう人はいねえようだし…」
　徳三は脅おびえた顔で、はい、と消え入るように返事をした。
　「三日ほど前のことでございました…」
　
　この二月の始めごろから、
　「のりやぁ、ひめのり」
　と呼び歩く一人の婆さんが本所界隈かいわいで目につくようになった、という。
　そもそも〔糊のり売り〕という仕事は、たいていが裏長屋にすむ老婆の内職で、わずかな価を得ては孫に飴玉あめだまの一つでも買ってあげようかというほどの利の薄い商いである。
　だから頭に手拭てぬぐいをかぶって、寒い冬には綿入れ半纏はんてんに使い古しの布を襟えり巻き代わりぐるぐると首に巻き、また暑い夏には古着を尻しりっ端折ぱしょりに脛すねをだし、糊の入った岡持桶おかもちおけを小脇にかかえて、
　「のりやぁ、ひめのり」
　と、のんびりした売り声で見知った町内をとぼとぼと歩き回ると、町内に住む者も、長屋の住人という親近感からか無視するわけにもいかず、つきあい程度にちょいとばかし糊を買ってやる。
 ところが、この頃売り歩いているというこの婆さんは昼には姿を現さず、黄昏たそがれ時のいわゆる
〔逢魔おうまが時〕
　の刻限になると、どこからともなく姿をあらわすというのだ。
　長屋の誰に聞いても、見たこともない婆さんで、うっかりと口でもきこうものなら、軽くて三日は寝込み、重い者は死んでさえしまうと戦々兢々せんせんきょうきょうするばかりであった。そうかといって、その婆さんがなにか特別なことをするというわけでもない。ただすれ違うだけなのだ。それもすれちがった者が全員そうなるというのでもないらしく、呪われるのはどうやら婆さんと眼をあわせたり口をきいたりする者だけに限られていた。
　そんな噂が尾鰭おひれをつけて広がったのだろう、暮六つの〔逢魔ヶ時〕を過ぎた頃にはもう往来には人っ子一人いなくなってしまうのであった。
　
　「…わたくしは小間物こまもの屋をあきなっております。ご存知でもございましょうが、引き出しのたくさんついた細長い箱を紺の大風呂敷に包んで背負い、普段ならば、お屋敷町を流すのでございますが、三日前はお出入り先の上総かずさ屋さんに伺ったのでございました」
　「小間物といえば、あれじゃな。櫛くしとか、笄こうがい、簪かんざし、紅べに白粉おしろいのたぐいじゃな」
　と源右衛門が口をはさんだ。徳三は緊張した顔にも愛想笑いを浮かべて
　「さようでございます。そのほかにも、元結もとゆい、丈長たけなが、紙入れ、煙草たばこ入れ、革財布かわさいふなども扱っております。そういうものを引き出しの中に入れて歩いております」
　と答える。源七が
　「お出入り先の上総かずさ屋ってのは、たしか三笠町の一丁目だったな」
　と確かめると徳三は黙って頷いた。とたんに、小太郎が目を見開いて
　「待った待った。三笠町といえばおいらのところと目と鼻の先だぜ。そこで婆さんに出会ったと言うのかい」
　「違ちげえねえ。小太郎さんのお長屋は吉田町だからすぐ近くですぜ」
　小太郎は、手を振りながら
　「親分、からかうのはやめてくれ。あんなボロ長屋をお長屋呼ばわりされちゃあ、かなわねえ」
　「それで、徳三さんとやら、その婆さんに出会った場所はどこだえ」
　と源右衛門。とたんに徳三は
　「はい。上総屋さんでの話が長引きまして、気がついたときにはもう暮の六つをとうに過ぎておりました。それであわてて南割下水みなみわりげすいから北中之橋きたなかのはしまででて横川よこかわ沿いに入江町のほうに向かったのでございます。すると――」
　「…いたのかえ、婆々ばばあが」
　源右衛門の言葉に徳三は色を失い、体を小刻みに震わせながら頷いた。
　「そいつはどんな格好だった」
　小太郎が性急に尋ねる。
　「は、はい。橋を左に見て長崎町にかかるところに…暗くなりかけておりまして、よくは分りかねますが、黄色がかった白い髪を手巾てぬぐいにつつんで…しっかりと結んでいたようでした。筒袖つつそでのような、袂たもとのせまい袷あわせの上に手織り縞しまの袖そでなし半纏はんてん、片かた褄つまを端折はしょって藁わら草履ぞうりを履はいていたように思います。その草履ぞうりの音が今でもぴしゃぴしゃと耳に残っております」
　徳三は思い出すのも気味悪いというように顔を顰しかめた。
　「徳三さん。そいつの人相はどうだった」
　源七の問いに徳三は唇を震わせながら
　「冗談ではございません。とても顔を見るなんて…」
　と着ている棒縞ぼうじまの小袖こそでの襟えりをせばめた。
　「しかし妙じゃねえか。噂によればその婆さんに出会った者はみな重い病にかかるというぜ。ははあ、さてはお前さん、何かありがたいお呪文まじないでもご存知のようだな」
　と横から嬉しそうに茶々を入れる源右衛門に、徳三は手を慌てて横に振った。
　「は、はい。このように命があったというのも日頃信心をしている明神みょうじん様のお加護かごとしか思えませぬ」
　「なんだえ…つまり、それじゃ猫の祟たたりはなかったというわけか」
　源右衛門はがっかりしたのか、不満そうに口をへの字にした。
　「ご冗談で。幸いに祟たたりはございませんでしたが、あれは実にひどいそうで…」
　「知っているのか」
　小太郎が勢い込んで聞いた。徳三はへぇと頷き
　「はい。なんでも逆毛さかげを立てた猫のように、四つん這ばいになって動き回るとかいう話だそうでございますね」
　とだけ答えた。
　結局、徳三からはこれ以上のことを聞き出すのは無理のようだった。
　「先生がた、もうよろしいんで？」
　源七の言葉に源右衛門と小太郎はとりあえず頷いた。納得した源七は、
　「徳三さん、ご苦労だったな。この時分なら糊売りの婆さんに出会うこともねえだろうから、今日はこれで帰っていいぜ」
　と優しくねぎらって徳三を送り出した。
　通りに消えていく徳三を心配げに見送っていた源七だったが、今度は妙に落ち着かない態度で
　「――老先生、それに小太郎さん。実はもう一ついやな話がありましてね…」
　「おいおい。これ以上まだおかしなことが起きているとでも言うんじゃないだろうな」
　小太郎が源右衛門の顔を心配そうに覗く。ところが源七は髷節まげぶしに手をあてながら
　「その通りで…。猫婆のついでにどうしても小太郎さんの手をお借りしなくちゃできねえことがありましてね」
　といやに神妙な顔だ。
　「うむ。するってえと猫婆よりもおおごとな出来事なんだな」
　源右衛門の目が急にわくわくと源七を覗く。源七があわてて手を振る。
　「いえ、老先生がお楽しみになるような事件じゃござんせん――辻斬つじぎりなんでさあ」
　なあんだ、人殺しかい、とがっかりした源右衛門がふて腐れて、ふんとそっぽを向いた。
　「人間のことなんざあ面白くもねえや。辻斬だったら、コタ、お前の出番だぜ」
　はい、と小太郎が返辞をして
　「親分。くわしく教えてくれ」
　源七の話では、辻斬は去年の秋からだという。初めのうちは両国橋の向こう側、馬喰町から広小路にかけて起きていたそうだ。
　「殺されたのは柳原の夜鷹や岡場所の女、乞食に大道芸人といった、いわばその日暮らしの弱い奴らばかりで。それだけでも腹が立つんですが、なにしろあの辺りは〔弁天の吉蔵〕の縄張りでしてね、頼みもねえのにこちらから出っ張るわけにもいきませんや。ところが両国橋をこちらにわたったとなれば話は別でさあ」
　 ｢するとこの辺りでも辻斬が｣
　「昨夜、一ッ目之橋の袂たもとでやられやした」
　「親分。やられたのはどこのどいつだ」
　そっぽを向いていた源右衛門がふいに口をはさむ。打てば響くように源七が答える。
　「へい。いつもならば緑町の、陽当たりのいい道端で茣蓙ござをひいて客を待っている放斎ほうさいという年老いた易者でして」
　「易者だと？」
　ふふんと鼻で笑った源右衛門。
　「とんと馬鹿な野郎だ。てめえの身の上にでた剣難の相がわからなかったとみえるわ」
　そんな皮肉などお構いなしに源七は話をすすめる。
　「いつもなら日が落ちたらさっさと茣蓙ござを巻いて店を閉じるんですが、なんだか昨日は遅くなったらしく、帰りに一杯引っかけたのが運の尽きでさあ。それでますます遅くなってしまい、尾上町にある長屋に帰ろうと居酒屋をでたのが五つすぎだとまではわかったんですがね…ふらふらと一ッ目之橋の袂たもとを過ぎた辺あたりでばっさりとやられたらしいんで」
　「すると親分、放斎の通夜は今夜になるな」
　小太郎の言葉に源七がへいと頷く。
　「今から家まで行こう。どのくらいの腕のやつかを確かめたいのだ。斬られた痕あとを見せてくれれば助かるが――」
　「へい。ご検屍けんしも終わってるはずですから…老先生もご一緒でござんすか」
　おいおい、コタ、おいらは…と源右衛門がびっくりした顔をしたときには小太郎がもう
　 ｢あたりまえだ。先生は医者だ。ご一緒されるに決まっている｣
　と言ったあとだった。源右衛門はやれやれという顔で
　「しようがねえか。まさか猫婆のまえに人殺しを捕まえる羽目になろうとはな…」
　 とぼやいた。
　殺された放斎の家は尾上町とはいっても、向こう両国橋と呼ばれる大通りを横に入った露地裏、川縁かわぶち沿いにあるじめじめした長屋の奥にあった。
　木戸から源七が覗くと露地では、ちょうど長屋の連中が総出で香華やら提灯やらを用意し、てんてこ舞いで通夜の準備をしている最中だった。
　「ちょいと見てきましょう」
　と、木戸を入りかけた源七に家の蔭から声がとんだ。
　「おい。源七じゃねえか。さてはもう目星がついたか」
　「あ、旦那――」
　そこにいたのは巻羽織に黄八丈きはちじょう、稲田誠太郎という四十になるかならぬかの八丁堀同心である。
　「旦那も通夜に」
　「うむ。定廻じょうまわりとして、ほれ、放斎にはいろいろとな…」
　定廻り同心は普段からさまざまな連中と顔つなぎをしておかねばならない。それがいざ捕物という時にどれほど役に立つか、江戸八百八町を足だけで追いつめる八丁堀の人間には痛いほどわかっていた。
　そういうことでは易者の放斎はうってつけの情報源だったわけだ。だから同心の稲田誠太郎が通夜に顔を出すのもそれほど不思議ではない。
　源七を呼び止めた稲田は後ろに続く源右衛門と小太郎に気づいて
　「おやまあ、なんです。こんなところに佃先生と小太郎さんまで…まさか、放斎と縁続きというんじゃないでしょうな」
　とびっくりした顔で尋ねる。八丁堀の子弟の中には清玄の玄心館に来ている者も多く、そのせいで小太郎と源右衛門を知らない者はいない。
　「相手が辻斬ですからね。あっしが小太郎さんに手助けをお願いしたんでさあ」
　と源七が得意そうに鼻をうごめかすのを、あばた面の誠太郎も相好を崩さんばかりになって
　「そいつは大助かりだ。どうにも相手は使い手らしいからな。小太郎さんがいれば鬼に金棒だ」
　とすなおに喜んだ。誠太郎はご多分に漏れず小さいときに天然痘を患い九死に一生を得たのだが、そのせいであばた面が残ったという。しかし天性の楽天家であり、しかも温厚で実直な性格のため町の者からは〔あばたの旦那〕とむしろ評判がいい。
　それでは、と今度は誠太郎が率先して放齋の家まで案内した。
　湯灌ゆかんをすませた放斎の遺骸は、奥の六畳に移され、粗末な布団の中で白帷子しろかたびらに着替えさせられて横になっていた。傍かたわらに女がひとり――粋な髪型に黒縮緬くろちりめんの羽織、藍地に縞の小袖、繻子しゅすの帯という姿で、暗くなりかけた部屋に白い顔をぼうっとさせ、ぽつねんと座っている。
　どうみても堅気の娘とは思えない。
　親分、と小太郎が目で尋ねる。
　「あの色っぽい女はだれだ」
　「へい。あんな格好をしておりますが、放斎の一人娘でお喜代といいます」
　「左褄ひだりづまだな…」
　「深川では喜代治きよじという名で…。売れっ子の羽織芸者ですぜ」
　京の舞子や芸妓が白粉で顔を隠し金襴きんらんの振袖で身を飾るのに対して、粋いきでお侠きゃんを売り物にする深川芸者は黒い縮緬ちりめんの羽織を身にまとい素足のまま座敷に出るのを身上しんじょうとしている。
　小太郎がそのまま家にはいると突然現れた人影にびっくりしたお喜代があわてて奥から出てきた。早速はやばやとやって来た通夜の客と間違えたのだろう、上がり框かまちのところで両手をつくと深々と頭を下げた。
　「放斎どのはまことに気の毒なことだったな」
　見知らぬ武家の言葉にはっとしたお喜代は、涙ぐんだまま、
　「親分さん。このお侍さまはどなたさまでございましょうか」
　と源七の顔を見た。すぐに源七が髷節まげぶしに手をあてて
　「そういやあ喜代治…いや、お喜代さんは小太郎さんや佃先生をあまり知らなかったな。なにしろあんたは小さいときから深川に行ってたからなあ」
　そう言って小太郎と源右衛門の二人を紹介した。お喜代は二人が八丁堀の同心と知り合いでしかも玄心館存じ寄りの者だと知るとほっとした表情に変わったが、それでも
　「これは旦那がた、喜代治でございます。いったいどのようなご用でござんしょう」
　とつい深川芸者の気っ風ぷがでてしまう。
　「山川小太郎と申す。ちと気になることがあるゆえ放斎どのの斬られた痕あとを見せてくださらぬか」
　無骨な小太郎の言葉にかぶせながら源七がお喜代をなだめるように　
　「すまねえな。八丁堀の旦那が一応はお調べになったんだが、何と言ってもこちらの小太郎さんは剣術やっとうの達人だ。放斎さんを殺した辻斬がどんな手合いかを調べるにはそいつの斬りかたを見るのが一番だとおっしゃる。捕まえるのに是非にも知りてえことがおありだそうな」
　源七の言葉に、あい、とお喜代は立ち上がると早速に小太郎たちを枕元に案内した。遺体に小さく合掌したあとお喜代が放斎の顔を覆っている白布と掛布団をそっとはずした。土気色つちけいろにかわった放斎が経帷子きょうかたびらのまま臥している。
　「ご覧になりますかい」
　同じように合掌をすませた源七と誠太郎が放斎の身体を少し持ち上げ、帷子かたびらをずらしてざっくりと斬られた左肩をだした。それを見た小太郎が思わず唸うなる。
　「むむ。こいつは凄まじい斬りようだ。腕はひどいがよほどの名刀を使ったと見える。いや、むしろ刀が勝手に斬ったといったほうがぴったりだ」
　それから三人がかりでもう一度放齋の装束を整えると今度はしんみりと手を合わせた。
　「コタ。刀がいいなんて、どうやってわかるんだえ」
　眉をしかめて黙って見ていた好奇心の強い源右衛門が我慢できなくなってそっと訊いた。小太郎はすらすらと
　「腕がもう少しよければ放斎どのの首と胴は二つになってますよ。だがこの傷は、鎖骨で止まっています。この斬り方ではおそらく刀には刃こぼれが生じているはず。腕はだめですが、よほどの名刀…おそらくは新刀の試し切りに使われたのではないでしょうか」
　と答えた。聞いていた同心の誠太郎が
　「さすがですな、小太郎さん。実はそれがしもそう思っていたんですが、どうにも自信が無くて」
　とわが意を得たりとばかりに何度も首を縦にした。
　「それじゃあ小太郎さん、刃こぼれがあるとすれば、刀屋へ直しに行きますね」
　勇み立つ源七に小太郎は黙って頷く。四人のやりとりを遠い出来事のように聞いていたお喜代だったが、はっとわれに返ると、急に
　「ひどい。…そんなことで殺されるなんて――」
　と絞り出すような声で叫んだ。それから、やにわに両の手をつくと、小太郎に向かい、
　「若先生。お願いでございます。早くおとっつあんを殺した下手人を捕まえてくださいな」
　言うがはやいか、声をあげて泣き伏した。
　（許せねえ。罪もねえ人を悲しませるために剣を使わせてたまるか）
　両の手を固く握りしめたまま、小太郎はぎゅっと唇を噛みしめた。
　
　「コタ。どうにも面白くねえ…」
　長屋の木戸で稲田たちと別れたあと、源右衛門がぶつぶつとぼやく。
　「まったくです。新刀の試し切りに人を斬るなんて…」
　小太郎も憤慨している。源右衛門は手を振って
　「…辻斬なんざ、源七がすぐに捕まえるさ」
　「はあ。やはりどこかの大名か旗本ですかねえ…」
　「馬鹿あ言うな。今どきの大名や旗本にそれだけの骨のある奴がいると思うか」
　「では先生は何が面白くないと…」
　「徳三だ。あいつ、猫婆に出会ったのに何も起きてない」
　「ははあ。それでは先生はあの男が猫みたく這はいつくばっているとお思いでしたか」
　小太郎はにやにやと聞き返す。ところが源右衛門はいたって真面目な顔で
　「いや、そうじゃねえ。おいらのverstandフェルスタンドが承知しねえんだ」
　「verstandフェルスタンド――〈道理〉というのでしょうか」
　「道理…じゃぴんとこねえな。こいつはな、魂の奥にあってな、物事の真偽や善悪を判断するような、そういう言葉なんだ。道理だと、自分の外にあるようでいけねえよ」
　うーんと小太郎が腕を組んで、ふと何を思ったのか、
　「先生。それはもしかしたら〈正気〉ということではないでしょうか」
　と言った。源右衛門も思わず手を打って
　「ちげえねえ。その〈正気〉だ――源七は辻斬探しでどこかに行っちまったが、おいらはな、やはりてめえの目でその婆さんを見ない限りはどうにも信用できねえんだよ。おめえはどうだ？」
　「そうなると、私も瘧おこりにかかって逆毛さかげだった猫の真似まねをする先生の姿を一目ひとめ見とうございます」
　しゃあしゃあとした顔の小太郎に源右衛門は笑って
　「こいつめ。それじゃあ猫に化ける前にまずは腹ごしらえだ」
　二人はちょうど目の前にあらわれた小さな鯰なまず屋に入った。
　腰高障子こしだかしょうじに鯰なまずの寝ている姿が描かいてあり、上から左右に丸く広がった鯰のひげの間に〔御おんなまず料理〕と絵のような文字が踊っている。ちょっとばかし気取った構えの店だ。
　「ちょいと話をしたいんだがな…」
　出てきた店の女の襟元に一朱銀をさりげなく入れた源右衛門に、女はにっこり微笑ほほえみ
　「ただいまお二階にご案内いたします」
　と、先に立って階段をのぼった。二人の見ている前でさっさと座を拵こしらえ、消えかかっていた火鉢に炭を継いで暖かくする。それがおわると
　「すぐにお酒をお持ちいたします」
　と源右衛門に両手をついた。
　「ああ、たのむ」
　「鯰なまずはすっぽん煮でございますか」
　と、尋ねた。さっそく火鉢に手をかざしていた源右衛門が独り言のように
　「いや、この頃は猫婆ってのが出るそうじゃねえか。そんな時には、酒と生姜しょうがのすっぽん煮は食えねえというぜ。鯰なまずの皮を剥はいで酢味噌和すみそあえにしてくれ。柳川やながわで冷えた躰からだを温めるってのもいいな…そうそう肝心なことを言い忘れた。削身そぎみを天麩羅てんぷらにしてくれないか。これが猫退治のコツだそうな…」
　そう何気なく呟くと、女は思いもかけぬ大きな声で
　「ご隠居様、ただいまのお言葉は本当でございますか。それであの猫婆騒ぎがおさまるんでございますか」
　と眼を瞠みはった。あまりの反応にあわてた源右衛門が
　「何の話だえ。ええ、おいらしらねえよ――だが、鯰なまずはそれでたのむ」
　と横を向く。面白いご隠居様…、と女は笑いながら下におりていったが、すぐに酒を入れた銚釐ちろりとちょっとした肴さかなをもってあらわれた。
　「あいすみません。料理ができあがるまではこれでお楽しみくださいな」
　それからしばらくすると注文どおりの酢味噌和すみそあえと柳川やながわ、天麩羅てんぷらがきた。源右衛門は持っていた盃を下に置き、小太郎も酌をしていた銚釐ちろりを横に、二人してふうふうと柳川を食べ出した。
　「コタ、柳川になるといけるじゃないか」
　源右衛門の目がいたずらっぽく笑う。小太郎は恐縮した態ていで、はっ、と軽く頭を下げる。小太郎はそれほどいける口ではない。
　「ぼちぼち暗くなってきたぜ。猫婆か辻斬か、どちらかがお出ましになってもいい時分だ」
　源右衛門がそう言いながら、畳近くの櫺子れんじ窓からそれとなく外に目をやった。源右衛門の口元がにやっとほころぶ。悪戯いたずらっぽい目つきで
　「おい、ちょいと下をごらんよ。この隙間すきまから見えるだろう」
　はあ…。小太郎も何気なく眼を下に送る。露地の行き止まりで二人の男女が寄り添いながら何か話しこんでいる。
　「せ、先生…男は徳三じゃありませんか」
　しーっ、黙って見てな。いい光景じゃねえか…。はあ。小太郎は息を殺して上から路みちの二人を見続けた。露地は袋小路になっているらしく、奥の方はもう暗くなっていてはっきりとは見えない。暗闇の中から、うふふふ…と楽しげな、噛みころした笑いが微かに聞こえてくるようだ。男の影が急に女の腰を抱きしめた。待っていたかのように女が背を向き、どうやら両手を塀にあてふんばっているようだ。女の裾すそを巻き上げた男はその体を庇かばうようにして抱くと暗闇の中で腰をうねらせ、二つの黒い影はそれからは一体になって動き出した。
　「先生、あれは――」
　面食らった小太郎が思わず源右衛門を振り返る。
　「ばか。大きな声を出すんじゃねえ。こういうことは馬も人も変わるもんじゃねえ。お天道様てんとさまがお造りになったものはそうできてるんだよ。どうだい、徳三がいい女としっぽりと…いいじゃねえか。あいつは命拾いしたかいがあったってもんだ。それにしてもいい女らしいぜ。ここからじゃあはっきりとは見えねえが、色白で、きりりとして気が強そうで…やはりああいう女は床とこも巧うまいらしいや」
　「…はあ、そういうものでしょうか」
　小太郎は顔を赤らめた。とたんに源右衛門の眼がきらりと光る。
　「おめえ、まさかこう思っているんじゃねえだろうな――剣にも学問にも女は不要だ、と」
　「い、いえ…さようなことは」
　と、小太郎が慌てる。源右衛門は急にわははと笑った。
　それから
　「おいらなんざあ馬の交合まぐあいをしょっちゅう見て育ったからな。若いうちはそれこそ目を背けたくもなったが馬は真剣だったぜ。その真剣なまぐあいを見ているうちに人間に欠けているのはこれだとわかったのさ。人も馬も同じ生き物だ。真剣に生きた者だけが死ぬ前に幸せだったと述懐じゅっかいできる。何かを嫌ったり、目を逸そらしたりすればそれだけで人間に翳かげりが出来らあ。お前が女を可愛いものだと心底感じた時こそおいらが教えている学問が出来上がった頃だろうよ」
　と遠くを見つめるような眼でしみじみ語った。
　「はっ。肝に銘じておきます」
　小太郎はいつの間にか両膝を合わせ、源右衛門の語る言葉の一つ一つを忘れまいと身体中で聞いている。源右衛門の漏らす何気ない言葉が、じつは学問をやる上での貴重な教えであることを小太郎は知っていた。先生は目の前で睦み合う男女に喩えて学問の妙理を教えておられるのだと感じた。蘭学を修めようとする者は、まず蘭書を交合したくなるほど好きにならなければいけないのだ。小太郎は「色ヲ好ムガ如シ」と『論語』にあったことを思いだしていた。
　「…それにしてもぼちぼち刻限だぜ」
　ぼそっと源右衛門が呟く。いつのまにかすっかり暗くなっている。源右衛門は徳三たちのことなどすっかり忘れたかのようにのんびりと立ち上がった。
　「猫は参りますでしょうか」
　小太郎も刀を手に持った。
　「さあてどうかな…だが犬も歩けば棒にあたるって言うからな。これから馬と鹿が歩いて猫に出会ってもおかしくはねえな」
　聞いていた小太郎が半畳はんじょうを入れる。
　「先生は馬医者ですから馬は分りますが、どうして私が鹿になりますか」
　老人は泰然として答えた。
　「鹿ってのはな、コタ、昔っから帝王の位を言うんだぜ。いわば立派な人間のことよ。おめえは俺よりも優れた弟子だから鹿よ。俺は愚かだから馬だわさ」
　小太郎はじいんと熱くなって涙が出そうになった。と、源右衛門が悪戯いたずらっぽくにやりと、さらに言葉を続けたのだった。
　「それに馬の次に来るのは鹿に決まってらぁね。そうしねえと二人揃った時に〔馬鹿〕にはならねえ。馬鹿も大馬鹿、二人とも折り紙付きの蘭学馬鹿じゃねえか」
　二人は顔を見合わせ大笑いをした。
　
　たしかに暮六つを過ぎると人通りが途切れて、あたり一面まるで火の消えたような寂しさだ。
　閉めきった大戸の隙間すきまから漏れる明かりだけが地面に弱々しい線を照らしだしている。時折り、鋭い音を立てて風が夜の甍いらかを吹き抜けると、しまい忘れた水桶が、からからから…と激しい音を立てて転がった。その音に驚いた野良犬の吠え声が別の呼び声を誘い、あちこちで犬の遠吠えだけが夜の静寂しじまに響きわたる。
　その時、表通りのずっとかなたの暗闇の奥から、ぴしゃ、ぴしゃ…、と濡れ落ち葉を叩くような藁草履わらぞうりの音が近づいて来た。
　「おい、どうやら来たらしいぜ」
　露地に続く商家の板壁に身を寄せていた源右衛門が小太郎の耳元でささやく。同じような姿勢の小太郎が腰の刀に手をかけた。
　「コタ、斬ったらおしめえだ。斬るなよ」
　「分っております、先生」
　「それからな、蘭書に書いてあったが、西洋には催眠術ってのがあるそうだ。こいつが人の心を自由に操れる術なんだとさ」
　「それではあの婆々ばばあは…」
　「さて、それはどうかな。だが自然に使えるようになったのかも知れぬて。ともかく眼を見るな、心を無心にしてとっ捕まえるのだ」
　ぴしゃ、ぴしゃ…。
　草履ぞうりの音が闇の中をだんだんこちらに近づいてくる。小太郎はすっと腰を落とした。やがて暗がりの中にぼんやりと老婆の白い姿が浮かんできた。
　「のりやぁ、ひめのり――」
　風に乗って、皺しわ枯がれ声が不気味に流れてくる。
　いまだ、と小太郎が飛び出そうとした刹那せつな。
　源右衛門が肘ひじで脇をちょんとついた。
　「あわてるな。あの婆さんにはお供がついてるぜ」
　「えっ？」
　小太郎が目を凝こらして通りを見ると、糊のり売り婆さんの後ろから黒い影が二つ、身を隠すように尾つけて来ている。
　「先生。武士のようです」
　「そうらしいな。奴らと違うのがもう一人いるが…わかるかえ」
　「はい。婆さんの斜め前の露地の入り口のところです。闇に隠れていますが、女の――」
　小太郎がまだ言い終わらないうちに、後ろから尾つけて来た武士が突然、抜刀して婆さんに襲い掛かってきた。同時に小太郎も婆さんのほうに走りだした。
　前にいた武士が激しく斬りつけてきた太刀を小太郎はすばやく払った。返す刀ですかさず相手の腕を傷つけた。
　むう…。
　低い呻き声が聞こえた。傍にいたもう一方が短く叫んだ。
　「退ひけ」
　言われるままに、やられた武士は痺しびれる手を庇かばいながら、身を退ひいて逃げ出した。
　小太郎があわてて振り向いた時には、もう婆さんの姿はなかった。
　「先生、婆さんは…」
　のこのことやって来た源右衛門に小太郎が慌てて聞いた。
　「ふん。猫みてえに闇に消えちまったよ」
　と源右衛門は路地の入口に眼を送った。
　「あそこに立っていた女がどこかにつれて行ったようだぜ」
　「それでは今夜は無駄骨でしたか…」
　溜息をつく小太郎に、老人は気楽に言った。
　「食後の腹ごなしだと思えばどうってことはねえさ。ところで、コタ。まさかあいつらが辻斬ってわけじゃあねえだろうな」
「まさか…あの連中が辻斬だったら放斎の身体があれですむわけがありません。恐ろしいほどの太刀たちさばきでしたから」
　「そうだろうな。おれもそう思うぜ…さてと、おめえはこれからどうするえ」
　小太郎は憮然ぶぜんとして答えた。
　「このままではどうせ寝られませぬ。徹夜で写本でもしなければやりきれません」
　そうかえ。源右衛門は声を出さずに笑った。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（二）
　それから数日後。
　七ッ下がり(午後四時過ぎ)に、源七が狸穴まみあなの佃つくだ源右衛門を訪ねてきた。
　「いえね、こちらに廻れば小太郎さんがお見えかと思いましてね」
　源七が髷節に手をやる。
　「道場にはいなかったというわけだな」
　源右衛門は怪訝けげんそうな目つきで源七をじろりと見た。鋭い目つきだ。
　「へえ。ちょいとお知らせしたいことがございましてね」
　源七はまた何か言われやしないかと冷や汗まじりに答える。その時には源右衛門はもういつもの優しい目つきに変わっていた。
　「わざわざ唐辛子の親分が来るところを見ると、猫婆の件だな」
　とつぶやくと、奥に向かって、親分がお見えだ、唐辛子とうがらしには合わねえかもしれないが甘酒でもお出ししな、とよく徹とおる声で命じた。
　「あ、いえ、老先生。お気持ちだけで十分でござんす」
　源七はあわてて手を振る。源右衛門は
　「遠慮はいらん。なあに、お互いお化け退治の同志ではないか」
　と破顔一笑。妻女ふじんのおりくが盆の上に甘酒の入った碗を載せて運んできた。源七が、恐れ入りやすと口にした時、雑木林の向こうからぶらぶら歩いてくる小太郎の姿が目に入った。
　「おっと、親分。どうやらコタのやつ、何かを掴つかんできたらしいぜ」
　ふふふと含み笑いをした源右衛門が得意そうに源七に言う。
　「へえっ。お姿を見ただけでお分かりになるんで」
　今度は源七がびっくりした眼で老人を見た。
　「なあに、長なげえこと馬の姿を見てきたおれだ。馬にくらべりやぁ、人間なんて楽なものよ。コタがああやってぶらぶら歩く時には、逸はやる気持ちを無理にも抑えようとする時よ。あいつの本音は羽根があったら飛んで来たいくらいだろうに…。あ、ほれ、言わんこっちゃねえ。とうとう走り出したぞ」
　と今度は声をあげてひとりで笑った。
　「――先生。わかりました」
　途中から駆けてやって来た小太郎は、源右衛門の顔を見て嬉しそうに笑った。それから
　「おう、源七親分も来ていたのかい」
　と源七に声をかけた。源七はへぇと頭を下げる。
　「その顔では、昨夜の武士さむれえたちの居所だな」
　と源右衛門がずばりと言う。小太郎は驚きもせず
　「はい。どうやら西国の、どうも九州の藩らしいです」
　「ほう。九州…どうやってわかったんだえ？」
　源右衛門の問いかけに、小太郎は意気込んで話しだした。
　「はあ。先日襲われた時、剣の動きに見慣れぬ動きがありまして、下谷しもがや先生にお伺いしたところ、演やってみろといわれ、私が覚えている限りのかれらの動きを演じました」
　どうも、日頃ひごろ見聞きする流派の動きではないな、と下谷しもがや先生も腕を組まれ、しばらく瞑目されておりましたが、もしかしたら…と、私を連れてすぐ近くの真帆斎しんぱんさい先生の道場に行かれました。
　〔真帆斎しんぱんさい〕こと団野源之進は直心影流十二世で、下谷清玄とは直心影流の兄弟弟子である。
　その生き方は対照的で、人格すぐれ剣聖と仰がれた真帆斎しんぱんさいは弟子の育成にも熱心で、のちに男谷おたに精一郎という俊逸を育て上げた。この男谷がさらに島田虎之助という当代きっての剣客を育て、その島田が海舟、勝麟太郎を鍛えていく。曾孫ひまご弟子の勝海舟が混乱の幕末に江戸城無血開城の偉業を成し遂げ、明治維新への道を開いたことはあまりにも有名な話であるが、それはずっと後のことである。
　これに対し下谷清玄は朴訥剛毅ぼくとつごうき。剣をもって世に出ようなどという気は露ほどもなかった。
　本所亀沢町内に直心影道場が二つ、真帆斎しんぱんさいの道場は大きく清玄のはごく小さかった。それが目と鼻の先にあるというのも妙な話だが、仲のよい真帆斎しんぱんさいと清玄である、そんなことを気にする様子など二人ともさらさらない。そのせいだろう、それぞれの弟子たちもお互いに気兼ねすることなく時々道場を換えては腕を試したりしている。どちらが強いかなどという馬鹿なことで張り合ったりせずに、直心影流という一つの道場が二つの建物をもっていると思っているようだ。　
　「ふむ、それで何がわかったんだえ。剣家の話は勿体もったいぶるばかりでさっぱりわからねえが…」
　と源右衛門は小太郎のまだるっこしい話ぶりに苛々いらいらしだしたようだ。小太郎はそんなことにはまるで無頓着に語り続ける。
　「はい。その時、真帆斎しんぱんさい先生の道場に男谷精一郎先生がちょうどお見えになりました。男谷先生の話によれば、それはどうやら泰斗たいと流のようだと――」
　男谷精一郎はこの時書院番しょいんばん勤めであり、真帆斎しんぱんさい没後にその道場を引き継ぐのはこの十数年後のことである。
　「泰斗流？」
　源右衛門が眉根を寄せる。
　「はい。西国の、それも九州のごく限られた地域に発達した流派らしく、全てが秘密になっているらしいのです」
　なるほど…、と源右衛門は初めて納得した。それであの晩の武士を西国の者だと判断したわけか。それから思い出したように
　「コタ。この親分もおめえに何か話があるそうだぜ」
　今度は源右衛門に促されて、源七が心得た顔で語り始めた。
　「実はおかしな話を聞きだしてきましてね」
　「妙な話だと…」
　「なんでも七日も前の昼過ぎだそうです。浅草馬道あさくさうまみちに和泉屋いずみやという塗物ぬりもの問屋がありますが、そこにお鉄という下働きの女がおります。そのお鉄が裏口から近所に使いに出ようとして戸を開けたとたん、すぐに真っ青な顔で戻ってきて、そのまま自分の三畳の部屋に入ると、ぶるぶる震えだしたというんです。何だか変だと言うので番頭や小僧が裏口に出てみると、影の薄い小汚こぎたない糊のり売りの婆さんが突っ立っているというじゃありませんか。例の噂もあり、さすがにぎょっとしたそうですが、こちらは人も多いし、それに真っ昼間ですから、大きな声で怒鳴りつけたというんです。するとその婆さんは、悲しげな顔でじっとこちらを見たかと思うと、そのまま素直にどこかに消えてしまったという。ところがその晩から、番頭、小僧と次々に瘧おこりが始まり、挙句あげくの果ては逆毛さかげを立てる猫のように暴れまわったというじゃありませんか」
　「ちょっと待ちな、唐辛子の」
　と源右衛門が口をはさんだ。
　「おかしいじゃねえか。そのお鉄という女には別条がなかったのかえ。真っ先に出会ったそいつに瘧おこりがなくちゃいけねえんじゃないのかえ」
　「どうもそうらしいんでさあ。お鉄にはなにもなかったそうで。まあ、運がよかったんだろうと店の者もいちおうは納得してましたがね」
　と同じ思いだったのだろう、源七もやはり首をかしげた。
　「源七親分はその女を知っているのか」
　と小太郎が尋ねた。
　「会ったことはありませんがね。聞いた話では年は十九か二十、下働きには勿体もったいねえような器量きりょうもちだそうですぜ」
　ふうむと小太郎が思案する。源七は話を続けた。
　「ところがこれもまた奇妙な話になるんですがね。そいつを和泉屋に世話したのが、先だって話を聞いてもらった小間物こまもの屋の徳三でさあ」
　「なに？」
　小太郎の目が光る。
　「その女と徳三はどういう関わりがあるんだ」
　「徳三は旅商人たびあきんどでして――この数年、遠方に商いに出かけた時に連れ帰ってきたそうですぜ」
　「そいつは西国、もしかしたら九州の方へ行ったんじゃねえのかい」
　と源右衛門が口をはさむ。
　「大当たりでさあ。確かにそちらの方だと聞いてきましたぜ」
　源右衛門はくっくっくと笑いを殺して、小太郎に向かって
　「おい、コタ。お前の調べたことと親分の話したことがどうやら結びついたらしいぜ。そうするとこの間、鯰なまず屋で見た女はお鉄ってことになるな。お鉄は九州から徳三と駆け落ちでもしてきたようだな。そうするとあの婆々ばばあ…、こいつは、ちょいと厄介やっかいな話になりそうだ」
　と腕を組む。
　「先生。何がどう厄介やっかいなのか、私にはいまいち分りかねますが…源七、お前はどうだ」
　小太郎が不安そうな眼差しで源七を見つめた。源七も
　「とんでもねえ。小太郎さんがわからないのに、わっちにわかるはずがござんせんよ。かりにお鉄が徳三と駆け落ちした張本ちょうほんだとしても、猫婆とは何のつながりもありませんぜ」
　と首筋に手を当てた。
　「世の中の右も左もわからねえお前らが考えたところで、それこそ下手の考え休むに似たりってやつだ。それよりも、コタ。おめえはこれからすぐに下谷しもがや先生のところに戻るんだ。いいか、その何とかいう剣術の流派、それがどこで出来たのかを詳しく聞いてきな…あ、いや、待て、この匂いは――」
　台所から流れてくる味噌汁の香りに、行きかけようとした小太郎に源右衛門があわてて、
　「コタ、まてまて。あせるんじゃねえ…まず飯だ」
　と呼び止めて、それから源七にも
　「何もねえが、親分も相伴しょうばんしてくれるだろう？近所のお百姓から田螺たにしをもらってな。なあに、うちの婆さんが明日の朝まで我慢できず、夕餉ゆうげだというのに田螺たにしの味噌汁をつくったようだぜ。麦飯むぎめしに田螺汁たにしじるしかないが、腹が減っては戦いくさもできねえ。まあ食ってってくれ」
　そう言うと、もう源右衛門はさっさと奥の方へ歩いていった。小太郎は小鬢こびんを掻かきながら源七をうながす。源七もへへっと眼で答える。
　奥の方から妻女ふじんの明るい声がした。
　「お二人ともこちらへいらしてくださいませ」
　
　朧月夜おぼろづきよの人っ子ひとり通らぬ路をこれ見よがしに歩いているのは野良犬ばかりだ。
　それでも、辻斬が現れようとも猫婆が出ようとも日々の生計たつきのために働かなければならないのがその日暮らしの者である。
　夜にならないと稼ぎにならない二八蕎麦そばの屋台が北森町の通りにぼんやりと明かりをおとしていた。遠くには長桂寺の本堂が濃い鼠色の夜空を背景に黒い塊かたまりとなって聳そびえている。
　「とっつぁん、どうだえ」
　源七が屋台のかげに座りこんでいた蕎麦屋の弥造やぞうじいさんに気軽に声をかけた。突然、頭の上から声をかけられた弥造はどきんとしたが、声の主が源七だとわかると、ほっとした表情でよろよろと立ち上がった。
　「あがったりでさあ、唐辛子の親分さん。放斎さんを殺した辻斬野郞のせいで誰も道を歩かなくなっちまった。おまけに猫婆と来た日にゃ、それこそ猫の子一匹、夜道を歩くものなどいませんや。早くとっつかまえてくだせえよ」
　泣くように頼むじいさんに、源七も髷まげに手を当てながら
　「すまねえなあ。おめえさんがたに苦労かけちまって。お詫びといっちゃあ何だが、一杯いただくぜ。先生方もどうです」
　と源右衛門と小太郎の顔を見た。
　「先生、私もいただきます。小腹が減りました」
　小太郎が笑う。源右衛門も
　「少うし夕餉ゆうげが早かったからな。おいらも一杯貰うぜ」
　ありがとうございます、ありがとうございます、とじいさんは嬉しそうに何度も頭を下げる。
　「いえね、実はちょっと前に子供づれが通ったんですがね。ええ、娘あまっ子とそのお袋らしいんですが…子供が、蕎麦そばを食べたいって駄々だだこねたんでさぁ。すると親のほうが、おっかさんだっていつもなら食べさせてやるんだが、猫婆という怖ろしい妖怪がいつ出るかわからないご時世なんだから今夜は駄目だよ、ってね。そう言ったとたん、駄々こねてた子がぴたっと静かになったじゃありませんか。それからはもう、怖い怖い、と泣き叫ぶ一方で、これには親のほうが仰天したらしく、これそんなに心配するんじゃない、おっかさんが命にかえてもお前を守るから大丈夫だよ、とあわてて慰なぐさめる始末でございますよ。ヘン、慰めて欲しいのは、親分、儲もうけ損そこなったこちとらでさあ」
　へい、おまちどう、と弥造じいさんは久しぶりの客にべらべら喋り続ける。そして源右衛門にまず一杯目を手渡した。
　「本所も大変だな。辻斬は出るわ、猫婆は来るわで…。で、本当はどちらが怖いんだえ」
　と源右衛門がどんぶりを片手に蕎麦屋にたずねる。
　「そりゃあ猫婆でござんしょ。なにしろ猫婆ってのは、鬼よりも怖いらしうござんすよ。どんなに泣いている子供でも、そんなに泣くと猫婆が来るよと言っただけで、本当に泣き止むんですからねえ。それにくらべりゃ、辻斬なんて…どうせどこか旗本の極道息子が人斬りごっこを楽しんでるだけでしょ」
　へい、どうも、と二杯目を小太郎に手渡す。
　「もっとも斬るほうは気楽でも斬られるこちとらはそうはいかねえや。やられた放斎さんはそうとう酔ってたって話ですよ。酔ってなけりゃ逃げ出せばすむことだ。ところが親分、猫婆は違いますぜ。こいつに睨にらまれたら熱は出る、猫みてえに爪を立てて人に襲いかかるとか、随分ひどいそうじゃねえですかい。このあたりでもやられた人が相当いるそうで…ところで親分。ここだけの話ですが猫婆に睨まれても絶対に助かるという方法があるそうですよ、ご存知ですかえ」
　「いや、初耳だぜ」
　「で、げしょう？」
　弥造は得意げに鼻をうごめかす。
　「とっつあん、そいつはどんな方法だね」
　思わず身を乗り出した源七に、弥造もどんぶりを渡す手を止めて
　「こいつが珍しいんで――なんでも鯰なまずを天麩羅てんぷらにして食べればいいそうなんですがね。それが普通の鯰では駄目で、寅とらの方角の場所に、寅の刻こくに捕まえたやつでないと効きめがねえそうで」
　おいおい…と聞いていた源右衛門が思わず小太郎に目配せする。小太郎もにやりと笑う。どうやらあの鰻屋の女が吹聴ふいちょうしたようだの。おからかいになるからですよ。おいらはしらねえよ。
　へい、親分、おまたせいたしやした、と最後の蕎麦そばを源七に手渡した。
　「おやじ、なんだってまた寅とらの方角で寅の時刻なんだえ」
　と源七が左手で丼を受けとり、箸はしを手にしながら弥造じいさんに尋ねる。
　「そりゃあ、親分――」
　と弥造が当然のように答える。
　「だって、猫の親方は寅とらじゃござんせんか」
　思わず源右衛門が食べたばかりの蕎麦そばをぶはっと吹き出した。
　――その時。
　悲鳴が聞こえたのである。
　「親分…」
　「小太郎さん」
　「うむ。六間堀のほうだ」
　小太郎と源七はどんぶりを置くとそのまま声の聞こえた方角に一目散に走りだした。
　「あ…親分。まだお代が――」
　手をあげかけた蕎麦屋に源右衛門が制して
　「あわてるな。代金はおいらが払うよ。どうやら辻斬がでたようだな。そのうち二人して戻ってくるだろうからまた新しいのをつくってやんな。それまではここで待つしかねえ」
　と、どんぶりを返すと懐をもぞもぞとさぐっていたが、ほらよ、と三人分の代金を手渡した。
　「だんな、困りますよ。ちょっと大きすぎまさあ。釣銭がねえんで…」
　蕎麦屋の手には一朱銀が載っている。弱り切った顔の弥造に
　「ばかやろう。そいつが今夜の蕎麦代だ、遠慮なくとっときな。なあに、捕物の若えやつらが戻ってきたらここにある蕎麦を全部たいらげるだろうからさ」
　 小太郎たちが六間堀までくると、闇の中から女が跣足はだしでこちらに走ってきた。それでも着物が乱れぬよう片手で裾すそをしっかりと押さえている。
　「助けて…お助けくださいませ」
　小太郎を見つけた女はあらん限りの声を出して救いを求めた。小太郎はそのまま駆け寄るとすぐに女を背後にかばい、抜き身のまま追いかけてきた頭巾ずきん姿の武士の前に立ちはだかった。武士は急に現れた小太郎にびっくりして一瞬立ち止まったが、斬り合おうともせず、すばやく踵きびすを返してそのまま逃げ去ろうとする。まてっ。そのあとを小太郎が追う。
　「まちやがれっ」
　後ろについていた源七が呼笛よびこを鳴らした。たちまち町のあちこちで呼笛が響き、岡っ引きや鳶とびの連中などが家の蔭やら塀の向こうから次々に姿をあらわしてきた。
　「辻斬野郎だ。そっちのほうだ」
　源七の声に皆がいっせいに走り出した。
　「だ、だんな…」
　遠くで呼笛よびこが鳴りあうのを聞いていた弥造が心配そうに源右衛門を見る。
　「心配するな。呼笛の音は向こうに遠ざかってらあ…あのあたりは武家屋敷ばかりだ。町方は武家屋敷には入れないから、今夜はここまでだな…」
　と源右衛門が独り言のように言ってふと前を見ると、小太郎たちが消えたほうからよろよろと一人の女が現れてきた。その姿にびっくりした弥造が
　「お喜代さんじゃねえか。どうした。まさか…やられなすったか」
　と声をあげるのとお喜代に駆けよるのとが同時だった。お喜代は首を横に振り
　「おじさん、あたいは大丈夫…だけど、あのお侍さんが」
　「コタがどうしたって」
　気色けしき張った源右衛門にお喜代はううんと何度も首をふり、
　「辻斬野郎を追いかけておいでなんですよ。大丈夫でしょうか…」
　それを聞いた源右衛門が思わず、わははと大笑いした。
　「馬鹿ぁ言うんじゃねえ。江戸でコタに勝つ奴がいるとすれば、そいつは男谷精一郎か下谷清玄くらいなものだ」
　この言葉に、お喜代はようやく目の前にいる老人が誰だかわかったようだ。
　「…もし、あなたさまは先日お父っつあんの通夜においでくださった――」
　 源右衛門はゆっくりうなづいた。
　「佃源右衛門つくだげんえもんというお節介な爺じじいじゃよ」
　「では、先ほどあたしをお助けくださったお武家さまは山川小太郎さま…」
　思わず口走るお喜代に
　「なんじゃ…コタのことはよく覚えておるの」
　呆れた顔で源右衛門が言う。いえ、そういうわけでは、とお喜代が赤くなる。
　「もっともコタのやつは野暮じゃからのお。はたしてあいつがあんたを覚えているのか、心配じゃわい」
　と誰に言うともなく話しているうちに、小太郎と源七が息を切らして帰ってきた。
　「逃がしたか」
　源右衛門が声をかけると、まったくあわせる顔がござんせん、と源七が首筋をなでた。小太郎も
　「あやつ足が早く、途中で見失いました…」
　と悔しそうだ。見れば小太郎は手にお喜代が脱ぎ捨てた下駄をもっている。
　「いや。これで辻斬がどういうやつか見当がついたではないか」
　と源右衛門だけは嬉しそうだ。
　「やはりこのあたりのお武家らしゅうござんすね」
　源七がそう言うと、
　「ふむ。どのあたりで姿を消したか…明日にでもゆっくり調べることだな」
　それからそばにいるお喜代に顔を送って
　「ほれ、辻斬が狙ったのはこの別嬪べっぴんさんだよ」
　お喜代が深々と頭を下げて、小太郎に
　「危ないところを誠にありがとうございました」
　と礼を言うと、小太郎はもってきた下駄を差し出しながら
　「いや、とんでもない。ともかく無事でなによりでござる。これはあなたのものでござるな。よろしければお宅までお送り申そう」
　と、いかにもぎこちない。堪りかねた源右衛門が思わず
　「ばかあ。コタ、お前まだこの人が誰だかわからねえのかえ」
　いらいらする源右衛門に、えっと小太郎。しげしげとお喜代を見詰めて
　「もしかすると…放斎どのの娘御…」
　と絶句した。お喜代は可笑おかしそうに口元を抑える。
　「はい。山川さま、喜代でございます」
　と嫣然えんぜんと微笑ほほえんだ。
　「いや、見違えました。先日とはお姿があまりに違うものですから…」
　頭をかきかき小太郎が釈明すると、お喜代はくすっと笑い
　「今日まで喪に服しておりましたので芸者の格好はいたしません。でも、素顔がこんなおへちゃでがっかりなさったでしょうね」
　化粧のないさっぱりした顔に縞の木綿もめんという着物姿は艶あでやかな喜代治とは別人のように見える。
　「…いや。そのう…はあ。いえ、わたしには今の姿のほうが綺麗にみえます」
　照れる小太郎の言葉に、源右衛門は、おや、こいつ…と妙な予感を感じた。
　
　蝋燭ろうそくの炎がじじっと微かな音を立てたかと思うと一瞬ぱっと燃え上がった。
　道場の板の間には四つの影が動かないまま映し出されている。佃源右衛門、山川小太郎、それに源七の四人が道場の主である下谷清玄しもがやせいげんの話に先ほどから耳を傾けているのだ。
　「すでに申し上げたとおり、泰斗流の兵法は陽と陰の二面を備えていると言う点にござる。陽とは、すなわちわれらが剣のごときものとお考え下され。ところが陰の兵法とは、つまりは隠密、忍びの用いる術にて詳細はわかりかね申す」
　「なるほど。それでその流派は西国のどこらあたりで発生したと…」
　源右衛門の言葉に、清玄はむむっと腕を組む。
　「恐らくは中九州――それも肥後辺りではないかと思われます」
　「それでは、あの者たちは肥後藩の家中…」
　と小太郎が呟くと、清玄は
　「いや、なんともいえぬ。そもそも、そのような陰陽のある剣を藩士に教えるものだろうか」
　と頭を振った。
　「下谷しもがや先生。わしにはよく分らんが、そいつは藩士に教ゆるには不味まずい剣法なのかえ」
　と源右衛門が気楽に尋ねる。
　「不味まずいの、不味まずくないのではござらぬ。かの泰斗流は忍びや隠密の術をも含むため、ただ人を殺すことを目的として体系づけられた流派でござる。つまりは勝つため、いや生き残るためにはいかなる手段をも選ばず、と最初からそのつもりで稽古をいたします。いまその一端をお見せしましょう」
　清玄はそう言うと小太郎に眼で合図をした。小太郎は、はっと返事をすると、すぐさま壁にかけてある木刀を二本もってきた。清玄はその一本を受け取ると、もう一本を小太郎に渡したまま道場の真ん中に立った。
　「小太郎。それでわしにかかってこい」
　はい、と小太郎は返事をすると清玄と同じ場所に立った。
　二人はたがいに一礼した。間合いはおよそ二間。
　「きえーっ」
　鋭い気合いを発して小太郎が打ち込んだ。清玄の木刀がそれをがしっと受けた。いつもの清玄ならば、ここから相手を突き放し、すかさず八相の構えから下段正眼に木刀を移すはずである。小太郎はそうはさせじとぐっと木刀を押した――と、清玄が突然木刀をはなしたのである。えっ、と驚く小太郎に身を沈めた清玄の当て身がはいった。うっとひざまずく小太郎…。
　源右衛門は子供のように目を清玄から離さない。清玄は息も乱さずに、元の場所に戻ると
　「いかがでござる。そこにはわれらがごとき礼譲も武士道もござらぬ。あるのはただ生きるか死ぬかだけの戦国さながらの心構えでござる。このような剣法をわざわざ藩士に教える者もおりますまいし、たとえいたとしたところで、心身を磨り減らすこのような修行をいったい今時、何人が真剣にやりとおせるでしょうかな」
　小太郎も腹を押さえながら、もといた所に戻った。今やった清玄との稽古を身の竦すくむ思いで思い返していた。あの晩、自分が出会った侍たちがもし本当に泰斗流の腕の持ち主ならば、かれらは今のように襲ってくるはずだ。先生は軽い当て身だったが、あの侍ならば脇差しで腹を突いてくるだろう。あの連中は人を殺すために、こういう血の滲にじむような修行を積んできたのか…。
　「怖ろしい剣ですなあ…。じゃが、藩士たちがなぜ猫婆を殺そうとするのであろうか」
　源右衛門が素朴に尋ねる。
　「さて、それは…」
　と清玄は苦笑いをしつつも、
　「もしそうだとすれば、何か藩の重要な隠し事があるとしか思われませんな」
　と答えた。
　「藩の重要な隠し事ねえ…あの婆々ばばあがかい」
　源右衛門は腕を組んで何度も何度も首をかしげる。
　「先生。ぼちぼち…」
　と小太郎が源右衛門の眼を見る。
　二人が玄心館を出たときには朧月おぼろづきはいつのまにかすっかり雲に隠れていた。
　
　
　
　
 　　　　　（三）
　翌日、小太郎と源七は辻斬が逃げ去った道をもう一度歩いていた。
　「お喜代さんに出会ったのが北ノハシのむこうでした。で、辻斬のやつは六間堀町の露地を抜けようとしたところ、向こう側から鳶とびの連中がわあわあ叫んで押し寄せたもんだから横道に逃げやした…」
　と源七がぶつぶついいながら歩く。
　「そうだ。ところがこの道は袋小路になっていてつきあたりは武家屋敷だ」
　「ここは織田図書頭おだずしょのかみさまのお屋敷ですぜ」
　行く手を遮るようにながながと横に延びた海鼠壁なまこかべを前に二人は腕を組んだ。
　「この中に入ったとは思えないな」
　小太郎の意見に源七も頷く。
　「すると右へ逃げたかそれとも左か…」
　「左に行けば屋敷と屋敷の間にある狭い路地をぬけると権現ごんげん神社から御船蔵おふなぐらにでますぜ」
　そんなところに逃げたところでどうしようもあるまいと小太郎は右に折れた。
　「こちらの路地は要律寺ようりつじにつながっております」
　「なに。ではうまく逃げれば六間堀ろっけんぼりにもどるわけだ」
　「ちげえねえ。要律寺の御門前は六間堀だ」
　今度は源七が先に立って、人一人がようやく通れるような路地を進む――と、枯れ草ばかりの原にでた。むこうに要律寺の森がみえる。
　「辻斬のやつ、ここを逃げたな」
　小太郎が唇を噛んだ。要律寺の本堂に向かって歩くと森の両脇にはまた武家屋敷の築地塀がちらほらと見えてきた。
　「逃げるとすればあの辺りじゃござんせんかね」
　源七が指さしたのは長屋門を構えた大きな屋敷だった。うむ、と小太郎も同意する。
　「なんにしても武家屋敷に入られたら町方では無理でさあ。野郎、今度出やがったらただじゃおかねえからな」
　と歯噛みした源七は、
　「ともかくあの屋敷は下っぴきに見張らせておきましょう」
　そう小太郎に言ったあと、
　「あっしは稲田の旦那に報せてきます」
　と山門のほうに走り出した。後に残された小太郎は所在なげに寺の中をぶらぶらと歩いていたが、やがて源七の去っていった六間堀に向かって歩き出した。
　「あら」
　声が聞こえたのはその時である。
　「山川さま…小太郎さまではございません？」
　本堂に続く石段にいたのはお喜代であった。今日はまた見事な羽織者の姿だ。
　「これはお喜代どの――」
　小太郎はなにか眩まぶしいものを見ているようで目のやりばに困った。
　「そんな呼び方はいやですよ。お喜代でよござんす」
　近づいてきたお喜代は笑いながら
　「それともこんな格好の時は喜代治かしらねえ。でも――」
　と小太郎を見上げて
　「小太郎さまには喜代きよと呼ばれたいんですよ」
　とうつむき、それから思い出したように尋ねた。
　「なにかこのお寺にご用でも…」
　そこで小太郎は源七と辻斬の逃げたあとを辿たどっているうちにここまで来たことをかいつまんで話した。
　「それよりお喜代どの…あなたこそなぜこのようなところに…」
　小太郎の言葉にお喜代は可笑おかしくて堪らぬように
　「ほら、小太郎さま。もうお忘れですよ。あたしは、お、喜、代」
　「は、はあ。それでは――お喜代…」
　「はい、はい。なんでございましょう」
　と言いながらお喜代はこらえかねて袖で口をおさえる。いや、べつに…。小太郎はどう言ってよいのか面食らった。お喜代はうふふと笑って
　「喪が明けましたので今日は和尚さまにお礼に参りましたの」
　ああ、そうだったのか、と小太郎は納得する。それでこの人はまた芸者稼業をはじめたわけか、とわかった。もはや貧乏御家人の身分ではまず会うことはないだろうと思った瞬間、胸の奥に一抹の寂しさがわき上がった。
　「ああ、そういえば」
　と、この時、お喜代がなにかを思い出したように急に小太郎の顔を見上げた。
　「なにか…」
　「いえ、辻斬のことでちょっと気になることが…」
　「気になること？」
　「はい。あの頭巾ずきんのお侍、あたしの名前を知っていたんですよ」
　「辻斬が、ですか」
　小太郎の目が鋭く光る。
　「ええ。たったいま思い出しましたの」
　お喜代が辻斬に出会う羽目はめになったのは深川材木町にある置屋「鈴乃家すずのや」に出かけたからであった。
　放斎が殺されたという報せに、お喜代が〔おかあさん〕と呼んでいる置屋の女将おかみおさきがあわてて座敷からお喜代を呼び戻し、そのまま尾上町の長屋に連れて行ったのであった。そのあとで出入りの者たちにあれこれと指図して通夜の用意から葬儀の一切を段取りしたのもおさきであった。だから野辺送りをすませたお喜代が真っ先にまずはお礼にとおさきの居る置屋に伺ったのも道理であろう。あの日はただそれだけで、後日改めてご挨拶に参りますと顔を出したのであるが、おさきの方がお喜代の身の上にあれこれ気をまわし、最後には亡くなった放斎の思い出話までしだしたものだから帰りが遅くなったというのである。
　「喜代治、提灯を用意させといたよ」
　とおさきが下女に持ってこさせた。
　「あいすみません、おかあさん」
　お喜代が深々と頭を下げる。
　「なんだねえ、この妓こは――」
　おさきは苦笑しながら
　「こんな時に他人行儀はやめとくれ。なにかあったらいつでもここに来るんだよ」
　気をつけておかえり、と言いかけて
　「そうそう。おまえ、篠崎鞆之助しのざきとものすけってお武家、存じあげかえ」
　お喜代は首を振った。するとおさきは
　「おかしいねえ…。いえね、お前と一緒にお座敷に出ていた梅次うめじがね、あたしにこっそり耳打ちしてくれたんだよ。なんでもそのお侍がお前を恨んでいるとかいないとか…」
　「まあ、気持ち悪い…どうしてお武家さまがわたしを」
　「それがさ、皆の居る前で恥をかかされたっていうんだけど、そんなことあったのかね」
　梅次姐ねえさんといるときにねえ…とお喜代が受け取った提灯に目を落としたとき、はっと気づいて
　「そう言えば、おかあさん、一度お侍がお酒の席で急にわたしに抱きついてきたことがありました。　姐ねえさんが上手にあしらってくれたんですけど、それがしつこくって…。その時のお侍かしらねえ」
　ほほほ、とおさきは声をころがしながら、
　「若いうちはそのくらいもてなきゃ、この商売はやってけないさ。何にもなけりゃ、それでいいのよ。それじゃ気をつけて帰るんだよ」
　そのまま北森下の置屋から北ノハシを渡り、一ッ目之橋めざして六間堀に沿っていったら、要律寺のご門前を過ぎた門前町あたりで…。
　「なにがあったのです」
　小太郎が身を乗り出す。
　「はい。後ろから草履ぞうりの音がしました。あたしも気持ちが悪く、下駄の鼻緒を直すふりしてその場に座り、後ろのかたが通り過ぎるのを待っておりました」
　すると頭巾を被ったお武家さまがお一人、灯りもなしに通り過ぎました。ほっとしてあたしも立ち上がり、また歩き出すと
　――小太郎はごくんと喉のどを鳴らした。
　「目の前に刀を抜いたお侍が立ちはだかっていたんです」
　「なにっ」
　「その時に、『喜代次、命は貰った』と――」
　本当に驚いて、そのままもと来た道を駆け出し、あなたさまに救われたのです。
　「あたし、足は速いんですよ」
　照れくさそうにお喜代が言うと
　「とんだお侠きゃんだ」
　小太郎も軽口でこたえる。それから安心したように
　「そのお侠きゃんのおかげで助かったわけだ」
　「深川芸者ですもの。どうせ、小太郎さまはお侠きゃんなんか、嫌いなんでしょけど…」
　恥ずかしそうにそっぽをむくお喜代に、小太郎があわてて
　「嫌いなどではありません。…なんというか、本所の貧乏御家人にはそのお侠きゃんが似合いのような気がします…」
　と呟いた。たちまちお喜代の顔が嬉しそうにほころんだ。
　
　二日後。
　あばた面の稲田誠太郎が源七を伴って玄心館にやって来た。小太郎がちょうど井戸端で水をかぶっていたときだ。二人の訪問を首を長くして待っていた清玄はすぐに上にあげた。居間には欅けやきの切株でできた火鉢がでんと置いてあり、鉄瓶がことことと音を立てている。すぐそばに小ぶりだが上品な白い茶器が揃えてある。誠太郎も源七も顔色が冴えず、疲れ切っているようだった。
　「まあお座りなされ」
　有無を言わせぬ清玄の言葉に誠太郎も源七も顔を見合わせ、ともかく言われるままにした。清玄は鉄瓶をとりあげ、まず急須きゅうすに湯を入れた。次にその湯を小ぶりの茶碗に濯そそいだ。茶器があたたまると今度は急須に番茶の葉をいれ、それぞれの茶碗に静かに濯そそぎ始める。
　「わしはこの頃はもっぱらこれでな」
　と清玄が稲田誠太郎に自慢する。
　「はあ…」
　誠太郎は頷くばかりだ。
　――と、廊下に足音がきこえ、やがてゆっくりと正座をする音がした。
　「先生、失礼いたします」
　障子越しに小太郎の声がした。
　「うむ。はいりなさい」
　するすると障子が開いて、水を浴びてさっぱりした顔の小太郎がはいってきた。
　「小太郎さんすみませんな。稽古多忙なところを」
　恐縮した面持ちで誠太郎が声をかけた。
　「いえ。ちょうど終わったところですから」
　さっそく清玄がもう一度急須をとりあげ小太郎にも番茶の用意をする。
　「稲田さん。先生のお茶は玄人はだしですよ」
　誠太郎がうむとうなづく。がその目はなにか忙しそうに動いている。
　源七が困ったように
　「小太郎さん。へへ、そのお…わっちのような不調法な人間がご相伴しょうばんしてもよろしいんですかえ」
　と髷筋まげぶしに手を当てた。すると茶の準備をおえた清玄がそれぞれに茶碗を差し出しながら
　「親分、心配するな。お茶ごときの作法を知らぬところで死ぬようなこともあるまい」
　と、しかつめらしい顔で言う。
　「それはそうでござんしょうが…でもねえ」
　源七は早いとこ用件を切り出したくてうずうずしている。そんな源七の思いをよそに
　「もともと煎茶道せんちゃどうとは黄檗禅おうばくぜんに由来する。それまでの抹茶まっちゃの茶道が形骸化しつつあったときに融通無碍ゆうずうむげの境地を求めて考案されたものだ。これが剣に通じるのだ」
　へえ、と源七はわけもわからず頭を下げる。
　「だから親分、どのように飲んでもいいのだよ。融通無碍ゆうずうむげとはそういうことだ」
　と言って、ははは、と清玄は笑った。
　静まりかえった部屋の、茶碗から漂う馥郁ふくいくな香りに身をまかせるうちに、誠太郎も源七も目を三角にして、それこそ足が棒になるまで一日中歩き回っていることを忘れたかのように穏やかな顔つきに変わっていく。
　「ところで小太郎への用件とやらはなんじゃな」
　ぽんと清玄が訊く。
　「そのことでさあ――」
　夢から覚めたように、あわててお茶を飲みほした源七がいそいで身を乗り出した。
　「張り込ませていた下っぴきから報せがありました」
　「まさかまた辻斬が――」
　小太郎が訊き、源七が持っていた茶碗をおいた。
　「要律寺ようりつじのそばにさるお大身たいしんの旗本屋敷がありまして。お大身といってもこういうご時世ですからご内証は苦しいんでしょうな、お庭なぞは荒れ放題でさあね。こいつは内緒になっておりやすが、そこの中間部屋がちょいとした賭場とばになっております。篠崎鞆之助しのざきとものすけという御家人が用心棒を頼まれているのですが、どうにもくさいお武家らしいと――」
　「篠崎鞆之助だと――」
　思わず声をあげた小太郎に、稲田誠太郎が
　「おや、ご存じでしたか」
　「その名をお喜代さんに聞いたことがある…」
　だが源七は調べ上げたことを早く言おうとして慌ただしい。
　「そいつがどういうわけか半年ほど前に新刀あらみを手に入れたそうです。博打ばくちで大金を手にしたという話もきかないんですがねえ。その刀というのが手入れをした刀屋にいわせると無銘ながらも〔村正〕ではないかということです」
　「村正に無銘なんてのがあるのか」
　横から清玄が尋ねる。
　「あれは徳川家に仇あだなす刀ということで、密ひそかに造られたものはみな無銘らしいですな…」
　こちらはさすがに武士だ。落ち着いて答える誠太郎。聞き終えた小太郎が二人に向かって
　「稲田さん。親分。ちょっと聞いてくれ」
　そう言うと、お喜代から聞いたことをつぶさに語った。
　「――それじゃ放斎を殺したのもお喜代を狙ったのも、篠崎の逆恨さかうらみ…」
　源七がつぶやく。
　「だが芸者に相手にされぬだけで辻斬に走るとはなあ…解げせぬ」
　稲田が首をかしげる。
　「さて、それは…」
　と小太郎も腕を組む。源七がさらに
　「それにお喜代が憎ければお喜代だけを狙えばいいんで…まあ、親爺おやじの放斎ほうさいまでは坊主憎ければ袈裟けさまで憎いってこともありますからね。でも、それならなぜ柳原の土手で夜鷹や岡場所の女どもを叩き斬る必要があるんですかえ」
　と何度も首をひねる。すると清玄がぽつんと
　「それそれ、親分。ものごとは融通無碍にとらえんとな…」
　へえ…。源七が髷節に手をやる。清玄がつづけて
　「新刀というのはなかなか斬れないものなんじゃよ。少うし刃を丸くしておかないとな…。だから戦国の頃には戦さの前に新しい刀を一度砂に突き刺したという。尖った刃ではとても人など斬れたものではない」
　「では…やつは、まさか、そんなことのために人を斬ったとでも」
　小太郎の声が震える。
　小太郎の耳に、目の前に現れた武士に突然斬りかかられた放斎の呻き声が聞こえたような気がした。そして両眼を閉じたとき、その骸を前に泣き崩れるお喜代の姿がはっきりと浮かんだ。
　「さて、どうであろうか。だが、無抵抗の者ならば砂よりはましかもしれんのお…」
　清玄の言葉に
　「許せません」
　小太郎が低ちいさく叫んだ。
　「ともかくしばらくは篠崎鞆之助を見張りますぜ」
　と、源七が口もとをぎゅっとしめたときだった。道場の入口からばかでかい声で
　「親分！源七親分はお出でですかい。早くきておくんなせえ――」
　 ちょいと失礼いたしやす、とすかさず源七が立ち上がり
　「うるせえな。ここをどこだと思ってるんだ」
　怒鳴る声が聞こえたと思ったとたん、なにっ、と叫んで、今度は火のついたような源七の声が響いた。
　「やられた！――旦那、小太郎さん、急いできておくんなせえ。大川で梅次の骸むくろがみつかったそうですぜ。ゆんべ、辻斬にやられたらしいや」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（四）
　「――それじゃなにかえ、篠崎鞆之助って御家人はお喜代に袖にされた腹いせで傍輩ほうばいの梅次を殺したと言うのかえ」
　ずうっと話を聞いていた源右衛門は呆れた眼差しでまじまじと小太郎を見つめている。
　源七の報せに急ぎ番屋に駆けつけた小太郎と稲田誠太郎は川から引き上げられた梅次の無惨な姿に息をのんだ。稲田はすぐに源七を〔鈴乃家すずのや〕まで報せにやり、一方、小太郎は狸穴まみあなにいる源右衛門を迎えに行ったのである。報せを聞いた源右衛門がすぐに永代橋に向かったことは言うまでもない。そしていつものように土橋のたもとで猪牙ちょきに乗り込むと、あとは水の上をすべるようにして大川端の船宿近くにある船着場に到着したのである。
　「どうもそのようです。なにしろ相手が相手ですので源七も屋敷に乗り込むというわけにはいかないようです。どうしても辻斬に出会わないと手が出せないとぼやいておりました」
　小太郎は猪牙ちょきの舳先へさきから板桟橋さんばしのうえに上がると、先生、と手をさしだした。こいつめ、年寄り扱いしおって…と笑いながらも源右衛門はゆっくりと小太郎の手を握る。
　「武家屋敷とお寺社は町方の差配違いだから仕方がねえが…。それにしてもお喜代に袖にされたからといって傍輩を殺すとはなあ…ちと、異常だぜ」
　おっとっと。丸い石を土留つちどめにして砂利を敷いてある階段を思わず源右衛門が踏み外し、ふらっと体をよろめかせたがまだまだ老いぼれちゃあいない、すぐにもちなおすと、小太郎と永代橋のたもとに急ぐ。
　「橋を渡ったすぐそばの番屋です」
　永代橋を渡ると御船手組おふねてぐみ屋敷の大きな屋根が松林の向こうに見える。番屋は御船蔵おふなぐらの横にあった。
　菰こもをかぶせられた梅次の傍にはあばたの誠太郎と源七が座り込んだまま、声を潜めひそひそと話し込んでいる。急に表で下駄の駆け込んで来る音がして、二人の女があわただしく番屋に入ってきた。
　「親分さん…梅次は」
　強こわばった顔で怖々こわごわ口を開いたのは女将おかみのおさきだった。源七は起ちあがると、黙って床に寝かせてある遺体から菰こもをとった。
　梅次の体は大川の百本杭ひゃくほんくいにひっかかる形で発見され、髪は藻ものように乱れ、布切れのようにばらばらに千切ちぎれた着物はきつく結んだ帯で辛うじてその姿を保っていた。動かなくなった白い足を目で上に追っていくと、切り刻まれた背中のところどころが布切れで隠れてはいたが、ほとんど全裸に近い。
　斬り口は無惨だった。
　逃げる梅次を執拗しつように追いかけて背中から何度も斬りかかったのであろう、入墨いれずみと見紛みまごうばかりの無数の刀傷が背中に残っている。梅次のあまりに変わり果てた酷むごたらしい姿に、報せを聞いてとんできたお喜代と女将おかみのおさきは息をのんだまま、悲しむよりもさきに茫然ぼうぜんと立ちすくむだけであった。
　「お喜代どの――」
　「あ、小太郎さま。それに佃先生…」
　ちょうど番屋に到着した小太郎と源右衛門を見て、お喜代は初めて声を上げた。それをきっかけにおさきがとうとう悲しみを我慢できなくなり、うあああ…と突然、梅次にすがりつくと激しく身体を震わせながら泣いた。いつまでも続く嗚咽が番屋にいる人々の涙をもさそう。
　「小太郎さま。あたし、悔しい…」
　お喜代が泣きじゃくりながら側にいる小太郎の胸を叩いた。小太郎はそんなお喜代の背を手で抱きながら、
　「ひでえことをしやがる…」
　と呟いた。源右衛門は、涙を拭こうともせずに乱れた梅次の髪を整えていたおさきの後ろからそっと手を添えると
　「つらいだろうが、女将さん。この姐ねえさんの仇は必ずとってやるぜ…」
　とだけ言うと、そのまま座り込んで切り刻まれた傷を一つ一つ丹念に調べ始めた。
　「佃先生、何かお気づきの点でもございますか」
　同心の誠太郎が上から覗きながら必死の眼差しで尋ねる。源右衛門は何度も首を横に振ると
　「どうしようもなく狂ってやがる…。おい、辻斬はなんだってこんなにしつこく襲いかかって来たんだえ？」
　と不安な眼差しで誠太郎につぶやいた。
　「あばたの旦那。下手人は篠崎ってお武家なんでしょ。はやくとっつかまえてくださいな」
　お喜代が怒りをあらわに稲田に迫る。稲田は憮然ぶぜんとした面持ちで
　「おれだってそうしたいさ。が、なにしろ何も手証がねえんだよ。屋敷に乗り込むわけにはいかねえし…くそっ、こうなりゃあ、人殺しの場にでも出会でくわさねえかぎり、お縄をかけるなんてとても無理だ」
　とぼやいた。すると突然お喜代がはっとした顔で
　「そんなら、あたしが囮おとりになりますよ。梅次姐ねえさんの仇討あだうちだもの」
　とあっさりと言う。たちまちおさきが血相を変えて
　「なに馬鹿いってんだよ。おまえまで殺されちまったら、あたしゃどうすりゃいいのさ」
　と半分は泣きながら喚わめく。その声にお喜代も泣きたくなるのをじっと堪こらえて
　「だって、おかあさん。こうでもしなけりゃ…どうやって姐ねえさんに謝れというのさ。姐さんはあたしの身代わりに殺されちまったようなもんなんだよ」
　「そんなこと言ったって…喜代治」
　女将おかみのおさきはもう何も言えなくなりお喜代をしっかと抱きしめるだけだった。
　「誠太郎さんよお…」
　梅次の傷をいちいち調べ了おえ、あらためて菰こもをかぶせ直した源右衛門がぼそっと口を開く。
　「お喜代の言うことはあんがい妙案かも知れねえぜ…」
　ええ？――意外な言葉に、稲田が目を丸くした。
　「佃先生、なにをおっしゃりたいんです」
　どっこいしょと源右衛門は立ち上がり、
　「辻斬の狙いがお喜代かどうかはわからねえが、辻斬を誘い出すのに囮おとりを使うっていうのは妙案だぜ」
　「…ですが、だからといってお喜代にそんな真似をさせるわけにはいきません」
　と誠太郎が珍しく向きになる。源右衛門は呆れた顔になって
　「おいおい。何を向きになってるんだえ。別にお喜代が出歩く必要もあるまい。誰かがお喜代の着物を借りて化ければいいだけじゃないか」
　あ、なるほど、と誠太郎があばた面をくずす。
　「源七を女装おやまにして本所界隈かいわいを歩かせればいいわけだ」
　誠太郎はそう言うと、源七をじろりと見た。
　「あっしが…ですか」
　自分の顔を指さしながら源七が目を白黒させる。誠太郎は当たり前だと言わんばかりに
　「そうだとも。喜代治は深川一の芸者じゃねえか。それを怪我けがでもさせてみろや、ここんところ人気のねえ八丁堀の評判がますます落ちてしまわあ。その点、おめえだったら痛くもかゆくもねえ。それによく考えりゃ、源七、おめえは〈唐辛子〉だぜ。もともと赤い着物ってのが相場じゃねえか。女物おんなものを着たところでどうってこたあねえ」
　辟易へきえきする源七に変わって
　「いや、わたしが化けよう。そのくらいのことはなんでもない」
　と意気込んだのは小太郎だ。
　「これはいい。コタの女装おやまってのは前代未聞。なかなかの見ものだぜ」
　源右衛門がにたにた笑う。
　「ちょっと上背うわぜいがあるが、なあに、夜ならばわからねえ…」
　男たちがわあわあ騒ぐのを尻目に、お喜代が堪りかねたように
　「よしてくださいな。あたしの代わりはどなたにも頼みませんよ」
　ときっぱりと言った。皆がいっせいにお喜代を見る。お喜代は涙声で叫んだ。
　「――だって、そうしないと梅次姐さんが、…梅次姐さんが浮かばれやしないじゃないですか」
　このあと、梅次の遺骸は〔鈴乃家〕に引き取られ、型通りの通夜がしめやかに行われた。女将おかみの人柄と殺された梅次の気風きっぷのせいか、常連客はもちろんのこと、隣近所の者や出入りの小商人にいたるまで弔問の客がひっきりなしに訪れてくる。まずは盛大な通夜だったといえよう。
　「親分。あいつを早く捕まえないとこれから毎晩通夜になるぜ」
　小太郎のぼやきに答えたのは誠太郎であった。首筋に手をかけて
　「きびしいお言葉ですな。じつは同じことを上役の与力からもさんざん言われております」
　「旦那、それじゃいよいよ…」
　源七の言葉に誠太郎はきっぱりと
　「あたぼうよ。これ以上舐なめられて堪るか」
　と腰の十手を抜くと首筋をぽんぽんと叩いた。
　
　数日後――。
　暗い武家屋敷の通りを提灯の灯り一つをたよりに急ぎ足で歩いていく一人の女がいた。五間堀にかかる伊予橋の手前を堀沿いに右に曲がると、前方の空に黒々と聳そびえている弥勒寺の大屋根が見えた。それから永井屋敷を塀ぞいに進んでいく。堀のきれかかったところにさしかかった時、その暗がりから突然にゅうと現れた二人の男。そのうちの一人が
　「おい、どうやら今夜は出ねえようだな」
と声をかけた。
　「あ、親分さん…」
　女はお喜代だった。あれ以来、お喜代は自らが囮おとりとなり、なんとか辻斬を誘い出そうと夜道をあちこち歩きまわっているのだが、こういうときに限ってなぜか辻斬が出てこない。
　「後ろからは小太郎さんが尾つけてきてますぜ」
　耳元で源七が囁く。お喜代は小さく頷き、うふふと一人で顔をほころばせる。
　「相手は感づきやがったかな。この道ならば絶対出ると思ったんだがな…」
　もう一人はあばたの誠太郎だった。今夜はここだと決めたのは誠太郎だったからいかにも悔しそうだ。三人が立ち話をしているところに向こうから小太郎が急ぎ足でやって来た。
　「どうかしましたか」
　ううん、とお喜代が首を振り、
　「今夜はこれできりあげだね」
　と小太郎に向かってにこにこと笑った。
　「すまねえな、喜代治姐ねえさん。それじゃ小太郎さん、ご苦労ですが姐さんをまた〔鈴乃家〕まで送ってくだせえ」
　源七が髷筋に手を当てたまま、なんども頭を下げる。小太郎は笑ったまま
　「おやすいご用」
　と笑う。誠太郎が悔し紛れに
　「なんだよお。これでは八丁堀が喜代治と小太郎さんの逢い引きを手助けしているようなもんだ。ははは…くそっ」
　と鬢びんを掻いて、お喜代に
　「よし、決まった。喜代治、今夜はおれが送ってやろう」
　と話しかける。ほほほ、と笑い声をたてて
　「野暮を言うもんじゃありませんよ、旦那」
　とそこはお喜代もこころえたもの、わざとらしく科しなをつくり、肘でちょこんと誠太郎の脇腹をつく。
　源七が憐憫れんびんの眼差まなざしで誠太郎に話しかける。
　「旦那の気持ちもわかりますぜ。悔しいじゃありませんか。ええ、いつも小太郎さんにばかりいい思いをさせてるなんて…ええい、面倒だ。今夜はみんなで姐さんを送っていきましょうや」
　辻斬がでないとわかり、ほっとするやら悔しいやらで四人がわいわい言いながら深川材木町の〔鈴乃家〕までお喜代送っていく。
　悲鳴とも思われる奇妙な呻き声が聞こえてきたのはその帰り道だった。
　「おい、何の音だ…」
　小太郎が振りむいたときには、もう誠太郎と源七は走り出していた。
　「旦那、佐賀町の方ですぜ」
　源七が叫ぶ。こんな時の誠太郎はもうさっきまでの顔ではない。精悍せいかんな同心の顔つきに変わっている。
　「あっちだ。源七、ぬかるんじゃねえぞ」
　ばたばたと走ってきた三人が見たものは、道端に倒れている蕎麦そば屋の弥造だった。地面には食べかけの丼がふたつ、放り出されて汁や具がこぼれている。
　「おい、とっつあん。しっかりするんだ」
　源七が躰に手を遣やったまま声をかけた。と、弥造の体が跳ね上がるように起きあがったのである。四つんばいになって腰を上げ、まるで猫が襲いかかるような格好で、ううっとうめきだした。
　「親分、さがれ。こいつは尋常じゃねえ」
　小太郎が叫んだ。源七も咄嗟とっさに異常に気がついたようだ。あわてて飛び退のいたが、弥造の目つきは獣のように血走ったままじっと三人を見ている。しかし真っ正面に身構えた小太郎の気迫に気後れしたのか、急に向きをかえると、すぐ横にある塀にかけ登ろうと突進した。
　「あっ」
　と三人が同時に声を上げた。堀を上ろうとした弥造の躰からだはそのままどうと翻筋斗もんどりを打って地面に落ちると、今度は横になったままぶるぶると震えだしたのだ。
　「…猫婆だ。猫婆がでたのだ」
　小太郎が誠太郎にそう言うと、
　「おい、源七。弥造をふんじばって急いで番屋に運ぶんだ」
　とてきぱきと指示をした。
　
　佐賀町での猫婆の一件を聞いた佃源右衛門が前触れもなく玄心館までやって来たのはただの好奇心からではない。蘭学研究者としていま話題の猫婆の実態を、深川の本誓寺裏に住む弥造を訪ねて掴つかみたかったからである。
　「蕎麦そば屋はその後どうなったんだえ」
　道場の玄関で源右衛門が真っ先に口にしたのはこれだった。次に言ったのは
　「まったくコタも薄情だぜ。蕎麦屋の爺が猫婆に襲われたとだけ言うと、その後どうなったのか、さっぱり報せがない…後は無しのつぶてじゃねえか。だからこうやっておいらのほうからやって来たんだと思いな」
　小太郎はふいに道場を訪れた源右衛門の姿にびっくりしたが、なあに先生のことだ、これくらいのことはさほど珍しくもない。
　「はっ。申し訳ありませんでした。弥造のことは源七親分にまかせっきりでしたもので…」
　頭を掻きながら言い訳する小太郎に
　「ばかやろう。それがいけねえんだよ。いいか、妖怪変化のたぐいはおいらの楽しみなんだぜ」
　と叱ったあと
　「ともかく今日はおめえの仕事が終わるまで、おいら清玄と笊碁ざるごでも打っているよ」
　返辞も何も、そう言うとさっさと上がって奥に行った。
　稽古が終わるのを心待ちに待っていた源右衛門は、さっそく二人して源七のところへ向かう。弥造の家を尋ねると、恐縮した源七が、そんならあっしがと案内に立った。
　「まだ死んじゃいねえだろうな」
　心配そうに源右衛門が尋ねると
　「へい、まだ死にはいたしませんが、相当応えたとみえてあれ以来臥ふせせっております」
　と源七がすらすらと答える。
　――番屋に運ばれた弥造はひと晩じゅう体を震えさせ、震えがおさまったのは陽が昇って暖かくなってからであったという。一晩中つき添っていた源七がさっそく弥造に事情を聞いた。
　「へえ…」
　弥造はつっかえつっかえ、しどろもどろ源七にその夜のことを話し出した。
　…いつものように屋台を出していたが辻斬騒ぎや猫婆の噂などで夜歩く者もほとんどいなくなり今夜もだめだったかと店を閉め始めたとき、ふらりとやってきたのが徳三だったという。
　「徳三って…あの色男のか」
　源右衛門が話をさえぎった。その徳三でして…と源七はまた話を続ける。
　それが一人じゃありませんで、と弥造が首をかしげて源七に打ち明けた。
　「あれくらいの色男だ。女がいてもおかしくはねえだろう」
　と源七が言えば弥造も頷きながら
　「そりゃあそうなんですがね…若い女で、こう頭からすっぽりとてぬぐいをかぶり、あれは〈姉さんかぶり〉というよりは婚礼のなんとかいう、そうそう〈綿帽子〉のようで――まるであっしには顔を見せたくないとでもいわんばかりでした…」
　「さて、そいつはとっつぁんの気のせいだろうよ」
　と源七が気楽に受け答えて
　「それからどうしなすった」
　と話をうながす。
　「へい。二人が蕎麦そばを食べているときでした。いつのまにやって来たのか、変なばばあが二人の後ろに立っているじゃござんせんか」
　それであっしが、いらっしゃいと声をかけると、その婆さんが気味の悪い声で
　「見つけたぞ」
　と叫んだんでさあ。その声を聞いた二人が悲鳴を上げて一目散に逃げ出したのはいいんですが、逃げられたこちらにすれば大損でさあ。それで震えながら
　「や、やい。ばあさん、い、いきなりなんだよ。し、商売の邪魔するんじゃねえ」
　と怒鳴ったら、ばばあがこちらをじろりと…。
　「それからどうなった」
　急いて訊く源七に、弥造は首を振って
　「あとはなんにも…。気がついたら番屋に寝ていたんでさあ」
　と言うだけだった。
　「先生、その女は――」
　話を聞いていた小太郎が思わず口走るのを源右衛門は頷きながら
　「まあ、お鉄と思って間違いあるまい。だがそれなら何だってそんな綿帽子みたいなものをかぶるんだろう。まさかあいつも化け猫でございと言うんじゃねえだろうな、ははは」
　そうこう話しているうちに本誓寺裏の大工町にある弥造の住んでいる長屋に着いた。
　「この奥ですぜ」
　源七を前に源右衛門がつづく。すぐそのあとを小太郎がついていく。入口障子を開けると弥造は板の間の四畳半に煎餅布団せんべいふとんをひっかけて寝ていたが、源七の声に驚いてふらふらと半身を起こした。
　「とっつぁん、気分はどうでえ」
　「あ、親分。…へい、おかげさまでよくなりやした」
　「そいつはよかった――ところで、この人たちを覚えていなさるかね」
　と、源右衛門と小太郎を招き入れると、青ざめてひょろひょろになった弥造があわてて布団をしまおうとする。顔や腕の痣あざがまだ痛々しい。
　「おいおい、無理をするな」
　源右衛門がとどめて、
　「おやじ。その分では、寅とらの方角で捕れた鯰なまずの天麩羅てんぷらを食べそこなったらしいな」
　と笑った。その言葉に
　「あ。あんときのご隠居…」
　と弥造の顔が急に懐かしく嬉しそうにほころんだ。
　「とんだ災難だったな」
　「へい。みっともねえ話で」
　「かみさんや子供はどうした」
　「なあに。かかあはとっくに亡くなりやした。がきは男が一匹いますが、雑司ヶ谷ぞうしがやのほうで、今じゃ小さいながらもかみさんと二人で餅屋をやってまさあ。あっしは世話にはなりたくねえので動ける間は蕎麦そば屋をつづけるつもりでおりやしたが、まさかこんな目に逢うとはねえ…」
　「そうか…。猫婆にであったそうな…」
　「うす汚ねえただのばばあなんですがね。あの目に睨まれるともういけませんや」
　「睨まれるとどうなるんだ」
　「それが…どう言えばいいのか。急に胸が苦しくなり、圧おしつぶされそうになりやして――」
　弥造は自分の胸のところを手でぐっと押さえた。
　「そのあと、まるで酔っぱらったような気分になり、周りの音がやたら大きく聞こえたり、目の前に突然お化けみたいな奴が現れたりで、そりゃあ、もうさんざんな目にあいやしたよ」
　なるほど…と源右衛門が黙って頷く。それから懐に手を入れると、財布から一両をだして紙に包んだ。
　「これは見舞いだ。ゆっくりと養生おし」
　と差し出す。弥造があわてて
　「ご隠居、いけませんや。こんなにたくさんもらうわけには…」
　とあわてる弥造に一喝して、
　「馬鹿をいえ。猫婆と辻斬騒ぎで商売があがったりじゃねえか。おめえ、どうせ飯喰っちゃいないんだろう。おらあこう見えても医者の端くれよ。顔を見ればわかるさ。いいから遠慮するんじゃねえ。そのかわり治ったらまたお前さんのうまい蕎麦をたべさせておくれ」
　と無理にも手に握らせたのである。すいません、ご隠居、すいません、と何度も両手を合わせ涙ぐむ弥造をあとに、源右衛門と小太郎はここで源七と別れた。
　「先生、何かおわかりでしょうか」
　小太郎がすぐに尋ねる。
　「猫婆なんて吹聴するから人が怯おびえるんだよ」
　源右衛門はこともなげに言う。
　「猫婆なんていったってな、ありゃあ狂症きょうしょうだよ…」
　「気が狂っていると…」
　そうだ、と源右衛門。でも猫婆に出会った者はみな猫のようになっております。それらの者までが狂っているとは思えませんが…、と小太郎。
　「現にわたしはこの目で見ております」
　「うむ。その説明が難しい。ただな、土田翼卿つちだよくけいの『癲癇狂経験編てんかんきょうけいけんへん』や陶山尚迪すやまなおみちの『人狐弁惑談じんこべんわくだん』なんて医学書にはそんな例がよく載っているぜ。猫や犬が人に憑つくというよりも人が猫や犬になりたがるらしいや」
　「はあ、そんなものでしょうか…」
　と小太郎は源右衛門の知識に驚愕した。もちろん今の自分にそれを理解できる力はない。
　「それはそうと、辻斬の方はどうなった」
　源右衛門の話が変わったので、小太郎がこれまでのいきさつを簡単に述べた。
　「…するとお喜代を囮おとりに網を張っても肝心の敵が動きださねえというわけか。あばたも唐辛子も困ってるだろうよ」
　あばたとは同心の稲田誠太郎であり、唐辛子は源七のことである。
　「はい。わたしも早く解決したいのですが」
　ふーむ、と源右衛門は腕を組んだ。
　「先生、何か手立てはないものでしょうか」
　二人が万年橋まで来ると新大橋の上を稲田誠太郎が急ぎ足にやってくるのが見えた。
　「先生、稲田さんです――」
　「うむ…」
　誠太郎は源右衛門と小太郎を見つけるが早いか、
　「いたいた。小太郎さん、たった今あんたを迎えに玄心館まで小者をはしらせたところだ」
　と言ってから、
　「佃先生も一緒とは好都合だ。篠崎鞆之助について調べがつきましたよ」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（五）
　玄心館にある下谷清玄の居間では五人の男が額を寄せていた。
　同心の誠太郎、御用聞きの源七、佃源右衛門、小太郎それに清玄である。
　誠太郎が話し終わっても誰も口を開こうとはしない。沈黙がしばらく続いた後、遠くでまだ若い鶯うぐいすのへたくそな鳴き声が部屋まで聞こえてきた。
　「けっ。へたくそな鶯野郞だぜ」
　源七が鶯に八つ当たりでもするかのように吐き捨てる。小太郎も大きく溜息をついた。
　「いったいどうなっておるんだ…」
　瞑目していた清玄がぽつりと一言。
　「若い鶯が囀さえずりだした…春ももうすぐおわるな」
　ふふふ、と源右衛門が含み笑いをして
　「…それにしてもすでに死人だったとは、な」
　そうなんです、と誠太郎が悔しそうに拳を握った。
　誠太郎は武家屋敷には奉行所の手が入りにくいので、目付を通じて、それとなく篠崎鞆之助の行状を調べてもらったという。すると意外なことに半月も前に《篠崎鞆之助病死の届け出》が出ているというのである。
　「半月前…と言えば、両国広小路あたりで辻斬があったころですぜ」
　と源七が座ったまま片方の腕をまくる。
　「じゃ、お喜代を襲ったのは誰なんですかねえ…」
　「その篠崎という武士は使えるのか」
　清玄の問いに、誠太郎が
　「こちらの調べでは矢庭念流の使い手だそうです。それもそうとう腕が立つとか」
　すかさず小太郎が首を振る。
　「いや。お喜代を襲ってきた時にはそんな使い手には見えなかった。それに放斎を斬った手口をみてもとてもそうとは思えません」
　 「私もそう思います」
　と誠太郎も同意する。
　「要するに、人違いというわけだな」
　腕を組んだまま清玄がぽつり。
　「そうなりますか…。ですが、広小路や柳原での切り口はそれは見事なものでございました」
　誠太郎がそう語ると、やにわに源右衛門が
　「おい、コタ。おめえたちが辻斬を追っかけたとき、奴はどこで消えたと言ったっけな」
　となにかに気づいたようだ。
　「はあ。たしか織田図書守づしょのかみさまのお屋敷あたりでした」
　「そのあたりに篠崎って侍の屋敷がないと言うことは、奴はお長屋住まいか、どこぞの中間ちゅうげん部屋の居候いそうろうってことじゃねえのか」
　あ、そのことでしたら、とあわてて誠太郎が話し出す。
　「篠崎鞆之助は、二千石の旗本青海おうみ忠三郎殿の敷地内におりました」
　「ほう、よくわかったな」
　源右衛門が目を丸くすると誠太郎が胸を張り
　「八丁堀も遊んでばかりいるわけではありませんから」
　とあばた面をくずした。
　それから源右衛門は小太郎と源七に
　「どうもその青海おうみってのがくさいな。どだい旗本屋敷に居候いそうろうする貧乏御家人が新しい刀など買えるはずもねえ」
　「先生。それでは一月前の、両国のは…」
　膝を乗り出した小太郎に
　「ああ。おいらはそいつは篠崎だと思うが、だがその後とつぜん病死するというのがどうにも解せぬ」
　頭をひねる源右衛門に
　「で、老先生。わっちらはこれからどうすりゃいいんで」
　と源七が息巻いて尋ねる。にやりと笑った源右衛門、
　「あわてるな。もう一度、罠をかけてみようじゃないか」
　「罠、と申されると…」
　誠太郎の言葉に、言い出した源右衛門のほうがむしろさばさばした調子で
　「こうなりゃあ、お喜代にもうひと肌ぬいでもらい、もう一度危ない橋を渡って貰おうじゃねえか」
　お喜代にねえ、と源七は腕を組んだ。仕方あるまい、と誠太郎。それでは、と小太郎が立ち上がろうとしたとき、清玄が突然強い口調で
　「小太郎。ついてまいれ」
　と命じると、自分はさっさと道場に向かった。
　「…ええ、小太郎さん。大先生はどうなさったんで。なにか気にくわないことでもおありでござんすかねえ」
　源七が怪訝けげんそうに小太郎の耳元でささやく。小太郎も首をひねるばかりだ。源右衛門だけがどうしたわけか、にたにたと笑っている。
　道場に入った小太郎は師の清玄が襷たすきをかけ真剣を腰にさしていたのでびっくりして
　「先生、何事でございますか」
　と尋ねた。だが清玄は表情も変えずに
　「おまえもさっさと襷たすきをして真剣にて立ち会うがよい」
　とだけ言うと、もう道場の真ん中で蹲踞そんきょしている。は、はあ…途惑とまどう小太郎に源右衛門の叱声が飛んだ。
　「コタ、師匠を待たせるんじゃねえ。早くしねえか。泰斗流の時と同じだ」
　 その言葉に清玄の頬がちょっとゆるむ。小太郎は無骨な師の示す愛情を改めて感じた。泰斗流の時は道場で話し合っていたので、そのまま木刀を持っての稽古となったが、まさか真剣とは…。いったい先生はどういうおつもりなのか。小太郎は逡巡した。とたんに
　「ばかやろう。何をぐずぐず迷ってるんでえ。コタ、相手を誰だと思っている。下谷清玄先生だぜ。油断してると、おめえ一刀の下であの世行きだぜ。」
　と源右衛門が叱った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　「はい」
　小太郎はきっと顔を上げ、すばやく襷たすきをかけると刀を腰に蹲踞そんきょする。
　それから両者はゆっくりと立ち上がり真剣を抜いた。
　清玄は青眼に、小太郎は八相に構えたままじりじりと間合いを詰める。誠太郎や源七、源右衛門らは道場の周りで固唾かたずをのんで見守るばかりだ。
　――えい！
　裂帛れっぱくの気合いで小太郎が斬りかかった。
　真剣である。
　清玄はそれを受けようともせず素早くかわすと、
　――はっ！
　と、斬り込んできた小太郎の刀を気合いもろとも強く叩いたのである。
　鈍い音がして小太郎の刀が根もとから折れ、からからと軽い音を立てて折れた刀身が道場の床に転がっていった。
　「…まいりました」
　小太郎が跪ひざまづくと、清玄が刀を納めながら
　「どうだ。貧乏御家人の刀など所詮しょせんはこのようなものだ」
　と笑った。
　「申し訳ございません…」
　小太郎が恥じ入って赤くなっていると、清玄はたったいま納めたばかりの刀を鞘さやごと腰からそっくり抜いて
　「ほれ、この刀をそなたにつかわす。〔国助くにすけ〕じゃ。そういえばそなたには師範代として無理を頼むばかりでなんの礼もしておらなんだ」
　「せ、先生…」
　「どうした。早く受け取れ」
　は、はい。小太郎は涙ぐんだ。震える両手で師の刀をおし戴くと、そのままの姿勢で後ずさりする。
　「よいか、相手は無銘とはいえ〔村正〕だそうな。そのような名刀を相手にしたら、いくらお前が腕が立とうと今のように太刀そのものが折れてしまおうぞ」
　ああ、と小太郎はようやく納得した。師がなにゆえに唐突に真剣での立ち会いを指南したのか。思いも及ばぬ清玄の配慮に小太郎の目はますます潤んだ。
　「抜いてみよ」
　清玄の言葉に小太郎はそっと国助を抜いた。
　どこまでも透き通るような地金にきめ細かな板目肌、勇壮な刃紋はまさしく噂通りの国助である。
　「どうだ、いい刀だろう」
　清玄の言葉を耳にしながら小太郎は吸い込まれるように刀身に魅入られていた。
　いや実はこの時、小太郎の内部では激しい衝動がわき起こっていたのである。
　（これはどうしたことだ…。この胸の底から蠢くような衝動は――）
　小太郎の脳裏には、もうすでにこの刀を存分に振るった自分が縦横に人を斬っていく姿がありありと浮かんでいた。飛び散る血飛沫ちしぶきの中で逃げまどう人々。そのうちの一人が苦しそうな顔を小太郎に向ける――放斎だった。肩をざっくりと斬られた放斎が白目をむいてこちらに倒れてきた…。
　「小太郎。すでに人を斬ったな」
　清玄の言葉に、はっとして小太郎は刀身から目を離した。
　「せ、先生…」
　背中にびっしょり汗をかいたような気分で小太郎は清玄を見詰めた。
　「わかったであろう。これが名刀の魔力というものだ」
　「先生、わたくしは――」
　「お主ほどの者でもこうなる。いわんや、ただ力だけを振り回す輩が手にすると…」
　「は、はい。肝に銘じておきます」
　「剣は心だ。その意味がわかったようだの」
　国助を納めたあと、小太郎はおのれがいかに未熟であったかを知った。まだ体が震えているような気がした。二人のやりとりを道場の隅で眺めていた源右衛門が隣に座っている源七にそっとつぶやいた。
　「親分――コタって奴は得な男だぜ。女だろうと男だろうとまわりをみな助っ人にしやがる。周りから見ると、可愛くってそのくせ心配で、どうにも放っておくことができねえ人間のようだわい…」
　それから独り言のように
　「国助か――どうやらとんでもない名刀らしいが、しかし村正だって名刀には違えねえはずだ。それがなぜ村正だけが妖刀になっちまうのか。さて、コタにこの謎が解けるかな。名刀を使いこなすか、名刀に操られるか…こいつはコタの正念場だぜ、ふふふ」
　一人にっそりと笑う源右衛門だった。
　
　夕暮れから吹き始めた風が雲を呼び、せっかく出ていた月を瞬く間に隠してしまった。
　この頃は辻斬と猫婆のせいでどこの店も早々と大戸を閉めるようになった。これまでほそぼそと商っていた蕎麦そばや茶飯ちゃめし、稲荷鮨いなりずし、ときには天麩羅てんぷらまであった屋台も弥造の一件以来、すっかり場所を変えてしまった。おかげで本所深川あたりでは深夜までわいわいと賑わっていた騒々しさがすっかり消えてしまい、ひと気のまったくない恐ろしい暗闇になっていた。
　そんな真っ暗になった六間堀の道にぼんやりと灯りがゆらめいて、提灯がひとつ、歩みにまかせてゆらゆらと進んでいく。御籾蔵おんもみぐらかどの中ハシから北六間堀町を過ぎて北ノハシにかかろうかとする。そのとき、角にある薬屋のかげから頭巾の武士が姿をあらわし、刀を抜いていきなりその提灯に斬りかかってきた。
　「あっ」
　叫んだのはお喜代だった。危うく身をかわして逃げるお喜代に代わって
　「でたな、辻斬――」
　と駆けつけた小太郎が抜刀した。頭巾の武士は狼狽し、逃げようとしたが、どっこい今度は小太郎が逃がさない。やむなく武士は小太郎に斬りかかる。それをちょいちょいとかわした小太郎の国助が一閃いっせんする。
　悪お…。
　低ちいさな悲鳴とともにたちまち武士の刀が宙に舞った。
　とたん――。
　辻斬の武士が脱兎だっとのごとく逃げ出した。
　「まちやがれ。今夜は逃がさねえぞ」
　隠れていた源七が横から出てきて呼笛よびこを吹く。張っていた誠太郎がそれっとばかりに捕り方をひきつれ正面から攻めてくる。後ろからは小太郎と源七、前からは誠太郎と捕り方に迫られ、絶体絶命に追い込まれた武士は今度も小さな露地に逃げ込もうと身を翻ひるがえし、さっと暗がりに入り込んだ。
　「野郞、また露地へ逃げるつもりだ」
　源七が急いで武士のあとを追いかける。
　――と。
　奇妙な悲鳴がした。
　えっ？源七と小太郎が顔を見合わす。
　露地から四つん這ばいになった頭巾の武士がまるで猫さながらの格好で出てくると、急に震えだしてそのまま倒れてしまったのである。
　「猫婆…」
　小太郎がいそいで露地に入ろうとするのを源七がとめる。
　「小太郎さん、あぶねえ。今は辻斬が先でさあ」
　む。小太郎もうなづく。
　その間に駆けつけた誠太郎が辻斬を抑えた。
　「源七、一番縄だ」
　へい。たちまち源七がきりりと縄を打った。
　「小太郎さん、こいつの刀はどこにあります」
　誠太郎が訊きいたので、小太郎がさきほどの場所に戻り出すと、向こうからお喜代が裾すそを乱して走ってくる。
　「小太郎さま、たいへんです」
　「お喜代どの、どうした」
　「たった今、篠崎らしい侍が落ちていた辻斬の刀を奪って逃げました」
　
　辻斬の武士は二千石の大身旗本青海忠三郎の次男、青海忠紀おうみただのりという十八歳の若者だった。
　「それじゃあ、コタ、青海家では大変な騒ぎがおきたんだろうな」
　麻布狸穴まみあなにある佃源右衛門の屋敷。いつもなら夜陰に紛れて柴折戸しおりどを開けてはいってくる小太郎であったが、このところの辻斬騒ぎで夜の写本ができなくなった。遅れた分を一気に取り戻そうと今日は朝から源右衛門のもとに来ている。しかし、源右衛門とて一連の辻斬騒ぎが気にならないはずがない。それでつい写本をしている小太郎に声をかける。小太郎も話したくてうずうずしていた。
　「ええい。しばらく写本はやめだ。まずおめえの話をとっぷりと聞こうじゃねえか」
　源右衛門の鶴の一声で小太郎が昨日までのことをちょうど話し終えたところである。
　「はい。昨日、稲田どのがその件でを聞かせてくれました」
　ほう、どんな…。源右衛門が膝小僧を抱きかかえるようにして火鉢の前に座った。小太郎もそのそばによる。もうすぐ春も終わろうというのに寒の戻りとでもいうのだろうか、今日はやたらに寒い。
　「それが青海家では、次男の忠紀はかねてより素行紊乱そこうびんらんによりすでに勘当しており、今回の辻斬とはまったく縁もゆかりもないと申し立てるばかりだったそうです」
　「ふん。大身ともなればてめえのどら息子よりもお家大事だわさ。どうせあわてて勘当扱いにしたに違いあるまいが、しかしそれにしても何だって忠紀って息子は辻斬に走っちまったんだえ」
　「それがどうやら、篠崎鞆之助のせいらしいのです」
　「おいおい、篠崎は病死じゃねえのか」
　「そう届け出たのも青海家の当主で、どうやら両国の辻斬騒ぎがあったときに後難を恐れて篠崎を屋敷から追放したそうです」
　「なんだかよくわからねえな…。忠紀と篠崎はどうつながるんでえ」
　はあ、と小太郎が言いかけたとき、裏口から源七の声がした。まあまあ、これは親分さん、と妻女ふじんのおりくが驚いて迎え入れる声がした。
　「親分かえ」
　源右衛門が火鉢から声を投げる。
　「かまうこたあねえ。さっさとあがってくれ。こう寒くっちゃ、ここを離れられねえや」
　おりくが廊下から源七を二人のいる部屋にいそいそと案内してきた。源右衛門はおりくにむかって
　「おい、今日はなんだか嬉しそうだぜ」
　「おや、そうでございますか」
　「おまえはコタや親分が来ると妙にいそいそするようだな」
　「はい。この数日間というもの、わたくしはあなたさまの苦虫ばかりを拝んで参りましたから」
　「おまえにはかなわねえな」
　と苦笑いする源右衛門の眉間には今日はどういうわけか皺一つ寄ってない。
　「馬鹿なこと言ってねえで、ええ、おい、ぼちぼち時分じゃねえのか。何か温かいものでも用意したらどうだえ？」
　「はいはい。十分に心得ておりますよ」
　とおりくは嬉しさを隠せない顔で台所に向かう。
　「刀を盗んだやつの素性がしれました」
　源七は挨拶がおわるとすぐに用件を話し出した。
　「篠崎鞆之助か」
　源右衛門が言下に応じる。源七は髷筋まげぶしに手を当てながら
　「老先生にはかないませんや。全くその通りでござんす。お喜代がやはりあれは篠崎さまに間違いないと申しまして」
　「病死だなどと嘘偽りの届け出をするとは…」
　と小太郎が憤慨する。
　「そのことでござんすが…」
　と源七が話し出した。
　
　――事の発端は青海家の当主、忠三郎に出入りの刀剣屋が名刀を持ち込んだことに始まる。
　「無銘ながらも村正だと存じます」
　と番頭が言うのを忠三郎が
　「村正ならばわが徳川家にとっては仇あだをなす刀。だが無銘となれば話は別だ」
　と刀身に息が届かぬように懐紙かいしを口に挟み、そのまま白鞘しらざやを払った。冴さえ冴えとした反そり身の刀身が忠三郎の両眼を吸い付けたかのように離そうとはしない。噂に聞く村正の光沢とはこれかと感激した忠三郎が躊躇ためらうことなく価あたいを支払ったことは言うまでもない。
　「わかっているだろうな。わしが求めたのは無銘の名刀で決して村正ではないぞ」
　徳川家が村正を忌み嫌うのは、家康の命を狙った者がことごとく村正を使ったからである。それ以来、この名刀は〔呪われた刀〕として、その銘を刻むことさえ禁じられてきたのである。禁じられればますます欲しくなるのが人の欲というもので、特に刀剣に目のない武士たちにとって村正は垂涎すいぜんの的となっていた。
　秀でた剣技の持ち主には一本の名刀だけで十分なのだが、すでに刀剣は芸術品と化し、蒐集するだけで腕など磨こうともしない侍がうじょうじょとわが物顔で闊歩していた頃だ。
　海の外が騒がしくなってきたといってもまだまだ太平の世である。
　――青海忠三郎もそのような武士の一人であった。
　忠三郎は刀の目利きはできても腕はからっきしだめという、まるで当時の旗本の典型のような武士であった。
　鍔つばがつき、拵こしらえができて鞘さやに納まった姿の〔村正〕が桐の箱のなかに姿を見せたとき、どういうわけか忠三郎にむらむらとした気持ちが湧いてきた。それは掘っていた井戸の底から水が浸みだしてくるような、いやもっと露骨に言えば忘れてかけていた性の衝動が若い女の白い脹ふくら脛はぎを見たとたんに起きてくるような気持ちだったと言ってよい。
　忠三郎にはこの刀で人を斬り、その切れ味を試したいという気持ちをもはや抑えることができなくなっていた。だがそれと同時に、自らにそのような腕がないこともよくわかっていた。
　このいらいらした気分は村正を抜いたときいっそう盛んになり、思わず庭前の竹に刃をむけた。　――が、間一髪のところで、忠三郎の蒐集家としての美意識が竹を斬ることを押しとどめた。
　刃こぼれした村正を見たくなかったからである。素人にちかい自分が竹に刃を振るえば、斬れないどころではなく、刃こぼれは間違いない。下手をすればそれこそ刀を折りかねない。
　そこで白羽の矢が中あたったのが屋敷内の長屋に住んでいた篠崎鞆之助しのざきとものすけである。
　鞆之助は矢庭念流の免許皆伝だという。
　これこそ天が授けた人物ではないか――忠三郎の心は雀躍じゃくやくした。
　村正を手にした鞆之助は〈主命〉とばかりに両国界隈で次々に人を斬殺したのである。
　鞆之助が人を斬ったのはこれが初めてというわけではない。随分前に、賭場のいざこざでやくざな小者を斬ったことがあった。だがそれがもとで鞆之助の刀は折れてしまったのである。以来、腰に差すのは金張りの竹光に代わったが鞆之助ほどの腕になればそれで十分だった。竹光であろうとも皮膚を切り裂き、腕の筋を切るなどは簡単に出来たからである。
　――だが今夜は違う。
　鞆之助が腰に差しているのは〔村正〕である。竹光と異なり、ずっしりとした重みが久々に武士であることを思い出させた。
　「ちょいと、遊んでかない？」
　手拭てぬぐいを頭にかけ、茣蓙ござを抱えた女が闇苅くらがりから声をかける。
　「よかろう」
　ふふ…とほくそ笑んだ鞆之助の手が自然に鯉口こいぐちにかかる。
　「こっちだよ…」
　と手招きする女に、突然、走り寄った鞆之助が無言のまま抜刀した。凄まじい悲鳴が柳原土手に響いたときにはもうその姿は闇の中に消えていた。
　次の夜は通りかかった〔豆蔵まめぞう〕だった。豆蔵とは、昼間ならば通行人が空中に投げ上げた穴あき銭を串一本で受け止めるという妙技を披露する大道芸人である。それくらいだから身も軽く、殺気を感じたとたんに逃げることなどはお手のもののはずなのに、どういうわけか見事なほどの斬口を残して殺されていた。
　三日目の夜は乞食だった。逃げようとしたところを後からばっさりとやられていた。
　そしてこの頃から辻斬の噂が江戸中に拡がっていったのである。
　だが鞆之助が辻斬をやめる気配はまったくない。噂が拡がるにつれ、篠崎鞆之助は大声でこう叫びたくなった。
　「辻斬はおれだ。この篠崎鞆之助が斬っているのだ」
　鞆之助は回を重ねるごとにおのれの腕の冴さえに快感を感じるようになった。そのたびに村正はますます冴え渡り、飛沫しぶきとなった血は小気味がいいほどに飛び散った。
　だが、噂で恐ろしくなったのは依頼者の青海忠三郎のほうである。
　「もうよい。篠崎、大儀たいぎであった。村正の切れ味は十分にわかった。辻斬はやめじゃ」
　小心者の忠三郎は篠崎から村正を取り上げると、万一を考え、〔篠崎病死〕の届けを目付まで提出さえしたのであった。
　それ以来、篠崎鞆之助は名を変え、青海家から拝領の五十両を懐にしばらくは江戸を離れる手はずになっていたのだが、ここに大きな齟齬そごが二つ生じた。
　その一つめは、忠三郎の次男、忠紀が〈後学のため〉と称し、鞆之助の辻斬について行ったことである。
　忠紀は目の前で血しぶきを上げて死んでいく人間を見て全身が粟あわ立つような興奮を覚えた。武士とは名ばかりの、太平の逸民いつみんであった若者はこの時初めてぞくぞくするような生き方を知ったのであった。
　二つめはもっと深刻だった。
　鞆之助自身が〔村正〕の魅力に溺れていったのである。
　主の青海忠三郎が村正を取り上げ、病死届けまでだして事件の隠蔽いんぺいを図ろうとした時には、もはや鞆之助の心も体も村正から離れられなくなっていたのであった。
　この二つが結びついたとき――。
　忠紀は父親の刀を持ち出しては夜な夜な徘徊し、斬るべき相手を探すようになった。その相手は女でなければならない。男は逃げ足が速いし、武士はまかり間違えばこちらがやられるかもしれないからである。そして、その忠紀をずっと尾つけ回していたのが鞆之助であった。鞆之助は忠紀を殺して必ず村正を手に入れんとの強い決意をもっていた。
　「それではまた辻斬が起きるかもしれないと…」
　驚く小太郎に、源七は
　「起きるどころではござんせん。お奉行所のお調べでは忠紀が斬ったのは放斎だけで、二番目の喜代治はあのとおり小太郎さんが邪魔しましたからね」
　「では梅次は誰が斬ったんだ…」
　「忠紀でないとすれば残るは鞆之助でんしょ」
　「しかし、いやしくも矢庭念流の使い手が、あのようなぶざまな殺し方をするとは思えんが…」
　と小太郎が腕を組むと、源右衛門が急に小太郎の頭を軽くぽかっと叩いた。
　「コタ。おめえの刀を切り落としたのはどなたさまだったけなあ」
　「せ、せん…あ、それでは篠崎鞆之助も貧乏御家人…」
　口をぽかんと開けたままの小太郎に源右衛門が
　「そうよ。清玄先生は偉えお人だぜ。ええ、貧乏御家人のもつ刀など所詮この程度だとな。そうよなあ、かりに家伝の宝刀があったところで喰えねえんじゃ宝の持ち腐れよ。どうせ質屋の蔵の中だわさ。コタ、おめえだって何とか体裁ていさいのつく刀でやりくりしてたんじゃなかったのかえ。道場の師範代でさえこれだ。いわんやせいぜい町の破落戸ごろつきどもの用心棒でしか刀を使わねえやつがまともな刀を持っているはずがねえ。鮪まぐろ包丁よりも切れねえなまくら同然の刀さ。それに、おいら、死んだ梅次の背中を調べたが、そりゃあひどい切り傷の数だったぜ。よほど切れねえ刀…もしかしたら竹光だったかもしれねえ」
　「老先生。いくらなんでも…竹光じゃあ人は斬れねえでござんしょ？」
　と源七が笑う。すると小太郎が真剣な面持ちで
　「いや、親分。そうとばかりはいえない。割竹で皮膚を傷つけるってのは日常でもよくあることだ。それが清玄先生くらいの名人になればたとえ竹光であろうとも人を殺すことなど簡単にできよう。げんにこのおれなどは、清玄先生が刃引きの刀で砂の詰まった竹をすぱっと斬られるという凄まじい稽古を見せて貰ったことがある…」
　「するってえと、鞆之助は剣の達人で…」
　「うむ。達人かどうかはともかく、強いには強い。しかし腑に落ちないのは、あれほどの太刀数が必要だったのかということだ。あれほどの腕なら手数はそれほど要らないはず…。梅次の傷を見る限り、これでもかと言わぬばかりの狂ったような残忍さが伝わってくるのだ」
　「だが今度は違うぞ、コタ。何と言っても待望の村正が手に入ったんだ。やつの腕が冴え渡るぜ」
　源右衛門が心配そうにつぶやく。
　「大丈夫です。わたしにも国助が――清玄先生から拝領した〔藤原国助〕の名刀があります」
　うむ、と源右衛門は力強く頷いたが、すぐに鋭い目つきで
　「おい、村正だって名刀だぜ。それなのに村正を手にした奴だけがなぜこうもおかしくなるのか、コタ、お前、ここんとこ分かっているんだろうな」
　「はい」
　小太郎がきっぱりと答える。
　「お、わかってるのか――」
　意外な返辞にびっくりした源右衛門に、小太郎は目を輝かせて答える。
　「先生。名刀といえども刀は所詮は物に過ぎません。それを使うのは人です。人の心が狂っていれば刀も狂った働きをいたします」
　源右衛門の開きかけた口が一瞬とまる。こ、こいつ…。源右衛門は言葉をのみこんだ。
　「先生。わたくしはこれまで自分がなんのために蘭学をやりたいのか、それが今ひとつはっきりいたしませんでした。ただ自分の行末にどうしようもない焦りを覚えて先生のお屋敷をお訪ねした気がいたします。しかし、辻斬りに出会った時にはっきりわかったのです。わたくしの蘭学はおのれの正気フェルスタンドをたもつための修行だと思います」
　きっぱりと断言する小太郎に、源右衛門は
　（この野郞…ほんとに鹿になりやがったわい）
　と思うと、急に嬉しさがこみ上げてきて、小太郎の背中をどんと叩いた。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（六）
　辻斬の話も猫婆の噂もこの十数日、どういうわけかすっかり途絶えている。
　そうなると出かけたくても猫婆のために出足を止められ、うずうずしていた人々は鬱憤うっぷんを晴らすのはこの時とばかりに、今までの恐怖感はどこへやら花片はなびらを落としはじめた桜を追って遅まきながらも向島や飛鳥山へとこぞって繰り出してきた。
　鈴乃家の女将おかみおさきも、
　「毎年出かける隅田川堤つつみの桜を今年に限って見ないというほうはない。たとえ散りかけていようとも、毎年楽しませてもらっている桜じゃないか。見に行ってあげるのが深川芸者の心意気ってものさ」
　とばかりに喜代治らに命じ、明日は朝から着飾り、お重や角樽つのだる、それに商売道具の三味線を下女や下男に持たせ、屋根船を雇って分乗し、のんびりと長命寺近くまで行ったら、そこから白髭しらひげ明神まで桜の下をゆっくりと歩いていこう、と話した。
　「…どうしてもあっしと小太郎さんは欠かせねえと言われましてね」
　と源七が髷まげに手をやる。
　「わたしがまたどうして…」
　狸穴の源右衛門の屋敷で写本をしていた小太郎は目を丸くして、夜だというのにわざわざ尋ねてきた源七の顔をまじまじと見つめた。
　「たかが花見ではないか。わたしはそれほど花見には興味がない。楽しみたい人が楽しめばいいだけのことだ」
　「それはそうなんですがね…ほれ、例の辻斬騒ぎでいろいろありやしたからね。女将にしてみればいわばお礼もかねてと言いてえのでしょうが、その本音は用心のため――」
　「用心棒か…」
　この時、そばで聞いていた源右衛門がもはや堪忍できないという声で
　「親分。かまうことあねえ。さいわい明日は玄心館の稽古もねえはずだ。とっとと連れてってくれ」
　驚いたのは源七である。てっきり反対されるとばかり思っていたからだ。
　「へ、老先生…。よろしいんで？」
　「あたりめえだ。こんなに鈍いやつは大川にでも落として一度ふやかしてから向島へ連れてったがいいぜ」
　と、にやにやと源七に笑う。源七は
　「じゃ、小太郎さん。もう観念してくださいな。何と言っても老先生がああおっしゃるんですから」
　源七はそう言うと、もう立ち上がろうとする。
　「おい、コタ。今夜はここまでだ。親分と一緒に帰りな。今からだったら木戸にも間に合うだろう」
　どういうわけか源右衛門が珍しく本を閉じた。江戸の木戸は亥いの刻（午後十時）に閉じる。
　「しかし今夜は夜通し写本をするつもりでしたが――」
　すると源右衛門は首のところに手を当てながら
　「おいらも年だねえ…。ここのところ無理がたたったらしいや。なにしろ今夜はこれまでだ。へん、おいらもたまには昔の小町と差しつ差されつ寝酒を楽しむつもりだよ」
　「はい。奥様とですね」
　ばかめ、と源右衛門は目で笑った。
　狸穴まみあなを出た小太郎と源七は歩みを進めているうちに話題は自然と篠崎鞆之助になった。
　「あれ以来、姿を見せぬというではないか」
　「へい。どこに消えてしまったのでしょうねえ」
　「お喜代によれば、落ちていた村正を盗とっていったというが、鞘さやはどうしたのだろう」
　「鞘――でござんすか」
　「そうだ。鞘がなければ歩くことさえできまい」
　「青海忠紀さまが捕まったときにはお腰には鞘だけしかありませんでしたぜ」
　「そうだとすれば、篠崎が動かないのは鞘を作らせているからだということになるぞ」
　「ちげえねえ。さっそく明日にでも下っぴきのやつらに鞘職人をまわらせましょう」
　健脚の二人である。二葉町から新町に抜け、汐留橋を渡って鉄砲洲稲荷まで出て、そこからぶらぶらと松平屋敷の越前堀沿いに南新堀町を横切り、豊海橋とよみはしまで行った。と、そこの番家の障子が開いて、淡い光が外に漏れている。
　「あれ、稲田の旦那じゃござんせんか」
　膝隠しの衝立ついたての後ろで稲田誠太郎が難しい顔をして腕組みをしている。見つけた源七が格子柵こうしさくの外から声をかけた。隣町との境になる木戸を間に、木戸番屋と向かい合った自身番屋には、お上のご用を承うけたまわる格式からか、大きさが九尺二間もあり、表には腰高障子の引違えが二枚ある。一枚に自身番、もう一枚には町名が筆太に書かれ、入口の柱に短冊形の柱行灯はしらあんどんがかけてあるのが普通だ。障子の前に三尺張り出しの式台があるが、式台とは名ばかりで定廻じょうまわり同心がちょいと腰をかける縁側みたいなものだ。その式台の前面、三尺通りに玉砂利の白州しらすがあり、さらにそのまわりを格子状の駒つなぎ柵が取り囲んでいた。
　その外から声をかけたのである。
　「おう、源七か――小太郎さんも。ちょうどよかった」
　突然声をかけられた誠太郎は地獄に仏と、ほっとした顔に変わった。
　「こんなに遅く、何がありました」
　小太郎が訊くと、誠太郎はあばたの顔を強ばらせて
　「出たんだよ。また辻斬が…まあ見てくれ」
　と白州の上の菰こもを指さした。戸板の上に寝かされた死体の上に菰が掛けられている。
　「宮島町の栄稲荷のそばでばっさりやられていた」
　「だ、旦那…栄稲荷って。その向かいは――八丁堀ですぜ」
　「おうよ。八丁堀もなめられたもんさ」
　「傷口を見てもいいかな」
　小太郎の言葉に誠太郎も
　「それを見て貰おうとずっとあんたを捜してたんだよ」
　斬られたのはどこかの手代らしい若者だったが、あまりにも無惨な死体だった。真っ向唐竹割からたけわりと言ってもよさそうなほどの見事な斬り口である。血は拭ぬぐわれていたが、顔は真っ二つに割れていた。
　小太郎は唸うなった。
　「ひどいもんでしょう。しかも今度は懐から財布までなくなっている」
　横から説明する誠太郎が眉を顰ひそめる。
　「腕の立つ者が村正を使うとこうなるのか…」
　小太郎は鳥肌が粟あわ立つような身震いを感じた。同時に人に正気を失わせる魅力を持つ名刀の恐ろしさに身の竦すくむ思いがした。
　（佃先生には偉そうなことを言ったが…おれは本当に正気を保てるだろうか）
　小太郎の背筋が、瞬間、ぶるっと震えた。それからもう一度、斬り口を見なおして
　「親分。篠崎鞆之助にはどうやら鞘を新しくつくる必要はなかったようだな…」
　と洩らす。
　「どういうことで」
　身を乗り出す源七に、小太郎は怒りを抑えながら
　「狡ずるがしこいやつだ。どうやら村正の試し切りを頼まれたときにすでに鞘を作っていたようだな。初めから刀だけ盗むつもりだったらしいや。あいつは村正に魂を奪われた殺人鬼だ」
　そうこうしているうちに、この辺りを縄張りとする岡っ引きの吉蔵が手下を引き連れてやって来た。もう五十をこえた温厚な人柄で〔弁天湯〕という湯屋が本業なので、本拠ところでは〔弁天の吉蔵〕と呼ばれている。
　吉蔵は源七を見ると
　「おう、唐辛子の親分じゃねえか。また辻斬だぜ」
　と挨拶をした後、誠太郎に
　「旦那、わかりました。この男は三笠町の上総かずさ屋の手代で茂吉ってやつでした。なんでも本所にすむ酒井というお旗本の屋敷に品物を届けに行ったきり帰ってこないので店のほうでもやきもきしていたらしく、すぐに引き取りに来るそうです」
　三笠町の上総屋…。小太郎の耳がぴくっと動く。徳三の出入りの店じゃないか。
　「おう、ご苦労だったな。こんなに遅くちゃお店たなの方も大変だろう」
　誠太郎は手のひらで首筋をぽんぽんと叩きながら
　「吉蔵も源七も大変だろうが早いとこ辻斬をお縄にしねえとまだまだ被害がつづきそうだぜ。小太郎さんに言わせりゃあ人殺しを楽しみにしている外道げどうだとよ」
　へい、と二人の岡っ引きが頭を下げた。
　翌日。
　ゆるやかな春の光のそそぐ大川をゆっくりと上ってきた屋根船が長命寺近くの船着場に着くと、待ちかまえていたように鈴乃家の下男がまず板桟橋いたさんばしの上におりた。それから後に続くおさきに手を添え、板の上におりるのを手伝う。三味線をもった女中や角樽つのだるを持った下男が続き、最後に明るいお喋りをしながら芸者衆がおりてきた。その時にはもう女将のおさきは、徒歩で先に来ていた源七と小太郎が船着き場まで下りて来るのを見つけ、そちらに向かって何度も頭を下げていた。
　「小太郎さん。ほれ、喜代治がよんでますぜ」
　源七がにやにやと舟の方を指さした。見れば、最後に舟に残ったお喜代がすぐ向かいに小太郎を見つけて手を小さく振った。そのとたん、ちょっと体勢を崩してよろよろと倒れかけたが、すぐさま舟のそばまで駆け寄った小太郎がお喜代の手を取り、何事もなく板の上に下ろさせた。お喜代の顔がぽうっと赤くなった。
　「あら、姐ねえさんったら」
　傍輩ほうばいの芸妓がふふふと袖で口を隠す。
　やいのやいのと言いながら隅田川堤に繰り出した一行は、もう散るばかりになった満開の桜の下を嬌声とも歓声ともつかぬ騒がしさで白髭明神に向かう。
　「おかあさん、ご覧くださいまし。桜のなんと見事なこと…」
　「ほんとだねえ。やっぱり毎年こなくっちゃねえ」
　そんな中で喜代治の周りだけは
　「きっと姐さんは小太郎さんを好よいとお思いなんでしょう」
　「ごちそうさま。喜代治姐ねえさん、なにかおごってくださいな」
　とわいわいからかうのに、お喜代はただただうつむいて微笑ほほえむばかり。心の底から楽しめないのはやはり無惨に殺された梅次のことがあるからだった。
　（…きっとおかあさんも同じ思いに違いない。だから無理にもこうやって賑やかに騒ごうというお気持ちなんだろう）
　そう思って、お喜代が女将おかみのおさきの方に目を遣やると、ちょうど下男が声を掛けたところだった。
　「女将おかみさん、明神様が見えて参りました。あの辺りに敷物をお展ひきしましょうか」
　「そうだねえ。神様に粗相そそうがあっちゃいけないからね。まさか境内けいだいというわけにはいくまいよ。お詣りをしたらその近くの堤つつみの上でということにしようじゃないか」
　ということで、まずは明神様にお詣りをすませると、さっそく見晴らしのよい川沿いの堤に敷物を展ひろげ、あとはお決まりの飲めや歌えの騒ぎになった。三味線は鳴る、かっぽれはでるわで、なんといっても芸を売るのが商売だけにその粋なことは格別で、ほかの花見客までが覗きに来るほどである。ともかくも群を抜く目立つぶりであった。源七と小太郎も何かやれと催促を受けたが源七が
　「ご冗談でしょう。ご本職の皆さまにお見せするものなんてありやしませんよ」
　と上手に断ったのでそれ以上の無理強いはされない。
　八ッすぎになると日も陰ってきたので、おさきが
　「さあて、ぼちぼち戻りましょうか」
　と立ち上がった。それを合図に女中や下男が荷物を片づけはじめ、微酔ほろよい機嫌の連中がまたぞろぞろと船着き場に歩き始めたとき――白髭明神のほうで悲鳴が上がった。　
　源七が振り向くと、何かに追われたように花見客が大勢、血相を変えてとこちらに逃げてくる。
　「なんでえ、何が起きたんだ」
　源七が叫んだとき、遙か後方で絶叫と同時に血煙があがった。
　小太郎が走った。
　源七も走る。
　「そんな…」
　神社の前は目を背けたくなるほどの光景だった。三十過ぎと思われる痩せて背の高い侍が目を血走らせ、逃げまどう人々を無表情な白面で手当たり次第に斬りまくっているのだ。そして時々、懐紙で刀を拭うと、そのたびにまるで刀に話しかけるように
　「斬れる…」
と満足げに微笑ほほえむのである。それがまたぞっとするような冷たい笑いなのだ。
　悲鳴を上げてまた一人、逃げ遅れた幇間ほうかんらしき男の背から血飛沫ちしぶきがあがった。
　懐紙を使い果たした男は今度は着物の袖で拭きだした。
　男がふと目を上げたときだった。
　逃げまどう人の群れが二つに割れ、花見を終え戻りかけている芸者たちの姿が現れた。
　突然、一番後ろを女中たちと逃げている芸者の姿が男の目に入った。
　「…喜代治」
　武士の口の端から女の名前が漏れた。そのとたん、青海忠三郎のお供で遊んだお座敷でこの芸者から軽くあしらわれた時の記憶がよみがえったのであった――。
　
　「おやめください」
　と喜代治が叫んだ。それでも喜代治の手を握ったまま、男は執拗に女にからみつく。堪りかねた喜代治が男の手にがぶりと齧かじりついた。
　「あうっ」
　思わず手をはなした男は、真っ赤になって
　「きさま、武士の手を囓るとは無礼千万」
　と刀に手を掛ける。すると喜代治が
　「何が武士だい。喜代治姐さんを舐なめるんじゃないよ」
　と威勢のいい啖呵たんかをきったから、侍はますます興奮する。あいだに入った幇間たいこもちや傍輩ほうばいがまあまあと座を取り持ち、あげくは主人の青海までがほとほと呆れて
　「そのくらいでよかろう、篠崎」
　と声をかけたので男はしぶしぶ席に戻ったのであった。
　
　その時の光景を思い出した篠崎鞆之助に激しい羞恥心しゅうちしんが強い憤怒ふんぬとなって火を噴いた。頭の中が真っ白になり、気づいたら刀を上に、声を上げて喜代治に向かっていた。
　――と。
　つっと小太郎が半身になり、お喜代を背に立ちはだかった。
　それからゆっくりと刀を抜いた。
　鞆之助のからだが、この時、動物的に反応した。突然、走るのをやめると、あげていた刀を下におろした。それからすり足で小太郎に間合いを詰めはじめたのである。
　小太郎は動かず、ゆっくりと八相に構える。
　「きさま、邪魔する気だな…」
　鞆之助の声はあれだけ動いたにもかかわらず、息一つ切れていない。小太郎はこの男がそうとうの腕だと感じた。
　「お主、自分が何をしているのかわかっているのか」
　凛りんとした小太郎の声に、鞆之助はひきつった顔に目を血走らせ
　「言うな。俺はもはやこの世にはいない人間だ。いかに腕があろうとも、所詮しょせんこの世ではうだつの上がらぬ身分よ。だがこの村正だけは俺を裏切らなかった。こいつは腕の良し悪しで斬れ味がまるで違う。ふふふ、お前もこのように斬れる刀を持てば少しはおれの気持ちがわかろうというものよ」
　と呟くが早いか、いきなり袈裟懸けさがけに斬り込んできた。小太郎が前に出る。銘刀国助がその刃を確しっかと受けとめた。これまでとは違う意外な手応えに鞆之助が一瞬たじろいだ。辻斬のようには簡単ではない。鞆之助にたちまち焦りがが生じた。
　「お、おのれ」
　逆上した鞆之助はこともあろうに青眼のままつっこんできた。
　「村正敗れたり」
　そう叫んだ小太郎の体が横に開いた。
　（先生…）
　小太郎の脳裏に清玄の微笑む顔が浮かんだ…。
　――その瞬間。
　悲鳴とともに篠崎鞆之助の利き腕が刀を握りしめた手首ごと宙を飛び、三間ほど彼方かなたに飛んだ。
　「やろう――」
　すかさず源七が鞆之助に飛びつき、返り血で血まみれになりながら縛り上げると、あわてて手ぬぐいで篠崎鞆之助の血止めをしながら叫んだ。
　「ここで死なせてたまるかってんだ。こいつだけはお上の手で獄門台にあげてえんだからな」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（七）
　下谷清玄は源七の話す隅田川堤の辻斬騒ぎを身を乗りだして聞いていたが、篠崎鞆之助の村正を小太郎がしっかと受け止めた段になると思わずぽんと膝を打つ。同席している小太郎は面映おもはゆいばかりだ。ひとり離れてちびちびと酒を飲んでいた源右衛門はこの時ぎょろりと小太郎を見た。
　「やはりな。あの銘刀に打ち勝つには国助程度の業物わざものでなければな」
　と清玄が一人ほくそ笑む。どうやら清玄にはあの場にいなくても鞆之助と小太郎の遣り取りが手に取るように分かるらしい。
　「大先生。あっしはそこのところがいまいち分からねえんですが、お刀の違いでそんなに剣術やっとうの仕方が変わるんで…」
　源七が髷節に手をやる。
　「おお、変わるとも」
　と清玄が嬉しそうに笑う。
　「伊勢村正や五郎入道正宗などはそれこそ戦国乱世を生き抜いてきた生え抜きの銘刀じゃ。いわば刀剣の古典、名品と言ってもよいだろう。それだけにこの頃打たれた刀とはおのずからその質が違うと言ってもよいだろう」
　「わかりませんよ、そんなむつかしい話…」
　源七があわてて手を振った。
　「ははは。これは悪かった。つまり村正は実践向きに作られた刀じゃから折れにくいのだ。それに比べてこの頃できた刀など姿や形はよいが、恐らく人一人斬れば刃がぼろぼろになってしまうほど脆もろくなっている」
　ああ、それで…、と小太郎はあらためて目を見張った。村正を国助で受けたときにはむしろ村正をはじき返したように感じたからである。以前に自分の刀がいとも簡単に折れたのは腕の違いばかりではなく、刀そのものにも質の違いがあったことを改めて実感したのであった。
　「すると何かえ…その辻斬野郞は村正を手に、人を大根みてえに斬りまくっていたというわけか。それにしても村正ってのはそんなに斬れるものかえ」
　遠くから源右衛門が声を投げた。
　「さよう、よう斬れまする――」
　それについてはこのような逸話がありますぞ、と清玄が語り出した。
　正宗と村正は師弟であった。弟子の村正の刀作りの姿勢を案じた正宗がある日、村正を連れて小川の側にたった。そこで流れてくる水に自分の打った刀と村正の刀とを刺したという。正宗の刃にあたる水はきれいに二つに分かれ、流れてきた木の葉も刀をよけるように逸それていったのであるが、村正の刃にはまるで木の葉が吸い寄せられたようにあたり、それがすっと二つに分かれたという。
　師の正宗が
　「刀とは斬れるばかりではないはず」
　とたしなめると、村正は不遜にも
　「村正の刀は斬れるだけで十分でございます」
　と答えたそうな…。
　「へえ、するってえと村正が妖刀だって騒ぐのはそういういきさつがあったからで」
　思わず声を出した源七に清玄が笑いながら
　「いや、親分。この話は作り話だ。五郎入道正宗は鎌倉時代、伊勢千子いせせんこ村正は室町時代の刀鍛冶だ。そんな二人が師弟になるのがおかしい。つまりは銘刀につきものの伝説だ」
　やれやれ、どうにも剣家の話は幽玄すぎて最後ははぐらかされるわい、と一人で居るのが我慢できなくなった源右衛門が苦笑しつつ徳利と猪口ちょこを持って皆のいる場所までやってきた。
　「辻斬は終わっても猫婆はまだがんばってるぜ」
　源右衛門がぼそっという。
　「老先生。そのことで困ってるんでさあ」
　源七がまた髷節に手をやる。
　「辻斬の場合は人殺しだから捕まえるのが当たり前なんですがね。さて猫婆の場合は…捕らえる理由がどうにも曖昧なんで」
　「ふむ。ただ歩いているだけで捕まえるわけにもいくまいからな」
　と源右衛門。
　「そうなんで。猫婆にあった連中がいくら酷ひどい目にあったからといっても、そいつは偶然だともいえますしね」
　「それはそうだ。よくよく調べてみると、猫婆にであっても瘧おこりもひきつけも起こさないのだっているそうだ」
　と小太郎も同意する。すると清玄がぽつり、
　「…だが泰斗たいと流の連中をどうするつもりかな。かれらは猫婆の命を狙ってるぞ」
　「要するに、だ――」
　と源右衛門がさっさと話をまとめはじめた。
　「おいらは学問的にだ、いいかここが大事だぞ、学問として猫婆に睨まれたらなぜ瘧おこりが起こるのかを知りてえだけだ。泰斗流なんて物騒な輩は清玄さんとコタにおまかせだ」
　「するってえと、猫婆を生きたまま捕らえてご検分なさるって寸法でござんすね」
　源七の言葉に源右衛門は黙って頷く。
　「決まりだ。佃先生の意を挺ていして猫婆をまず泰斗流から守るとするを第一義としようではないか」
　ぽんと清玄がおのれの膝を打つ。
　「守るったって…あの婆さん、どこにいるんですかねえ」
　源七が頭を抱えた。
　
　ところが猫婆の行方は意外なところからわかった。
　永代橋を越えた東がわを源七が縄張りとするのに対して、橋の西から南にある南新堀、浜町あたりを縄張りとする弁天の吉蔵があたふたと朝一番で源七の家にやってきた。
　「おや弁天の親分じゃござんせんか。こんなところにお珍しい。何の御用で」
　商売物の唐辛子を笊ざるに入れ、店に並べ始めていた源七の手が止まった。
　「唐辛子の。こんなところで商売物を並べてる暇はねえ。すぐに豊海橋に来てくれ」
　岡っ引き同士である。何も言わなくてもぴんとくる。
「がってんだ。話は道々うかがうぜ」
　言うが早いか、源七は奥から十手を持ってきて懐にしまうと、店の者に
　「おう、御用で出かけるからな」
　と声を残す。おかみのお玉があわてて出てきて
　「おまいさん、何かあったときに遅れを取っちゃあ恥だよ」
　と、銭のたっぷり入った巾着きんちゃくを急いで手渡した。
　源七は吉蔵に導かれて豊海橋の番屋へと急いだ。
　「よくできたかみさんじゃねえか」
　みちみち、吉蔵がひやかすと、
　「てやんでえ、おれがもらわねえと行き場のねえお多福よ。そんなことよりも事件は何でえ」
　「猫婆だ。猫婆が倒れていたんだ」
　「なんだと。猫婆が？」
　「ともかく来てくれ」
　番屋には家主二人のほか番人一人、店番二人を置くのが常例であるが、今日は特別というわけで家主一人と番人だけがいて、かわりに同心の稲田誠太郎が火鉢の前で番茶を飲んでいる。
　「旦那、お手数をおかけいたしやす。猫婆が倒れたってのは本当で？」
　源七の声に
　「おう、呼び出してすまねえな」
　と誠太郎は元気だがどこかのんびりした声だ。源七があせって尋ねる。
　「で、婆さんはどちらに」
　誠太郎は頤をしゃくって奥を示した。
　奥にある三帖の板の間に猫婆は町役人が運び込んだ粗末な布団にくるまって横になっていた。
　「旦那、いったいどういうことでこうなったんで…」
　面食らう源七に、あばた面の誠太郎は
　「吉蔵にも聞いたろうが、昨夜遅く富島町あたりで猫婆が得体の知れねえ侍たちに襲われたらしいのだが――」
　 ええっ、と源七の開いた口がふさがらない。
　「だ、旦那。そりゃあ逆じゃござんせんか。これまでは猫婆に襲われたって話ばかりだったんですぜ」
　昨夜、暮れの五つから四つにかけてのことだという。
　寝静まった大通りを歩いていた猫婆が突然現れた数人の武士に取り囲まれ、斬られそうになった。ところがそこを通りかかった駕籠かご屋がいち早くこれに気づき、大声で
　「辻斬だあ」
　と叫んだという。ついこの前まで辻斬騒ぎで夜もろくろく歩けなかった者にしてみればまたぞろ辻斬かと大騒ぎになり、町内のあちこちから火消しや鳶とび衆が手に手に棒や鳶口とびぐちをもって集まったから襲ってきた侍たちもたまらない。逃げるようにその場を立ち去ったという。それで倒れている婆さんを助けようと近づくと、これがどうも噂に聞いた猫婆そっくりだというのでまた大騒ぎになり、だれも手を出そうとはしない。
　すると――
　「なんだねえ、意気地のない」
　と辻駕籠つじかごの中から現れたのが喜代治だった。
　「喜代治って、あの鈴之家の」
　鳩が豆鉄砲を食らった顔で源七が訊く。
　「そうよ。その喜代治が血だらけの猫婆をここまでつれてきたんだぜ。喜代治といやあ先だっての辻斬騒ぎで唐辛子のにも縁があらあな。だからこうやってきて貰ったのよ」
　と吉蔵が得意そうに話す。
　「そりゃどうも」
　ぺこりと源七が頭を下げた。
　「だけどこいつはすぐに小太郎さんにもしらせねえと…」
　「おっと、そこに抜かりがあるわけねえ。今頃は小太郎さんにも狸穴まみあなの老先生にもこちらに向かっていなさることだろうよ」
　 そういうと誠太郎はともかく早く来て貰いたいのだと本音を漏らす。
　「考えても見ろ。婆さんが目を覚ましたらわれらはどう扱えばよいのだ。下手をすればこちらが猫になるのだぞ…」
　たしかに、と源七もうなずく。辻斬の青海忠紀を追いかけたとき、路地に逃げ込んだ忠紀が猫のような仕草をしたかと思うと突然体中をぶるぶると痙攣けいれんさせたのは、明らかに猫婆にであったからだとはっきりしている。あの時、猫婆を追おうとした小太郎を源七が必死になって止めたのも或いは猫婆への底知れぬ恐怖心があったからかもしれない。
　「それにしても、よく喜代治に猫患わずらいが起きなかったものでござんすね」
　源七が感心すると、吉蔵も首をひねって
　「それどころか婆さんのほうから喜代治に抱かれにいったそうだぜ」
　そうこうしているうちに小太郎たちがやってきた。
　「お待ちしておりましたぞ、佃先生に小太郎さん」
　と誠太郎が相好を崩したとき、もう一人の人影がにゅっと顔を出した。
　「これはまた珍しい。下谷先生とは」
　「なあに、佃先生から珍しいものをお見せするから是非にと誘われましてな」
　清玄の言葉に誠太郎は、ただ何度も首を縦にするばかりである。
　「それで猫婆はどこだえ」
　源右衛門が目で誠太郎に尋ねる。
　「はあ、奥の三帖で寝かせてあります。傷はさほど深くはないと思いますが、ずっと魘うなされておりまして」
　「医者には診せたのか」
　「すぐそばが八丁堀ですから。ところが医者が怖がりまして…とりあえず血止めだけはしたそうですが」
　八丁堀には与力が三百坪、同心が百坪の屋敷をそれぞれが構えている。なかには屋敷内の土地に借家を建てている者もいたが、借主のほとんどが医者だというので、八丁堀七不思議の一つに挙げられているほどであった。
　「情けない奴らだ。医は仁術とはもはや昔のことらしいな。どれ…」
　と源右衛門が式台を上がって奥にはいろうとする。誠太郎がびっくりして
　「先生、なにをなさるおつもりで…」
　「怪我けがを治すんだよ。おれはこう見えても医者だぜ。しかも折り紙付きの馬医者よ。猫が怖くて馬が治せるかって言うんだよ」
　と言うが早いか、さっさと奥の腰高障子を開けて中に入った。小太郎もあわててその後に続いた。清玄もつられるように中へ入る。
　「おい、婆さん。大丈夫かえ」
　源右衛門の言葉に猫婆が苦しそうに小さく首をまわした。
　「心配するな、おいらは医者だ。気をしっかり持つんだぜ。今から治すからな」
　猫婆は声にもならぬ声でうんうんと低く答えるばかりだ。源右衛門は傷口を診て、呆れたように
　「なんだい、この血止めは…。辛うじて止まったってやつだな。八丁堀の医者には藪が多いというがどうやら本当らしいな」
　と悪態をついたあと懐から紙袋を出した。
　「いいかよく見てろ。薬とはこういうものを言うんだ」
　というが早いか、中に入っている粉薬をぱらぱらと振りかけた。しばらくすると猫婆の魘うなされっぱなしだった声がとぎれとぎれになり、やがて軽い寝息に変わっていった。
　「先生、それはなんというお薬でありますか」
　びっくりして小太郎が訊いた。
　「らちもねえ。漢方でこれだけ効くのは王不留行散おうふるぎょうさんしかねえよ。それにおいらが阿蘭陀の薬をちょいと混ぜたものさ」
　〔王不留行散おうふるぎょうさん〕は刀傷の血止めにはきわめてよく効くと言われる漢方薬である。
　「だが、コタ。この斬り口、妙な刀傷だぜ…」
　源右衛門の怪訝な表情に、横から清玄が
　「ふむ。逆袈裟でござるな。しかもそうとうできる。よくこれだけの傷ですんだものだ」
　と小太郎に意見を求めた。
　「はい。この人は婆さんではありますが、おそらくは猫のごとき身の軽さをもっていたのでありましょう。どうやらそれがために、これだけの傷でおわったようです…」
　小太郎も頷くだけだ。
　「ともかく体が衰弱してらあ。とりあえず体の疲れをとることがさきだ。本格的な治療はそれからだな」
　「とおっしゃっても、佃先生、そいつはここでは無理です」
　と誠太郎が困った顔で源右衛門を見上げる。
　「普通ならば小石川の療養所におくるんですが…」
　「うむ。無闇に送って、あそこで何かしでかすと大変だからな」
　源右衛門も腕をくんで思案顔である。すると清玄が
　「よかったら手前の道場をお使いくだされ。なあに門弟どもはしばらく真帆斎しんぱんさいに面倒をみて貰えばそれですむこと」
　と申し出たのである。
　「そいつは願ったりだ。下谷先生とコタがいればいかに猫婆とて逆らえないだろうしな」
　と源右衛門が明るく笑い、外にいる源七と吉蔵に
　「親分さんたち、お聞きの通りだ。さっそく若い者にこの婆さんを戸板に乗せて玄心館に運ぶよう手を打っちゃあくれまいか。いまならぐっすり寝ているから安心だぜ」
　早速、小半刻（三十分）もしないうちに猫婆は布団の上から菰こもを掛けられた姿で源右衛門らに守られるように玄心館に運ばれた。
　――しかし、そのあとを編笠に黒羽織、袴はかま姿の武士が三人、尾つけていたとは猫婆の容態に気をとられていた小太郎たちには思いもよらないことであった。
　
　猫婆が玄心館に移ったと聞いて真っ先にやってきたのはお喜代だった。
　お喜代の声を聞いて裏の方で風呂を沸かしていた小太郎があわただしく玄関まで出てきた。小太郎の顔は煤すすと煙で黒ずんでいる。その姿に、お喜代は笑いを堪こらえたまま近づくと低声こごえで訊いた。
　「まあ小太郎さま。そのお顔、よくお似合いでございますよ…ところで、お婆さんのようすはどう？」
　「もう四日も寝ている。佃先生と下谷先生がぼちぼち起きる頃だと言われ、わたしが風呂を沸かす役目になりました」
　と小太郎が照れくさそうに首に手をおいた。お喜代は
　「あら。ここは男ばかりで、どうせお婆さんにご飯なんか作れないだろうと思って手伝いにきたのですよ」
　すると小太郎が手を横に振って
　「それが、清玄先生がえらい張り切りようで」
　ええ、ほんとうに、とお喜代はちょっと驚いたが
　「ちょいと上がらせて貰いますよ。まさか女人禁制なんて野暮なことは言わないでしょうね」
　と笑った。
　小太郎がそのまま台所までお喜代を案内する。
　「先生、お喜代さんです」
　「先生、失礼いたしますよ」
　お喜代が声をかけると、下谷清玄は襷たすきがけで竈かまどに向かっている最中だった。竈かまどには火が燃え、上には刃釜はがまがしゅうしゅうと音を立てていた。清玄はお喜代の顔を見ると
　「よいところに来られた。奥に寝ている婆さんの世話を頼めないものかな。いま佃先生が診ておいでだが、体を拭いたり髪を洗ったりしないとな。血はこびりついてるし、なにしろ臭いのだ。いくら婆さんでも女だからな、困っていたのだ。ははは」
　と笑う。お喜代は
　「ええ。それはよろしゅうございますが、先生はいま何を…」
　「見ての通りじゃ。粥かゆを作っておる。いや、あの婆さんを見ているとどうにも亡くなったお袋とだぶってきてなあ。こうやって世話をするのが親孝行のようにも思えてくるのだ、ははは」
　屈託のない笑いだ。小太郎とお喜代は言われるがまま奥の部屋に行った。
　「先生、いかがでしょうか。お喜代さんが来てくれました」
　廊下から小太郎が話しかけると
　「ちょうどよかった。どうやらお目覚めだぜ」
　と元気のよい源右衛門の返辞が返ってきた。　
　「コタ、お喜代さんもはいってくれ」
　猫婆はきょろきょろと辺りを見回していたが、枕元の源右衛門を見ると突然涙をぼろぼろと流し、寝たまま何度も頭を縦にした。
　「気分はどうだね、婆さん。ずいぶん寝ていたぜ。腹が減ったろう、もうすぐお粥かゆができるからな」　
　「お婆さん、よかったねえ」
　とお喜代が上から顔を覗かせたとき、猫婆の手が急にお喜代の肩を掴つかんだ。はっと声をのむお喜代。小太郎の手が思わず脇差しの柄にのびた。
　「コタ…」
　源右衛門がその手を押さえる。それから
　「…殺気を消すんだ。二人とも怖がるんじゃねえ。婆さんは病気だ」
　はっ。小太郎は体全体の力みをなくすために息をゆっくりと吐いた。すると猫婆が肩を掴つかんでいた手をするすると離した。
　「わかったかい、婆さん…」
　源右衛門が優しく話しかける。
　「この人はお喜代といってな、あんたの娘さんのお鉄じゃないんだよ」
　ええ、なんですって…と思わず小太郎が源右衛門を見る。
　「そうよ、コタ。この人の娘があのお鉄だったんだよ。そう考えりゃあ、なぜ婆さんが徳三を追いかけたかよくわかるじゃねえか。婆さんにしてみれば、お鉄は徳三にさらわれたということだ、そうだろう婆さん？」
　猫婆は涙顔でうなずいた。そこへ清玄が嬉しそうな顔でお粥を入れた碗を小さなお盆に載せて持ってきた。
　「婆さん、腹がすいただろう。ほれ、おいしいお粥を持ってきたぞ」
　その言葉に猫婆が声を立てて泣きだした。
　猫婆はふうふういいながら熱いお粥を啜すするように食べおわると、血色がほんのりよくなった。
　「さあ食べ終わったらお風呂は無理でも、体を拭いて、髪を洗わさせてくださいな」
　とお喜代が笑顔ですすめる。猫婆はとんでもないと言わぬばかりにあわてて手を振ったが、お喜代は上手にすすめる。
　「まだ病み上がりだからな、できるだけ手短にな」
　と源右衛門が付け加える。
　「あい、おまかせくださいな。さ、おばあさん、まいりましょう」
　お喜代が猫婆の背に手を添え、ゆっくりと立たせた。小太郎も立ち上がり、　
　「お喜代どの。風呂場には古着だがさっぱりした着物が用意してあります。使ってください」
　と廊下まで出て声を送った。お喜代は振り返り
　「また間違えてますよ。お喜代、です」
　と笑った。小太郎は頭を掻いて、お喜代、お喜代…と口ずさんでいたが、面倒くさくなってぴしゃぴしゃと二三度、頬を叩きながら部屋に戻った。
　「コタ、おまえ何か言いたそうだな」
　猫婆が部屋からいなくなると源右衛門が早速訊いた。小太郎は頷く。
　「はい。なぜ猫婆に出会ってもわれわれに瘧おこりがおこらないのか、不思議に思っております」
　「さよう。その点については是非にも佃先生のご高説をお聞かせ願いたい」
　と清玄も身を乗り出す。
　「ご高説かどうかはわからねえが、おいらはこう考えたのさ――」
　猫婆が動物的な不思議な力を有しているとすれば、動物に接する気持ちで応じたらいいんじゃねえのか、ってね。動物ってのは、こちらが警戒すると向こうも構えるもんだ。それならこちらが恐怖心をなくせばいいだろうとね。
　「するとどうだ。猫婆も全く同じような気持ちになるじゃねえか。つまり、猫婆にであって猫患いを起こした奴らは最初はなから恐怖心をもっていたからさ。怖い怖いという念おもいが体に変化をもたらしたと考えてもいいんじゃないかな」
　「それこそわが直心影じきしんかげの極意じゃ」
　と清玄も納得する。
　「剣の極意は平常心にある。勝とうという気持ちを持たぬことだ。ただ目の前の刃やいばをかわせばすむ…」
　…ですが先生、と小太郎にしては珍しく源右衛門に食い下がる。
　「辻斬の青海忠紀が路地を曲がったときに瞬時にして猫患わずらいにかかりました。あのような場合に忠紀に猫婆に対する恐怖心があったとは考えられませんが」
　「ふむ。難しい説明になりそうだが、おそらくは露地に隠れていた婆さんの方がとつぜん抜刀した侍に出会って魂消たまげたに違いあるまい。そのときの婆さんの恐怖心、心の乱れがその辻斬に影響を与えたとしか考えられねえ」
　「すると猫婆が怖がっても出会った相手に猫患いがおこると…」
　小太郎が呟く。
　「辻斬も捕り手に追われて恐怖心の塊かたまりだったのさ。そこに猫婆の恐怖心がぶつかったと考えると平仄ひょうそくがあうわな。おいらは昔のことはあまり知らねえが、ほれ、神武の頃には人間には天地自然と感応する心があったというじゃねえか。国学者や神道家がそういうことを盛んに吹聴しているぜ。それが儒学のように理屈っぽい学問をするようになってそういう大和心やまとごころがなくなり、漢心からごころばかりになったってな。そう考えれば、猫婆には大和心しかねえんじゃないのか」
　はあ、と小太郎が納得したとき、廊下に足音がしてお喜代が猫婆を風呂から連れてきた。さすがに湯上がりのあとは垢あかで薄汚れていた顔がすっきりときれいになり、古着ながらも小太郎が用意した着物もよく似合ってこざっぱりとしている。
　「いやいや見違えるほど立派になったわい」
　清玄がわははと笑った。猫婆は部屋にはいると両手をぴたりと畳につけ、顔を畳に押しつけんばかりに頭を下げた。
　「おいおい、婆さん。そりゃ何のまねだ」
　源右衛門がゆっくりとした口調で言う。
　「…だんなさんがた、ありがとうございます」
　猫婆が喋った。
　「おまえさん、しゃべれるんだね」
　源右衛門が驚いたように訊いた。
　「おれ…ひでと申します」
　うむ、と源右衛門は頷き
　「おひでさん、というんだね。ずいぶん辛い旅だったようだな」
　と優しく話しかけた。その言葉におひでがわあっと声を上げて泣き伏した。おひでの嗚咽おえつはしばらく続き、ようやくひくっ、ひくっと肩で息をするようになったときには、部屋にいる誰もがこの老婆の江戸に来るまでの行程がどれほど過酷であったかが想像できたのである。
　「あんた…九州の肥後ひごからきなすったのかえ」
　源右衛門がもの柔らかな口調で尋ねるとおひでは激しく首を振った。
　「ほう。肥後ではないのか。さすれば日向ひゅうがか、あるいは豊後ぶんごかな」
　「日向からきたんでございます」
　おひでの言葉に清玄がほうっという顔で
　「そうか。泰斗流は日向の剣法であったか…」
　と唸った。
　「日向の国には四つの藩があるが、いずれの藩じゃな」
　源右衛門は巧みに尋ねる。おひでは
　「佐土原さどわらのほうでございます」
　と答えた。
　「佐土原…は、コタ、島津家じゃなかったかな」
　源右衛門が小太郎に訊いたが、小太郎にはわからない。
　「さよう。たしか島津の分家らしいですぞ。先日、用事があり男谷おだに屋敷に伺ったが、それ、精一郎どのは幕閣の相談にものっておられる。その時、薩摩の話が出て、それでよう覚えておるのじゃ」
　と助け船を出したのは清玄だった。
　「おれの所は山の中だから、そげんことは…お殿様のことなんかわからんでございます…」
　おひでが泣きそうな顔でそう言ったので、源右衛門も
　「それはそうだ。これはおいらが悪かった」
　と笑いながら頭を掻いた。頃合いを見てお喜代が
　「さあさあ、殿方はさっさとこの部屋から出てくださいな。これからおひでさんの髪を結いますんでね」
　そう叫ぶと手で男たちを追い出す仕草をしたのである。
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（八）
　大名家のようすなどわかるものかという源右衛門を何とか説得して小太郎が男谷精一郎おだにせいいちろうの屋敷を訪ねたのはそれから五日後の午ひる過ぎであった。玄関の式台まで出迎えた精一郎は開口一番
　「これはよう参られた」
　と破顔一笑した。のちに幕末随一の剣客と謳うたわれた男谷精一郎は、この時まだ書院番勤めである。本日は登城せずともよい日であった。
　「男谷先生、御用繁多にもかかわらずご無理をお聞きくださりありがとうございます」
　丁寧に頭を下げる小太郎に、男谷は
　「そう改まって挨拶されるとこちらが困る。それに天下に名高い佃源右衛門先生がご一緒とあればこちらが恐縮してしまう。ささ、そんなことよりまずは中にはいられよ」
　と実に屈託がない。
　奥の座敷にはいるとすぐに酒肴が出た。
　「佃先生はお強いとうけたまわっておりますぞ。まさかご辞退なさることはありますまいな」
　とまずは一献いっこん。
　「酒しか飲めぬ馬医者でね。天下の剣豪男谷さんから勧められて、断りでもしたらそれこそ首と胴が離れてしまうわい」
　とぐいと飲み、返杯で男谷に酌する。
　「先生はわれら無骨者にはわからぬ学問を腹におさめられたお方、さてさてこの酒のあとにどのような恐ろしい話がまっておるのやら…」
　とこれも見事に飲み干して呵々かかと笑う。
　「先生。わたくしがお酌をつかまつります」
　と小太郎が申し出る頃には二人ともすっかり意気投合していた。その道で一流と言われる人物が源右衛門に会ったとたん、すぐに胸襟を開くのはこれが初めてではない。
　「佐土原藩のことでござるか――」
　と精一郎が腕を組んだ。
　「さよう、島津の支藩でござる。薩摩の本家からはなにかと横槍が入るそうな」
　と言って、精一郎は佐土原藩主の奥方は島津本家から輿こし入れするという話や、目付をする付け家老のような者がいるそうだとか、ともかく千代田の城内で噂になった大名家の内情を話した。
　「そんな弱腰の藩で、どうして泰斗流なんて恐ろしい剣法が発達するのかえ。島津からすれば佐土原の藩士は弱いほうがいいんじゃないのかえ」
　「そのことでござるが、あのあたりは戦国の頃に大友と島津が争った場所でして」
　「戦国の大友…大友宗麟おおともそうりんかえ。あのキリシタン大名の」
　いきなり言われて源右衛門が口をぽかんとあけた。
　「さよう。天正六年でござったか、ヱスパニア国の宣教師らの支援を受けた大友宗麟の軍勢は十字の旗をはためかせ佐土原城に迫ってきたといいます。どうも宗麟には九州全土をキリシタン王国にしようという野望があったようです。そう唆そそのかしたのがヱスパニア人宣教師だったのか、あるいは宗麟みずからの信仰心からだったのかはわかりかねますが、ともかくも信仰による戦いくさだったと考えた方がよいようです。その証拠に大友軍は行軍中に各地の神社や仏閣を破壊して進んだと伝えられております。この所業に怒った島津義久は、薩摩防衛のため南から迎え撃ち、ついに両軍は高城川付近でぶつかったといいます」
　「そういえば、天正の頃は西洋ではヱスパニアが最強で、阿蘭陀おらんだがそのヱスパニアから英吉利えげれすの応援を得て独立したのが天正の九年だと、この前読んだ阿蘭陀の歴史書に書いてあったぜ。その後、英吉利がヱスパニアの艦隊を破って西洋の覇権を手に入れたそうだ」
　男谷はまじまじと源右衛門の顔を見た。この話は初めて聞く内容であった。いったいこの佃という老人はどこまで知識が深いのであろうかと驚嘆した。
　「今は英吉利えげれすが世界で一番だろうよ。阿蘭陀おらんだなんぞもう時代遅れかもしれねえぜ」
　しゃあしゃあと嘯うそぶく源右衛門に小太郎も
　「しかし先生、その時代遅れでさえも私どもは知らないのです」
　と訴えるような眼差しで言う。
　「ほい、話が横へそれちまった。泰斗流の話だった…」
　ははは、と精一郎も笑って、それから低声こごえで
　「佃先生、先ほどの内容はここだけに願いますぞ。老中の水野さまはその手の話が下々に漏れ広がるのを嫌っておりましてなあ」
　ふん、と源右衛門は鼻で笑った。
　「大丈夫。おいらも馬以外に話したのは男谷さんが初めてだよ。馬にはわかっても老中みずのにはわからねえからな」
　男谷はくくっと笑いを堪えていたが、今度も声を落として
　「もちろんそれも公儀の秘密。その冗談はご法度はっとですぞ」
　と言ったものだから源右衛門が思わず大声で笑った。男谷は話を続ける。
　「戦いは島津の勝利に終わり、その時に佐土原が島津領に編入されたとか。しかし佐土原城主は独立の藩だと主張しております。なにしろ日向ひゅうがの国には日向一国を治める藩はなく、四つの小藩が表向きは協力していますが、佐土原だけは他の藩からちょっと警戒されているそうです」
　「大名なんざなるもんじゃねえな…」
　と源右衛門がぼやく。それを聞き流して精一郎がぽつりと
　「…泰斗流はどうもヱスパニアの剣法由来らしいのです。だから〈突き〉を得意とするそうです」
　とまた語り出した。
　島津軍に敗れた大友の残党は佐土原の山奥深くに隠れたという。そのほとんどがキリシタンであった。それいらい二百年以上も落ち武者たちの子孫は周囲と交わることなく、人里遠く離れた深山幽谷で暮らすうちに、肝心のキリシタン信仰までも失ったらしい。ところがヱスパニア人が伝えた剣法は地元に元からあった戦国特有の剣術と融合し、必殺の殺人剣〔泰斗流〕と名を変え、今に伝わっているというのである。
　「そもそも〔泰〕とは西洋のことをさすそうです」
　精一郎の言葉に源右衛門は唸った。
　「それでは男谷さん、佐土原藩で泰斗流を使う連中とは…」
　「おそらく藩の刺客集団…向こうでなんと呼ばれているのかは知りませんが、もしかしたら隠密のような連中かも知れません」
　「男谷先生。そうしますと猫婆はキリシタン隠れ里の出身なんでしょうか」
　と小太郎が口を開いた。
　「そうかもしれん。しかしキリシタンと言っても天草の連中とは流れがちがう。なにしろとっくにキリシタン臭さが消えてるんだからな…」
　一刻ばかりで男谷家を辞去した源右衛門と小太郎はすぐに玄心館に向かった。門をくぐると庭から薪たきぎを割る音がする。おや、と小太郎が首をかしげ、あわてて庭に回ると猫婆のおひでが頭に手拭いかぶり、着物は湯文字ゆもじを出して尻っ端折はしょりにして座ったまま、襷たすきがけで鉈なたを片手にばんばん薪を割っている。その姿には一分の無駄もない。
　「おい、てえしたもんじゃないか…」
　そっと源右衛門が小太郎に呟く。
　「はあ。驚くべき回復力としか思えませぬ」
　小太郎も唖然あぜんとして見守るばかりだ。そのうちに二人の視線に気がついたおひでが
　「帰りなさったかね」
　と薪まき割りをやめて、嬉しそうな顔で立ち上がった。
　「お婆さん、まだ体を動かすのは早くはないかえ」
　源右衛門の言葉に、おひでは手をさかんにふって
　「なんば言うとらっしゃる。あげな傷で寝込むなんて…おれみたいな者はこげんことしかできんとばい」
　と子供のようにはにかんだ。その声に清玄が奥から出てきて
　「今朝からこうなんじゃよ。やめとけというのに洗濯はする、薪まきは割る…いやはやたいした婆さんだ」
　とにこにこ笑う。
　「お喜代どのはどうしました」
　ふと気になったらしく、小太郎がなにげなく訊いた。
　「ああ、夜になる前に顔を出すとか言ってたが…何か用事でもあったのか」
　まったく無頓着な清玄に　
「いや、そういうわけでは」
　真っ赤な顔で小太郎が返辞する。
　「…ったく、見ちゃいられねえ。揃いも揃って二人とも野暮なもんだ」
　と源右衛門だけがわかっているらしく、おのれの首筋をぽんぽんと叩いた。
　今日は風もなく温かな一日だった。雲一つない西の空はどんどん朱に染まりはじめている。気の早い鴉からすが鳴きながら数羽、ゆっくりと頭上を横切って巣に帰っていく。猫婆騒ぎで江戸の町に一悶着ひともんちゃく起こした当の本人がこれほどしっかりした老女だったとは予想もしなかったことである。それにしてもお喜代も、源七も、剣一筋だと思っていた清玄でさえも本所深川に住む人間は、どうしてこう、揃いも揃って人がいいのだろう。さんざん怖がっておきながら、いざとなったら我が身を顧みることなく猫婆を助けるんだものな。まったくこの連中と来たら…と源右衛門はくすりと思いだし笑いをした。
　その時、表から火のついたような声がした。
　「せ、せんせ。てえへんだ」
　源七だった。
　「どうした親分。また辻斬か」
　庭からあらわれた小太郎がからかうと
　「こ、小太郎さん。あわてちゃいけねえ、おちつくんだ」
　源七が小太郎の両腕を握りしめた。
　「おいおい、親分。あわててるのはそっちだ――どうしたんだ？」
　源七は、はっとして
　「い、いけねえ…」
　「どうしたんだ、親分にしてはめずらしい…」
　へい、と源七は大きく息を吐いて
　「たったいま鈴乃家から使いがめえりやして」
　「お喜代どのになにかあったのか」
　悪い予感が小太郎に走った。
　「あったどころじゃねえ。さらわれたんでさあ」
　「なにっ！」
　源七は鈴乃家から預かった文ふみを懐から出した。手にした小太郎の両手が震える。
　「佃先生、下谷先生――」
　小太郎の体はもう庭のほうに飛んでいった。
　事情を聞いて源右衛門も清玄もすぐに奥の座敷に入った。もちろん小太郎と源七、それにおひで婆さんも一緒である。
　源七が持ってきた文には
　　『喜代治預かり候そうろう、老婆と取替たく、今こん二十三日戌之刻いぬのこく於須崎弁天すざきべんてんにて』
　と認したためてある。
　「洲崎すざきではなく〔須崎〕と書いてあります。この辺りの者ではないかもしれませぬ」
　小太郎の意見に源七がよくわからないと首をひねる。
　「どっちみち〔すざき〕には違いありませんや」
　宛字あてじは当然という時代である。大川沿いに南北三十間、東西二百八十五間、これが洲崎原と呼ばれる埋立て地である。正徳三年に久右衛門町と町名がつけられ、洲崎弁天社まで細い道の両側に商店が軒を連ねて賑やかな町並みだったのだが、寛政の大津波で町は全滅した。それ以来、幕府がこの地での人家の再建を厳禁としたため、弁天社の周りはふたたび荒涼とした原っぱに戻っていた。
　「武士の蹟てじゃな…」
　一目見て源右衛門がつぶやく。
　「うむ。泰斗流のやつらに相違あるまい」
　清玄の言葉に源七が
　「いったい、どうして喜代治と老婆につながりがあるんで…」
　とぼやく。すると小太郎が
　「…もしかしたら、親分、番屋からおひでさんをここまで連れてきたときに尾つけられたかもしれんぞ」
　「ちげえねえ」
　源七も頷く。
　「なあ婆さん…あんた、なぜ侍連中に付け狙われてるんだい」
　おろおろした表情で落ち着きのない素振りをしていたおひでが、源右衛門の一言でがくっとうなだれた。
　「旦那さま…おれ、おれが」
　と言いかけて、
　「おれが来たばっかに、あの姐あねさままでに迷惑ばかけてしまった」
　とげっそりと肩を落としたのである。
　「婆さま、心配するな。喜代治のことはわれらが救い出す。それよりも、なぜあの武士どもはかくのごとく執拗に婆さまを狙うのだね」
　清玄も優しく尋ねる。
　「それ…それは…」
　とおひでが口ごもる。すると清玄は手で制しながら
　「いやいや、よほどの事情があるのだろう。言いたくなくば無理にも言わなくてもよいぞ。喜代治のこととは別になるが、それがしは幼くして母を失ったせいか、婆さまの世話をしているうちに、ほれ、まるで親孝行とはこういうものかとすっかりよい気持ちを味あわさてもろうた。それゆえに婆さまさえよければここにいつまでもいて貰いたいのじゃよ」
　「せんせいさま…」
　とうとうおひでは手をついたままぽたぽたと畳に涙をおとしはじめた。
　「おれ…の話をきいてくださるか」
　「おお、話してくれるか」
　源右衛門の顔が明るく輝いた。
　――おひでの話はまだるっこくて、国言葉も強く、聞き取りにくかったが、聞いている者の背筋がだんだん寒くなるような内容であった…。
　猫婆のおひではやはり日向国ひゅうがのくに佐土原近くの山奥にある村人が三十人もいない小さな村で生まれたという。
　たいそう貧しい村で田はわずかしかなく、ほとんどが芋いもや栗くり、粟あわ、稗ひえを食べて暮らしていた。
　しかしこの当時このような生活は、江戸近郊の村でない限り、どこでも似たり寄ったりである。
　ただ、どういうわけか、藩からは年貢が免除になっていたらしく、誰一人として年貢を取り立てに来る者のはいなかった。それに甘んじて村からも代官所に行く者もいない。村の中で起きたことはすべて村の中で処理されてきた。
　ただこの村から一歩でも外に出ようとすれば、外にいる役人たちによって村の中に追い返されるか、言うことを聞かない場合には殺される場合もあるという。
　「へんな村だなあ…」
　と小太郎が思わず声を出す。
　婆さんはこくりと頷いた。
　「はい。ばってん、村ん中におるとそげんことはわかりもさん…」
　村は常に屈強な侍たちに見張られていたという。
　その侍たちの生活も村人と同じようなものだったが、たえず木に登ったり走ったり、剣術の稽古に励んだりしていたらしい。　
　「おれが村を出られたのは熊しか通らねえ道をしっておったからでございます」
　「よく熊に出会わなかったな」
　と源右衛門。
　「あの季節はまだでてきませんが、いまならば危なかったろうと思います」
　「なるほど…しかしそれほどまでしてなぜ村を出てきたのかね」
　と清玄が訊いた。
　「娘が男に騙されて連れていかれたからでございますよ」
　「娘って…お鉄か」
　「はい。鉄は江戸から来た行商人の徳三に騙されたんでございます」
　「それで連れて帰ろうと婆さんがわざわざ江戸までやってきたわけか」
　清玄が呆れたように腕を組んだ。黙って話を聞いていた源七が
　「話はよく分かったんですがね、ちょいと腑ふにおちませんや。どうしてそうまでして娘を捜そうとするんですかねえ。年頃の娘が、騙されたかどうかはともかく、いわば駆け落ちをしたんでござんしょ。見張りがいて一歩も外に出れねえって村ですぜ。年頃になれば村の外にも男にも興味がわいてくるってのが人情でさあ。それを首尾よく抜け出したんだから、親としては寂しかろうが、探さないというのがあってもいいんじゃねえかと思うんですがね。どうです、おひでさん」
　と一気にまくし立てた。おひでは顔をうつぶせ気味に
　「おれだってそうしたいです…」
　と寂しそうに返辞する。
　「それができない、というんだな」
　源右衛門が膝を乗り出した。
　「…つまり、村にはよそ者に知られると困る事情があるというわけか…」
　おひでがこくりと首を落とす。口ごもりながら
　「先生さまはなんでもご存じです…おれの村にはバテレンの血の呪いがあります。だから一歩でも外に出ると藩のお侍に斬り殺されるというのです。見張りの侍たちはどこまでもどこまでも追いかけてきます。だから早く娘をつれ戻さないと一緒にでた徳三という人も殺されてしまうんだよ」
　小太郎は男谷精一郎から聞いた話を思い出した。二百年以上も前の大友軍の敗北がどうしてこうなったんだろうかと歴史のひき起こした皮肉を感じていた。
　「それで、婆さん。その呪いとはいったいどういうものかね」
　「恐ろしい呪いです。村人がみな猫の魔力をかりて鬼になるのです」
　それが猫婆…と小太郎は固唾かたずをのんだ。
　「ふむ。それは恐ろしい話だ。では婆さんもそういう鬼になってしまうのか」
　源右衛門はまじめな顔で尋ねた。源七がそっと小太郎の顔を覗く。その目は、ぼちぼちはじまりましたぜ、と語っていた。
　「おれにはわかりませんが、これまでも誰かに襲われたりしたときには、なんだか別の力が助けてくれました」
　「ほう…それはいつでもだせるものか」
　源右衛門の巧みな誘導でおひではどんどん口が軽くなった。
　「うんにゃ。おれにもわからん。けど、力が出るときは怒ってるときだけだ」
　なるほど、と源右衛門がにやりとする。それから
　「よくわかったよ、婆さん。ついでに訊くが、たとえば新月の夜などに村で祭りというか、寄合よりあいのようなものがなかったかな」
　するとおひでがどきりとした目で源右衛門を睨んだ。
　「どうだ、図星だろう。大丈夫だよ、誰にもいいやしねえよ。これは秘密なんだろう？それにこれを口に出したら婆さんも困るんだよな。お前さんの顔つきだけでおいらは十分だよ」
　おひでは源右衛門の言葉にほっとして思わず両手を合わせた。
　「清玄さん、これでだいたいわかった。あいつらは婆さんを殺す気だ。喜代治に手を掛けることはねえと思うが、うっかりとやつらの言葉にのっておひでさんを連れて行くのは考えもんだな」
　「わたしもそう思います」
　と清玄が言う。おひでが興奮して
　「おれが殺されればいいのです。あんなに優しくて綺麗な姐あねさんを苦しめてすまんことです」
　 まあまあと源七がとりもって、
　「ここはあっしにあまかせを。何と言っても餅は餅屋でとも言うじゃござんせんか。婆さんの古着をお貸しねがえれば誰ぞ代わりの者をたてましょう。そこで…」
　と声を落とした。
　戌いぬの刻こく（午後八時頃）――。
　洲崎弁天へとつづく野道をぶら提灯がひとつ、とぼとぼと進んでいく。提灯のうしろには源七と小太郎、それに手拭いを頭からすっぽりとかぶった老婆の三人の影がかろうじて見分けられる。そして弁天社近くに来たとき、ばらばらと数人の武士が提灯の前に立ちふさがった。
　「玄心館の者か」
　と誰何すいかする。
　「そうだ。お喜代はどこだ」
　小太郎は初めて〔お喜代〕とすんなり呼ぶことができた。
　「ここにいる」
　一人の武士が後ろから両腕を縛ったままのお喜代を前に出した。
　「お喜代！」
　小太郎が叫ぶと、お喜代が体をもがきながら
　「小太郎さま、来てはいけません。罠です――」
　だまれ、と武士が突然お喜代に当て身を食らわせた。低い呻き声を上げてお喜代の体が地面に倒れる。
　「老婆をわたせ」
　「だまれ。お喜代がさきだ」
　小太郎の返辞に相手はやにわに刀を抜いて倒れているお喜代の上に構えた。
　「早く老婆をこちらに来させるのだ。さもなければこの女を刺すぞ」
　「なにっ」
　小太郎が前に行こうとするのを源七と老婆があわてて止める仕草をして、それから老婆がゆっくりと杖を頼りに武士のところに歩き出した。と、暗いので足を踏み違えたのか、途中でよろけてしまったのである。とんとんとん…と足が勝手に前に動き、小太郎と源七がはっとして駆け寄ろうとする。
　その時、老婆が杖を横にしたかと思うと、中から白刃はくじんが閃ひらめき、お喜代を刺そうとしていた武士を瞬く間に胴斬りにした。
　瞬間、小太郎がお喜代を抱きかかえ、同時に源七が呼笛よびこを吹いて木場に抜ける江島橋に向かう。
　すると木場のほうから御用提灯をかかげた役人たちがこちらに向かって走ってきたのである。
　武士たちがいっせいに抜刀して老婆と小太郎に襲いかかる。だが老婆は襲い来る刀を正確によけて間かん、髪はつを入れずに小手を返す。やられた武士たちは腕を押さえ、これが老婆ではないことを悟った。しかも老婆に化けた人物がただ者ではないと気づいた。
　「謀られた。退ひけ」
　その声に武士たちは弁天社の背後に逃げ出た。弁天社の後ろはもう大川だ。
　「しめた。うしろは川だ。逃げ場などない」
　小太郎と源七がいそいで追う。
　すると――。
　水の音がした。
　「しまった。あいつら、舟で来やがったのか…」
　源七が、くそっと両の太股ふとももを平手で叩いた。
　二人の耳には櫓ろを漕ぐ音だけがいつまでも聞こえていたが、それもしだいに遠ざかり、大川は闇のなかの波音だけになった。
　「逃がしたか…」
　戻ってきた小太郎に老婆がつぶやく。
　「申し訳ありません、先生」
　小太郎が唇をかみしめると、老婆の顔がにこっとほころんだ。
　「なあに、お喜代さえ取り戻せればそれでいい」
　老婆役の清玄はそう言うと明るい声で笑った。
　「小太郎さま…」
　ようやっと気がついたお喜代が嬉しそうに駆けよってくる。
　「お喜代、大丈夫だったか」
　と小太郎がお喜代を気遣う。
　夜も遅いということでお喜代を三人で鈴乃屋まで送り届け、それから玄心館に戻ってみると源右衛門が浮かない顔で玄関に胡座あぐらをかいている。
　「先生、こんなところでどうされたのです」
　小太郎がびっくりして大声を出した。
　「やられたわい…」
　えっ、と清玄と源七が顔を見合わす。小太郎が
　「まさか…あの連中が婆さんを」
　「いや、早まるんじゃねえ」
　と源右衛門が照れくさそうに小鬢こびんをかいた。
　「婆さんが勝手に出ていっちまったんだよ」
　と忌々いまいましそうに話す。
　「おめえさんがたが出て行ったあと、あの婆さん、こんなに親切にしていただいた皆さんに申し訳ない申し訳ない、とそればっかり口ずさんでいたんだ。おいらがちょいと目を離した隙だったよ、気がついたらこのざまだ。情けねえったらありゃしねえ。いやまことにすまない」
　と座り直した源右衛門が両手をついてお詫びをするではないか。
　「いや佃先生、これも縁でしょう」
　と清玄がその手をあげさせた。
　「しかし清玄さん、あんたがそんな格好までしてお喜代を助けたというのに、このおれは婆さん一人にしてやられたんだぜ」
　おお、これはこれは、と清玄が笑う。まだおひでの着ていた着物を脱いでなかった。
　「何しろ相手は猫婆ですぞ。馬医者など騙すのはお手のもの…」
　「とんだ神通力だ」
　「さ、そのようなことよりもまずは今夜のご報告と、それが終わったら佃先生から是非にも伺わねばならぬことがございますぞ」
　「おいおい、脅かすんじゃねえ。おいら、ただでさえ腐っているんだぜ…」
　そう言いながら、源右衛門は立ち上がるとみずから奥の部屋に戻り始めた。
　 洲崎弁天での話を源七が一通り終えたあと、清玄が
　「佃先生は猫婆の正体をご存じのようですな」
　と話を切り出した。
　「ああ、だいたいは分かっている。おいらもおめえさんがたが戻ったらじっくり話そうと思ってたところなんだ…」
　と言ったものの、源右衛門はどこから話したらいいのかとちょっと口をつぐんだ。
　「男谷先生の話どおりなのでしょうか」
　と小太郎が助け船を出す。
　「ほぼまちげえないが、つけ加えるとすれば当時の大友宗麟おおともそうりんの軍勢の中にバテレンたちもいたってことよ――」
　それで、これからはおいらが今まで読んできた阿蘭陀おらんだ本からの内容で推測するんだが、大友軍が敗北し、山の中に逃げた連中の中にヱスパニア人のバテレンもいたと思う。負けたときに、熱烈なキリシタン信者だった大友の兵たちがどうしたと思う？おそらくはバテレンのもとでキリシタンの神に祈ったと考えるのが普通じゃねえかな。これは天草の乱の時もそうだったらしいからまず間違いはねえはずだ。
　――ところが中には、
　「キリシタンの神の力で島津軍を打ち破ってくれ」
　と頼む連中だっていたことだろう。
　そこでバテレンはそのように祈ったがさっぱり効き目がねえ。当たり前だ、そんなことで戦に勝てるんだったらみんな坊主になればいいからな。さて、そうなると急に不信心になるのが人間ってやつだ。急速にキリシタンに対して不信の念が弘まったとしよう…。
　「コタ、そんな時、おめえがバテレンだったらどうする？」
　「わたしが、ですか」
　突然名指しされた小太郎はうーんと腕を組む。
　「なんとかしてキリシタンの権威を回復するように手を打ちますね」
　「そうだろう？バテレンもそうしたんだよ」
　バテレンはある方法を話した。
　それが〔サバト〕と呼ばれる呪法だ。
　「さばと？」
　清玄が聞き返す。
　「何ですか、それは」
　「おいらも詳しくは知らねえが、まあ修験道のようなものだと思えばいいだろう。仏教にだって密教というものがあらあ。しかも立川流といって黒漆くろうるしを塗った髑髏しゃれこうべに精液を注ぐという、ずいぶん淫靡いんびなものまであると言うぜ。それと同じでキリシタンにもそういうのがあったと思いな。これはつまり、神の力ではなく悪魔の力を借りるというものらしい」
　「すると護摩を焚たくとか…」
　と訊く小太郎に、源右衛門は
　「焚たくかも知れんが、大事なことは新月の夜に動物を生贄いけにえにしてその血を皆で飲み回すという儀式だそうな。するとその動物の力が人間に備わり神通力の持ち主になれると信じられていた」
　「…それがおひで婆さんが驚いた話だったんですね」
　と小太郎は納得した。
　「そうだ。キリシタンの信仰はなくなってもその儀式だけは残り、あの村の者は二百年以上も秘儀として行じてきたらしい」
　「しかし、そんなことで…猫婆の力がつくとは」
　と小太郎が口走る。
　「猫婆のもつ力は西洋で〔Resonantie〕と言われている一種の念力らしい」
　「りぞなんて？」
　頓狂な声をあげたのは源七である。
　「ああ。おいらはこの蘭語を〔共振ともぶれ〕と和訳したがな…。つまり、心と心が感応しあってお互いの体にも変化が起こると言う現象だ。だが、はたしてこれがそういう秘儀と関係があるのかないのか、それはおいらにもわからねえ」
　「わたしはあり得ると思う」
　と清玄がきっぱりと言った。
　「わが心と剣とが一体になったとき身心に恐れがなくなる。剣禅一如のそのとき、初めて体が自在になるのです」
　なるほど…と一同が神妙に頷いた。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　　　　　（九）
　消えていた猫婆の噂がまたぞろたってきた。
　昨日は小名木川のそばで大工の棟梁が被害にあったとか、その前は永代橋の上で出会ったとか、両国橋の近く、回向院の門前町を歩いているのをどこかのお侍が無礼討ちにしようとしたら、侍のほうが引き付けを起こして地面をのたうちまわったとか、またまた人の口から口へと有ること無いことが飛び回っている。
　「今夜も猫婆は出るでしょうか」
　本所入江町から長者町を警戒しながら歩いていた小太郎は厳しい顔で源右衛門に訊ねた。
　源右衛門は黙ったまま頷く。
　「それでも今夜はもうずいぶん遅うござんすよ。もう四ッ(午後十時)でござんす。出てしまったのではありませんかねえ」
　後ろから源七がそう声をかけた時だった。
　「助けてくれぇ」
　夜の空に男の声が響いた。颯さっと、腰の刀に手をかけたまま小太郎が駆け出す。源七も続く。源右衛門も走り出した。
　「まてっ！」
　小太郎が叫んだ。その声に抜き身を持った三人の影が振り向いた。地面に男が一人倒れている。
　「やろう、また辻斬だな。御用のものだ。静かにしやがれ」
　源七が十手を出して叫ぶ。とたんに一人が源七に斬りかかった。小太郎がすかさずその男の前に出て腰を落として鎬しのぎで受けると、そのまま身を起こして相手を倒そうとした。男は踏ん張って鍔つば迫せり合いになりかけた。小太郎は相手の両手に自分の柄つかを差し入れて手首を締め付ける。これで相手の手首が折れるはずであった――が、敵は持っていた太刀を離し、すばやく脇差を抜くと、小太郎の腹を刺してきた。瞬間、身を翻した小太郎の刀が円を描いた。低い呻うめき声とともに男が腕を抑えた。
　「退ひけ」
　声とともに三人の駆け去る音がした。
　「待ちやがれ」
　源七が夜空に向かって呼笛よびこを吹いた。
　「コタ。親分。こいつは徳三だぜ」
　倒れている男に近づいて、顔を検あらためた源右衛門があわてて二人を呼ぶ。
　ええっ。死んでますか。いや、まだ息はある。源右衛門は手巾てぬぐいを出すと急いで止血をした。これは駄目かもしれんぞ。この近くの自身番に連れて行きましょう。呼笛に呼ばれた手下や岡っ引き仲間がばたばたばたとやってくる足音が地面に響く。
　「源七親分。賊はどこです」
　駆けつけてきた手下が叫ぶ。
　「おう、佐助か。面目ねえ、取り逃がしたが、この人はまだ生きてるぜ。すぐに番屋に運んでくれ」
　「へい。ほかのやつらにお医者を呼ばせましょう」
　「いや。お医者はここにいなさる。出来るだけ早く運んでくれ」
　番屋に運ばれた徳三が息をふき返したのはそれから小半刻こはんとき後だった。
　「徳三さん、気がつきなすったかね」
　源七がうっすらと目を開けた徳三に声をかける。
　徳三は慌てて目を声のしたほうに向けた。
　「まだ無理をしねえほうがいい。お前さんを助けてくれたのは、ほれ、この前あった先生方だよ。運がよかったぜ。辻斬に襲われていたのをこの剣術の先生が助けて、その後にそちらのお医者の先生が手当てをしてくれたんだからな」
　源七が思い出させるように徳三にそう語りかけると
　「あの連中は…辻斬ではありません」
　と徳三が吐き捨てるように言った。源七が
　「辻斬ではない？おかしなことを言うじゃないか。それなら何かえ、徳三さん、お前さん何か人さまから恨まれるようなことでもしなすったかね」
　と尋ねた。驚いたことに徳三は頷いた。
　「こりゃあ、驚いた。よかったらその話を聞かせてもらおうじゃないか」
　源七の問いかけに徳三は一瞬黙った。だが次に源七が
　「お前さん、誰かを庇かばっていなさるね」
　と尋ねた時、急に両眼からぼろぼろと涙を流し始めた。源右衛門が横から
　「徳三さん、話すことだ。今度はその人が命を狙われるかもしれませんぞ。お前さん、お鉄さんを庇かばっていなさるね」
　と優しく声をかけると、もう徳三は、はい、はいとしきりに頷いて、喉をひくひくさせながら、話し始めた。。
　「お鉄が…お鉄が殺されます」
　「お鉄だと！」
　和泉屋にいるお鉄だな。はい…。源七はさらに大きな声で叫ぶように聞いた。徳三の声がだんだん聞こえなくなってきたからだ。
　「おい、徳三、しっかりするんだ。どうしてお鉄が殺されなけりゃあならねえんだ」
　徳三は、はっとした顔になって、途切れがちな声で語りだした。
　「親分さん…私は昨年、九州路まで商いに行った折り、佐土原の城下のはずれに宿をとったのです。…その間のことでございます。そこから二里もいかないところにある村の娘と交かよいあうようになりました。それがお鉄でございます。…お鉄はおっかさんと二人きりで暮らしておりましたが…私とどうしても一緒になると江戸まで…ついてきたのでございます。怒ったおっかさんがその後を追いかけ、先日、お鉄を見つけました…」
　
　…徳三は道に迷った、と思った。
　城下に通じる一本道を歩いていると思ったら、それがだんだん細くなり、とうとう山道に入ってしまったのだ。
　（これは困った…）
　徳三は焦った。だが歩いている道はさらに分岐し、迷路のようになっている。日はとっくに西に傾きはじめたのに、徳三はまだ森の中を歩いていた。
　ばたばたばた…。
　急に頭の上で鋭い羽音がした。徳三は思わず両手で頭をおさえた。木の枝でやすんでいた鴉からすが数羽、突然やって来た徳三の姿に驚いて飛び立ったのだった。
　しかし、鴉からすがいなくなったあとは、徳三の周りは再び深い静寂になった。心細さと不安が徳三の胸を過よぎる。足を一歩踏みだすたびに、堆うずたかく積もった落ち葉の土が徳三の草鞋わらじをやわらかく包みこみ、足音をすっかり消していく。高鳴る胸の鼓動に反して、しんと静まりかえった森の中で徳三はますます不安になった。
　――そんな時だった。
　水の音がしたのだ。
　（川だ…）
　徳三は水の音のするほうに急いだ。
　がさがさと音をたて笹のあいだから突然飛び出してきた徳三を見て、水辺で洗い物をしていた女がびっくりして立ち竦すくんだ。それがお鉄だった。透き通るほどの白い顔で徳三を呆れるばかり見詰めている。気の強そうな女だが目の前で起きたことがまったく理解できていないようだった。
　だが徳三は、これまでの不安が一度に消えたかのように思わず安堵あんどの声を上げたのである。
　「ああ、よかった。こんなところで人に巡り会えたのもきっと日頃信心している明神さまのお陰に違いない」
　徳三の言葉は心の底からのものだった。
　「もうし、おそれいりますが。お城下にはどういけばよろしいのでございましょうか」
　徳三が何を言ってもお鉄の躰は固まったように動かない。
　「もうし、お尋ねもうします。お城下には…」
　再びそう言いかけたときだった。突然徳三の躰からだにぶるっと震えが来た。
　「ぐわーっ」
　奇妙な叫び声をあげると、徳三の躰はもんどり打って倒れた。それから背負った荷物をかなぐり捨てると、まるで猫のように四つ足になり、ふーっと息を荒くしはじめたのである。
　「きゃあ！」
　お鉄が初めて声を出した。
　その声に驚いた老婆が山のほうから転がるように走ってきた。
　
　「――それじゃあ猫婆はやっぱりお鉄のお袋さんだったわけだな」
　源七が確かめるように聞くと、徳三は苦しそうに頷いた。
　「徳三さん、大丈夫かい」
　「は、はい…、もう少し話させて下さいませ」
　「おう、いいとも。苦しくはないかえ」
　「は、はい。その後、江戸に出てきたおっかさんは、お鉄を見つけ、引き連れて帰ろうとしたのですが、お鉄は嫌がり、店の中に逃げ込みました。そのあとで、今度は私を見つけ、娘を返せと迫ったのでございます」
　「それでもお前さんは猫婆に出会ったときに瘧おこりもなにも起きなかったと言ったぜ」
　と源七が聞いた。徳三は微かに頭を振った。
　「…はい。でも、お鉄に初めて出会ったときにそういう瘧おこりが起きました。二回目からは何もおこりませんでした。それが何故だか分りませんが…」
　
　…徳三が目を覚ましたのは、粗末な山小屋であった。そこはこの親子の家らしい。
　老婆は気がついた徳三に、邪険な態度で、町へ戻る道を教えた。
　　「二度と来るでない…」
　老婆はぽつんと言った。
　「わしらは町の者とは口をきかぬ」
　「は、はい。でも、このお礼はなんと…」
　徳三の言葉に老婆はいかにも胡散臭うさんくさそうに言った。
　「早く、行かっしゃい」
　徳三は荷物を慌てて背負うと、転がるように外に出ていった。
　――それが途中まで来たときである。
　突然、行く手に茂った藪からお鉄が現われたのである。
　「あんたは…」
　唖然とする徳三に、お鉄はぺたりとその場で両手をつき頭を地面にすりつけるようして、こう言った。
　「旦那さん。おれもつれてってくれ。江戸までお供させてくれ」
　「しかし、あんたにはお袋さまが…」
　お鉄はその言葉を否定するかのように激しく首を振った。
　その日のうちに、城下を離れた二人は、夫婦を装い、次の宿場に泊まった。
　こうでもしなければお鉄が江戸まで抜けられなかったからである。徳三はいいかげんな男ではなく、どちらかといえば堅い性格であったから、寝るときも二人の布団も離して、しかも自分が早く床につくようにしていた。
　家を出たときからお鉄もある程度は覚悟をしていたが、そういう徳三の誠実さが次第にお鉄の心を安心させ、また徳三も江戸の娘にみられない正直さや健気さにだんだん惹かれていった。
　――それが淡い恋心だということに、まだお鉄も徳三も気がついていなかった。
　そうこうするうちに、江戸まであと一歩と言うところまでやって来た。
　もう一、二日、ひと踏ん張りすれば江戸の町だ。
　その夜のことだった。
　寝込んだ徳三の布団の中に、お鉄がそっと身を寄せてきた、という。
　「お、お前さんは…」
　驚く徳三に、お鉄はむしゃぶりつくように抱きついた。
　「旦那さんはなぜおれを抱いてくれねえ。おれだって女だ。抱かれてえだよ。おれを…あんたのおかみさんにしてくれ」
　泣きながら抱きついてくるお鉄に、徳三は
　（この女となら死んでもいい…）
　と、激しくお鉄を抱きしめた。
　
　「それで…お前さんを襲った侍は、誰なんでえ」
　源七が青ざめていく徳三に声を荒げて言う。
　「わかりません。なぜ襲われたのかも…親分さん、お鉄を…」
　徳三が息をひきとったとき、表でがたっと物音がした。
　小太郎がやにわに立ち上がり畳と土間との境にある膝隠ひざかくしを飛び越えて外に走り出た。同時に怪しい影が逃げさっていく。
　源右衛門が叫んだ。
　「コタ。お鉄があぶねえ」
　「親分、ここは頼む。和泉いずみ屋に行ってくる」
　言うが早いか、小太郎はもう駆け出していた。
　
　和泉屋いずみやでは大騒ぎであった。
　真夜中に大戸をどんどんと叩かれて、寝入ったばかりの番頭がどなたさまでございましょうか、もうとっくに店を閉めておりますので、御用がございましたら明朝お願いいたします、と丁寧に断ると
　「お鉄さんのお袋さまが亡くなった、とりあえずお知らせだけしたいのでご本人にあわせてくれ」
　と表から返事がきた。
　「ちょ、ちょっとおまちくださいませ」
　番頭が慌てて主人に知らせる。主人からはすぐにお鉄に知らせなさいと言われ大声でお鉄を起こした。驚いたお鉄が、寝巻きに屋号を染め抜いた袢纏はんてんをちょっと羽織って女中部屋から寝ぼけ眼のまま、くぐり戸をがらっと開けた――
　「お鉄さんだね」
　お鉄はびっくりした。声の主が武士だったからだ。
　「は、はい。おっ母かさんは、おっ母さんは…」
　表に出たとたん、白刃が煌きらめいた。
　声をあげる間もなくお鉄の躰からだから真っ赤な血が噴ふき上がった。
　
　「ひでえことをしやがる」
　源右衛門は覆われた茣蓙ござをもち上げ、お鉄の顔をのぞきながら呟いた。
　先生、と小太郎がその茣蓙ござをさらに上げて源右衛門に眼を送った。
　「右脇下から首にかけて逆袈裟けさに斬ってます」
　「逆袈裟だと」　　
　源右衛門が小太郎の指差した箇所を見た。
　「たしかに。…てえした腕だぜ。婆さんの時と同じだ。おい、泰斗流ってのは居合いもやるのかえ」
　「卑怯ひきょうな奴です。恐らくは、話しかけるふりをして、女が身をのりだしたところを瞬時に斬ったものと思われます」
　あとから和泉屋にやってきた源七が、小太郎さん、と手で招く。どうした、親分。
　「どうしようもありませんや」
　源七がぼやく。とりあえずお鉄の遺体は徳三をおいた自身番に運んでおきましょう、それがせめてもの情けでさあ。
　「やれやれ、この二人は死んでやっと一緒になれたわけだ。明日、町役人ちょうやくにんに頼んで弔とむらいをださにゃなりますまい」
　源七がそうつぶやいた時だった。どこから飛んできたものか、蛾がが二疋ひき、行灯あんどんの障子にあたってばたばたと羽音を立てはじめた。
　「くそっ…」
　源七は黙って手を伸ばすと、行灯あんどんの周りにやって来たこの二疋をそっと追い払った。
　「コタ、あいつらは何だってこんなにしてまで二人を殺そうとしたんだろう」
　と源右衛門が頭を抱える。小太郎も怒りを堪こらえている。
　「はあ…。この二人がどこぞの藩の秘密を知っているなどとはとても思えませんが」
　「もし、次に殺される者がいるとすれば――」
　と源右衛門が途中で言うのを止めた。
　「…猫婆、おひでだ」
　小太郎の背筋に悪寒おかんが走った。いや、猫婆に違いありません。あいつらはすでに殺そうとしたのですから。
　「間違いねえ。今度は殺させちゃならねえぞ」
　
　翌日、徳三とお鉄の弔とむらいが町内の最寄もよりの者だけでしめやかに行われた。
　いかにも哀れな二人の運命を悲しんでか、それまで泣きそうだった曇り空から夕方になるとついにぽつりぽつりと雨が降り出した。雨はついに激しい稲妻を伴った土砂降どしゃぶりに変わった。
　「いつまで降りますかねえ」
　雨宿あまやどりながら小料理屋に陣取った源右衛門、小太郎、源七の三人は目の前の猪口ちょこには目もくれず、ただひたすらに猫婆の現れるのを待った。
　「この雨だ…。先生、いくら猫婆でも歩いては来られないのではないでしょうか」
　と小太郎が源右衛門に尋ねる。
　「いや、猫婆はお鉄の母だ。今日の弔いは耳に入っているかも知れねえ。そうだとすれば必ず来るはずだ」
　小一時こいっときほど続いた雨が小降りになったのは夜の五ッ(午後八時)を過ぎてからだった。
　「コタ、ぼちぼち出かけようぜ。なあに、どこに行こう、ここに行こう、というわけじゃねえ。相手は猫だ。どこにいるのかわかりゃしねえ。当てもなく歩くしか法がねえや」
　はい。小太郎はすっくと立ち上がった。
　「お供しやすぜ」
　源七もあとに続く。三人が本所界隈かいわいをぶらぶらと歩いて、吉田町から法恩寺橋の方に向かった時であった。もう雨はほとんど降っていない。すっかり冷えきった夜の町を白い靄もやが覆いはじめている。
　その靄の奥から、掠かすれた老婆の声が途切れ途切れに、東の通りから聞こえてきたのである。
　「のりやぁ…ひめのり」
　三人はぎょっとして声のする方へ急いだ。こんな時刻にのりなど買う者もおるまい。だとすれば猫婆はわざと自分の居場所をしらせているのか。そうだとすると、またあの不可解な武士たちが猫婆を襲うかもしれない。
　「のりやぁ、…ひめのり」
　声がだんだん大きく聞こえる。三人は走った。道端にいた犬が驚いて逃げ出した。
　「のりやぁ、ひめのり」
　――いた。
　まだ一人だ。
　早く捕まえないと殺されてしまう…。
　小太郎がそう思った時、老婆の後ろから三つの影が風のように襲ってきた。
　出たな。小太郎の体が飛んだ。源七が駆けよった。三つの影が分かれていっせいに猫婆を襲う。飛び込んだ小太郎がすかさずその剣を払い猫婆を後ろに逃がした。一人が目にもとまらぬ早さで小太郎の胸に剣を伸ばした。
　（…これが噂に聞く泰斗流の突きか）
　刹那せつな、小太郎は国助を頭にかぶせるような格好で体をすとんと沈ませた。直じき新影流しんかげりゅう丸橋まるはしの剣である。太刀が触れ合う間まもなく、国助がすっと相手の胸元に入る。はっと気づいた黒い影がすんでのところで仰のけ反ぞった――。
　その時、小太郎の後ろで怖ろしい悲鳴が聞こえた。
　「小太郎、婆さんがやられた！」
　源右衛門が叫んだ。源右衛門は倒れた猫婆の耳元で大声で呼びかける。
　「おい、婆さん。しっかりするんだ。聞こえるか、おい、婆さん…」
　源右衛門の声におひでが薄っすらと目を開けて、ほとんど聞こえない声で、答えた。
　「ああ、旦那さん…お世話になりもした」
　「婆さん…あんた、ここに死にに来たな」
　おひではこっくりと頷いた。それから、ほっとした顔になり
　「そげん、はやく行くな…お鉄…」
　「おい、お鉄が迎えに来たのかい」
　源右衛門の声におひではほんのちょっと笑った。
　「…吾うちらだって、あげんあんな力が無かったら…よかったばってん…生まれたときからあるとじゃけん…しよぅのなかばい…」
　「おひでさん、しっかりするんだ」
　源右衛門が喚わめいた。おめえ、猫婆じゃねえのか、あいつらに瘧おこりを起こしちまいな、ばかやろう、それまで死ぬな…よ。源右衛門の声が涙で震えた。小太郎が三人の刃から逃れて、倒れた老婆のそばに駆け寄った時だった。
　不思議なことが起きた。
　この時、それまでじっと対峙していた三人の武士が、突然、刀を後ろに引いて、ぬかるんだ土の上に跪ひざまずいたのである。
　「何の真似だ」
　小太郎が構える。
　「刀をお納めくだされ」
　一人の武士が、落ち着いた声でそう叫んだ。
　「事情をお話申そう」
　もう一人が少し甲高い声で言った。
　「ああ、そうしてもらおうじゃねえか。お手前方はなにゆえにこの老婆を斬殺したのじゃ。いや――」
　源右衛門が三人を睨みながら尋ねた。それから、ごくっと唾を飲み込んで、怒気を含んだ声で続けた。
　「惚ほれあって、わざわざ江戸まで駆け落ちしてきた徳三とお鉄の二人をなぜ殺したのだ」
　跪ひざまづいていた武士の一人が声高に言った。
　「お怒いかりはごもっともなれど、まずはお聞きくだされ。…われらは、あの老婆と娘の同国人でござる。あの二人を殺したのはやむなき事情のためでござる。だが、主命とは申せ、江戸の住人である徳三と申す男には誠に気の毒なことをしたと思うておる」
　気の毒だと、と源七が怒った。
　「旦那方、言いてえことがあるのなら、番所に来てもらおうじゃねえか」
　しかし最初の武士が冷静な口調で答えた。
　「それはご勘弁願いたい。もとよりわれらは好んで斬殺に及んだのではござらぬ。ご貴殿らがわれらの屋敷名を聞かぬと約束されるのなら全てをお話いたそうが、そうでなければわれらはここで斬り死にするか、敵かなわぬ場合には腹を斬るまででござる」
　源七親分、この人たちは本気だぜ。と小太郎が囁ささやく。へい、小太郎さん、あっしもそうおもいますが、それでも…。
　「親分、まあ連中の言い分を聞いてみようじゃねえか」
　落ち着きを取り戻した源右衛門が言った。
　「へえ」
　と源七はしぶしぶ十手をしまう。
　「コタ、お前も刀をしまいな。なあに、泰斗流だかなんだかしらねえが、今度ばかりは急に斬りつける野暮やぼはしねえだろうよ」
　小太郎も頷くと静かに刀を納めた。その姿を見ていた武士たちもそれぞれの刀を鞘さやに納め、改めて正座をした。
　「かたじけない。われらは九州は佐土原藩の者でござる。構えて藩名を公表されぬようお願い申す」
　「武士に二言はない」
　小太郎が断言した。武士はほっとした顔で今度は落ち着いた態度で諄々乎じゅんじゅんことして語りだした。
　「ならばお話申そう――あの親子連れはわれらが国では〔猫神ねこがみ憑つき〕と呼ばれている者でござる」
　〔猫神憑ねこがみつき〕とは、一種の魔力をもって生まれた者だという。
　その目に強く睨にらまれると、たちまちのうちに瘧おこりを起こし、ひどい場合には死んでしまうというのである。そればかりか、熱病にうなされている間に、さながら怒り狂った猫が逆毛を立てて暴れ回るように、家中を走り回ったり、周りにいる者に襲いかかったりするというのだ。それはまるで猫の霊がその者に乗り移ったかのようであるそうだ。
　そのためにその国の民がこの輩やからを恐れること、尋常ではなく、ついに、
　『わが国人くにびとがかかる病持ちと誤解されぬよう、この病をもっている者を一切他国の者の目に触れさすべからず、また一人といえども国外に出すべからず』
　との藩主からのきつい禁令が出された。
　「…それが見張りの眼を盗み、まず娘が徳三と姿を隠し、ついで母親までが出奔しゅっぽんするに及び、われらの主君の怒りはおさまらず、見つけしだいすぐに斬り殺せとのご命令がでたのでござる。殿が仰せられるには、
　『もしこのような者たちが、国でやったような迷惑を江戸において起こし、その挙句、捕まえられるようなことがあればどうなる？――やがては、わが藩の汚名は全国に知られ、そのためにわが民の全てがそのような〈猫神憑ねこがみつき〉と勘違いされるは必定。それはいかにも心苦しい』
　と、かかるご決断をなされたのでござる…」
　二人目の武士が言葉を継いだ。　
「徳三をやむなく殺したのもわが藩の秘密が漏れるのを恐れたためでござる。ご貴殿たちがどのようなお立場の方かは存じ上げませぬが、恐らくはお役の方々でござろう。まことに申し訳なき仕儀でござった。しかしながら、主君の命に背くわけにもいかず、苦しみながらもわれらは武士道を貫き申した。武士の情けでござる。わが藩の窮状をお察し願えないであろうか…」
　三人は泥濘ぬかるみに平伏した。それから一人が顔を上げ
　「三人を殺した下手人をあげることがご貴殿がたの役目と存じる。拙者が代表して今ここで腹を切りもうす」
　と言うが早いか、そのまま脇差しを抜き、あっという間に腹を刺した。
　「な、なんてことをしやがるんだ」
　源右衛門が叫んで近づくと、くだんの武士は源右衛門の手を握り
　「これにてよしなにお願い申す」
　とはっきりした声で頼んだ。
　「われらも」
　残りの二人が同じように脇差しを抜こうとした。とたんに源右衛門が
　「よさねえか馬鹿野郎。お主らはこの人の死を無駄にするつもりか」
　と一喝した。
　
　すっかり雨が上がったらしい。
　月が青白い輝きをみせる空を睨んで、源七が呟いた。
　「なんだって、徳三はあんな女に惚れちまったんでしょうかねえ」
　源右衛門が答えた。
　「…むしろ女の方が村から出たかったのだろうよ。ところが、あの猫婆は村を出たら娘がたちどころに殺されることを知っていたものだから、必死になって娘を村へ連れ戻したかったのだ」
　小太郎が尋ねる。
　「しかし、先生。徳三はたしかお鉄と出会った初めの頃には瘧おこりが起きたと言ってましたが、その後、どうしてそういうことが起きなくなったのでしょうか」
　源右衛門が、うん、と頷いて
　「おひでが話したように、あの二人の持っていた〔魔力〕というのは不安や怒りなどの時に現れるらしい。お鉄の情が徳三にだんだん移るにつれて、魔力のほうも消えていったのだろうなあ」
　小太郎はさらに尋ねた。
　「ははあ、共振ともぶれですな…。ところで徳三が猫婆に睨まれた時に、瘧おこりが起きても猫のようにはならなかったのはなぜでしょうか」
　源右衛門は笑いだした。
　「おいおい、コタ。俺は猫婆じゃねえぜ。そんなことまで分るわけがねえよ。…だがな、いくら〔猫神憑ねこがみつき〕だといっても、わが娘こが可愛いのは普通の親と同じさ。徳三は、いわば娘の婿じゃねえか。そこはそれ、娘を連れ出した憎しみと同時に、娘を頼みますというような、そういう思いもあったんじゃねえのかえ」
　小太郎は黙った。共振ともぶれは剣と人との間にもあると思った。名刀を使いこなすのに正気が必要であったように、猫婆に出会っても瘧おこりを起こさないためには正気が必要だったに違いない。
　ややしばらく歩いたのち、思い出したように口を開いた。
　「先生。今夜襲ってきたあの三人ですが…、残りの二人が今頃はこの一件を藩邸で話していることでしょう。しかし、一体、村から一歩も外に出ることを許さず、出れば斬り殺すなどという理不尽が許されるものでしょうか。」
　小太郎の憤懣ふんまんやるかたないという行き場のない憤いきどおりを源右衛門にぶつけた。だが源右衛門はへらへらと笑って、相手にしない。
　「おい、コタ。おめえはまだ学問が身についちゃいねえな。今回の事件はな、悪い奴は一人もいねえんだよ。いいか、昔むかしっから地獄への道は善人ばかりがつくってきたんだぜ。お殿様は民のため、侍は主君のため…ええ、ばかばかしい話じゃねえか。みんなでよくしよう、よくしようと頑張って、その結果が一番弱い立場に皺寄せが来るようになってやがる。猫婆もお鉄も徳三も世の中という大きな流れの中では文句も言えねえ弱い立場だったのよ。だから今の世の中、Onachatzaamheitおなはとざーむへいとなんだよ」
　小太郎は、ぎゅっと拳をにぎりしめた。それから、
　「…やはり理不尽です」
　とぼそっとつぶやく。
　「だからおめえが鹿になるしかねえだろう…」
　源右衛門の言葉が闇に消えていく。
　と、源七が低声こごえでそっと小太郎に尋ねてきた。
　「小太郎さん、なんです。その〈お名は外様とざまが塀へいの戸〉ってことわざは…」
　小太郎がふふふと笑った。
　「親分、ことわざじゃあねえ。蘭語で〔錯乱〕――気が狂う、って意味だ」
　へえ、と源七は頭をひねった。
　「気が狂ってますかねえ、今の世の中は。あっしにはそうは思えねえがなあ。だって辻斬の青海忠紀は切腹、その親爺はお役御免になりましたからねえ。お天道さまは生きてまさあ」
　源七がふと目を遣やった先には折れた柳の枯れ枝があった。その根本ねもとから小さな若芽がでている。
　（…狂ってるとは思えねえがなあ）
　急に源右衛門が立ち止まって、小太郎を振り返った。
　「コタ。おめえはこれからどうする」
　小太郎はすっきりした声で答えた。
　「蘭書の写本でもしなければ寝られません」
　「馬鹿ぁ言うな。写本すりゃあ、寝る時間なんかあるもんか」
　源右衛門がひやかす。
　向こうから下駄の音が聞こえたかと思うと
　「あら、佃先生…小太郎さまも」
　とお喜代が小走りにやってきた。源右衛門がにやっと笑って
　「おい。今夜はお喜代も誘って飲もうじゃねえか。親分、どうだえ？」
　「よござんす。辻斬も猫婆も無事にかたづきましたからね」
　源右衛門はお喜代を前にどぎまぎしている小太郎の背中をどんと叩いて
　「コタ。しっかりしねえと、せっかくの深川弁天が逃げちまうぜ」
　と大声で笑った。
　
　
【了】
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